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第217図 ST3出土土器実測図（縮尺1/4)

は上方につまみ上げるもの (7~9)や、端面に凹線文を施文するものなどがある(10• 12)。高杯は

口縁が内湾した後に立ち上がるもの（第220図1・2・4・6)と外側に水平に延びる部分をもつもの

(8 • 9)の二者が存在する。以上のST3出土土器の時期は中期後葉である。

ST4出土土器は細片のみで良好な土器はない（第220図13~17)。時期は中期後葉である。

ST5からは各種の壺が出土している（第221図）。広口壺lは口縁部外面に凹線文、肩部に櫛描直線

文 ・波状文を重ね、口縁部内面にはハケメ原体の刺突文を入れ、突起をつけている。底部には焼成後の

穿孔がある。タタキメ調整がみられる短頸壺4は把手はないが口縁部には剖り込みがみられる。水差し

7も剖り込みがあるほか、底部に焼成後穿孔がみられる。同遺構の甕（第222図l)は口縁端部が弱く

つまみ上げられている。 5は台付鉢で紐孔がみられる。これらの時期は中期後葉である。

第222図6~8はST6出土で中期後葉と思われる。 6は残りが悪い土器で櫛描文がかすかに認めら

れる。一段階古い混入品か。 9はST7から出土した甕で後期中葉頃のものであろう。 10• 11はST8か
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第218図 ST3出土土器実測図（縮尺1/4)
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第220図 ST3 • 4出土土器実測図（縮尺1/4)
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ら出土した。 10は壺形の土器。口縁部は凹線文を施文した上から棒状浮文を貼り付け、頸部には圧痕

文突帯を貼り付けている。体部にも斜格子文と凹線文を繰り返し施文し、最下段にハケメ原体による列

点文を入れる。土器の形態と体部への凹線文の多用は当地域と周辺地域のいずれにもみられない特徴で

あり、兵庫県播磨地方からの搬入土器と考えられる。 11は口縁端部に刻目を入れるタタキメをもつ長

胴気味の甕。両者の時期は中期後葉である。

第223図l~7はST9出土土器である。嵩杯3は杯部に焼成後穿孔がある。 6は縦長のプロポーショ

ンをもつ甕。体部は外面をハケメ調整し、内面は下半のみヘラケズリがみられる。口縁端部にはハケメ

原体による刻目がみられる。 7は大形の杯部をもつ尚杯で口縁部が方形状に肥厚する。以上は中期後葉

である。 8はSTll出土の壺で口縁端部に竹管文を施文する。弥生中期か。 9~11はST13出土。 9はロ

縁部に凹線文5条を施文する無頸壺で、紐孔をもっ。 10は低い脚台が付けられた水差しで把手方向の
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第221図 ST5出土土器実測図（縮尺1/4)

-z;r4 -



第2節造物

亀田’

2
 

/
3
`
]
 

馴
1~5: STS 9: ST7 
6~8 : ST6 10• 11 : ST8 

こ一 ―ーロ

薗\\\~~鴫鰈＼＼ダ 10

8
 

三，

゜
20cm 

第222図 ST 5 • 6 • 7 • 8出土土器実測図（縮尺1/4)

-z;も一



第4窒競措と遺物

ー
ジ
＼
＼
口
冒
畠
口
閏
爪
/
り
/

5

2
 ~\, 

J
,
J
 

、

_

)

)

、

J

)

)

＼

）

し：` 

-l

l

-

¥

、へ``
5

)

＇

＼

一

¥

)

¥

i

 ¥
 

7
 

一 竺ご-=-/

6 

1~7:ST9 8:STl 1 9~11:ST13 

ご竺
第223図 ST9 • ll • 13出土土器実測図（縮尺1/4)

11 

20cm 

-:!.16 -



第2節造物

： 
‘―-9 

¥ - 9、- r -‘'、、,'- ¥¥ 1 こ

；；口…；

｀ 
ヽ
3
 

1•2: ST14 
3~5: ST15 
6~8: ST16 
9~16: ST17 

¥;:¥  7 

三 oeぶも
8 

、
＼
＼
リ
μ

言
疇麟

．州
叫
冑
＇

｀
ヽ
冑

¥

1

3

 

三716 
14 

|‘‘‘‘―尋 15

i 
第224図 ST14 • 15 • 16 • 17出土土器実測図（縮尺1/4)

-Z"― 



第4窒競措と遺物

i
 

ー

喩

／

H
什
い

7

10 • —--□ 11 （贔疇11ロ13

1~16:ST1817:ST2018：三冒―〖
18 

，
 

゜
20cm 

16 

15 

第225図 ST18 • 20 • 21出土土器実測図（縮尺1/4)

口縁部には剖り込みがある。 11は口縁部から水平方向に伸びてさらに垂下する延長部分をもつ高杯。

脚部内面をヘラケズリ調整している。これらST13の土器も中期後葉である。

第224図1• 2はST14出土。 1は大型の甕で頸部に指頭圧痕文突帯を貼付け、口縁端部には凹線文

2条を施文する。 2は高杯の杯部である。両者は中期後葉である。3~5はST15出土で4は近江系の

受口状口縁甕である。3点とも中期後葉。 6~8はST16出土。 3点とも小片で良好な資料ではないが、

これらも時期は中期後葉である。 9~16はST17出土土器で、同じく中期後葉。9の広口壺は口縁内面

に櫛描扇形文2段を施文し、その直下に突起をつけている。15の近江系受口状口縁甕は後期のものに

もみえ、混入品と思われる。
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第226図 ST22 • 23 • 24出土土器実測図（縮尺1/4)

-z;rg -



第4窒競措と遺物

し—

も
ハ
い
）

0

ハ
）
り

)

(

J

 

で

（

ヽ

）
r
¥
 

-、1

)
 ¥
 

ク

~
 

~13 

＜ ` ` ` -=-`‘- ← 

一――`` ` t -- - - 5 

6
 

1 • 2 : ST26 7 : ST29 
3 : ST27 8 : ST31 
4~6: ST28 

2
 ゜

20cm 

第227図 ST26 • 27 • 28 • 29 • 30出土土器実測図（縮尺1/4)

第225図1~16はST18から出土した。台付水差5は体部上半に櫛描直線文と櫛描列点文を交互に施

文、 D縁部には凹線文5条を施文する。把手方向の口縁部に弯IJり込みがある。 9は重厚な作りの蓋であ

る。 11は甕の口縁で、焼成前に部分的に縦位に粘土紐を貼り足している。乾燥時の破損を補修したも

のか。以上は中期後葉のまとまった資料である。 17はST20出土で口縁端部に凹線文施文後、棒状浮文

を貼付けた痕跡がある。中期後葉の壺か。 18はST21出土の壺で中期後葉。

第226図1~12はST22出土で中期後葉の資料。 3は近江系受口状口縁甕の口縁部である。 10は体部

が深い鉢で外面に櫛描直線文を2段施文する。 13~15はST23出土。 15は砲弾型の小型壺で口縁部は粘

土紐を貼付け、紐孔状の穿孔がある。内外ナデ調整である。 14は半円形を呈する鉢形のミニチュア品。

13の壺から判断して14• 15も弥生中期後葉であろう。 16~22はST24出土。二重口縁壺16は口縁部外

面にヘラで波状文が、肩部に櫛描直線文 ・波状文がみられる。 17は器台。以上2点は終末期のもので

それ以外は中期後葉に位置付けられる。後者が混入品であろうか。

第227図1• 2はST26出土で1は凹線文3条を施文する高杯、2は短頸壺で口縁端部の外側に刻目

を入れる。中期後葉。 3はST27出土。厚手の底面が大きく凹む底部で時期は不明。 4~6はST28出土

で4は把手付の無頸壺の精製品。甕5・6は単純口縁をもつ。いずれも後期である。 7はST29出土の

内面ヘラケズリ調整の壺で後期と考えられる。 8はST31出土の甕の底部で、調整と胎土 ・焼成から搬

入品の近江系受口状口縁甕の底部と判断できる。中期後葉。

第228図にはST32出土土器を挙げた。 2は壺底部と考えられ、焼成後穿孔がある。 3は精製の壺で

体部外面には条線が細かいハケメ、口縁部はヘラミガキ後に竹管文を施文している。 4は小型の短頸壺

で底部に焼成後穿孔がみられる。 5は大型壺の肩部で2方向に半環状の把手がつけられている。甕7は

一汲幻一
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第230図 ST34 • 35出土土器実測図（縮尺1/4)

完形品で外面ハケメ調整、内面はナデ調整で口縁部内面に羽状刺突文がめぐる。石川県加賀地方に主体

的に認められる土器である（3)。焼成 ・胎土も異質であり搬入品であろう。胎土中には海綿骨針の含有は

認められない。底部には焼成後の穿孔がある。 16は脚部を欠損する台形土器である。以上の土器の時

期は中期後葉である。

第229図はST33出土土器。壺類はいずれも口縁部を除いて文様を施文していない。 4は扁平な体部

をもつ台付の水差。 6は大型の台付無頸壺で紐孔がある。甕9は肩部にハケメ原体で列点文を施文して

いる。いずれも中期後葉の時期である。

第230図lはST34出土の壺でハケメ調整後、下半をヘラミガキ。中期後葉である。 2~6はST35出

土で2~4が中期後葉。 5は大型甕の底部、 6は装飾器台で、受け部端面には擬凹線文を施文後、鋭利

な原体で列点文を入れている。後期後葉から終末期である。

第231図1はST37出土土器で口縁部が強くすぼまる器形をもち、体部外面の上半をハケメ調整、下

半をヘラミガキ調整する。口縁部に凹線文2条を施文する。内面調整は上半ナデ、下半はヘラケズリ。

岡山県 ・香川県などの中部瀬戸内地方からの搬入品であろう。時期は中期後葉である。 2・3はST38

出土。 2は無文の有段口縁をもつ大型の甕、 3はヘラミガキ仕上げの小型壺である。両者とも後期の賓

料である。 4~6はST39出土で同じく後期である。 7はST40出土で、搬入品と考えられる近江系受口

状口縁をもつ鉢の体部。時期は後期である。

同図8はST43出土土器で直立する頸部に櫛描直線文帯を入れており、口縁部は打ち欠いている。中

期中葉に遡るものである。 44はST44出土の細頸壺で櫛描直線文を多段施文する。こちらも中期中葉に

遡るものだが、残りが悪く方形周溝墓に伴うものではないかもしれない。 10~13はST45から出土した。

12は台付鉢で口縁端部にハケメ原体による刻目があり、体部に焼成後穿孔がみられる。 13は長胴でタ

タキメ後ハケメ調整の甕。口縁端部に刻目を入れる。これらは中期後葉である。

第232図1はST46出土の壺で、胴部は強く屈曲し外面ヘラミガキ調整、内面はナデ調整である。中

期後葉と考えられる。 2~5はST47出土土器。 3は白色の精良な胎土で近江 ・東海系の搬入品と考え

られる（4)。加飾壺で頸部には突帯上に櫛描列点文を入れ、体部上半には櫛描直線文と列点文を重ねる。

下半はヘラミガキ調整と赤彩を施す。 5は有段口縁壺で底部に十字状のヘラ記号をもっ。以上は終末期

一汲沼一
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第231図 ST37 • 38 • 39 • 40 • 43 • 44 • 45出土土器実測図（縮尺1/4)
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第232図 ST46 • 47 • 50 • 52出土土器実測図（縮尺1/4)
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第235図 SX7 • 27 • 29出土土器実測図（縮尺1/4)

である。 6はST50出土の壺で時期は後期。 7はST52出土の鉢で中期のものと考えられる。

第233図1~4はST54から出土した。 1は台付の水差で体部上半に櫛描直線文と列点文を交互に施

文している。体部下位には焼成後の穿孔がみられる。 2はやや大型の水差で体部外面はタタキメの後ハ

ケメ調整をし、内面はハケメ後ナデ調整。口縁部把手側に割り込みが認められる。 3はハケメ調整の短

頸壺で、頸部にハケメ原体で直線文を施している。以上は中期後葉に位置付けられる。 5・6はST58

出土。 6は下膨れの胴部をもち、口縁に2条単位の棒状浮文を貼付ける壺である。磨耗により不明瞭で

あるが頸部には櫛描直線文・波状文の施文が確認できる。近江地方に分布する土器である(5)。

後葉に下る可能性が高いが、 6は中期中葉に位置付けられる。 7はST60から出土した甕。口縁端部と

肩部に櫛描波状文を施文している。時期は中期後葉。 8はST61出土の甕で外面ハケメ調整、内面ヘラ

ケズリで、無文の有段口縁をもつ。時期は後期である。

第234図はST62出土土器である。壺類に凹線文は全く施文されない(1~5)。小型の壺lは口縁端

部の下端に刻目を入れている。壺2は口縁端部上側に刻目を全周させ、下側の一部にも刻目を入れてい

る。胴部には櫛描波状文が4段施文されている。 4は1と同様に口縁端部の下端に刻目を入れている。

小型の甕6は外面下半にヘラケズリをした後、全体をハケメ調整している。内面は下位のみヘラケズリ

がみられ、ほかはナデである。頸部はあまり締まらない器形で、

5は中期

口縁端部には部分的に刻目を入れてい

8の嵩杯脚部の内面にヘラケズリはみられない。以上の土器はほかの多くの周溝墓出土の中期後葉

の土器群より先行する特徴をもっていると考え、中期中葉に位置付ける。 9~13は同遺構出士だが後

期の土器で、混入したものと考えられる。短頸壺9の肩部には「OO」字状のヘラ記号が認められる。

る、

一汲沼一
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2)土坑墓・木棺墓 (SX)出土土器 （第235図）

第235図は土坑墓 ・木棺墓 (SX)出土資料をまとめた。木棺墓SX7出土の有段口縁甕1は内外をハ

ケメ調整し無文の有段口縁をもつが口縁端部は内傾する明瞭な面をもっている。近江系受口状口縁甕の

変容土器とすべきか。時期は後期中葉と考えられる。人為的に破砕された状況で出土したものである。

SX27は細片化した遠賀）II系土器 （同図2~6)に伴って7の深鉢が出土した。2は大型の壺の胴部

で4条以上のヘラ描沈線文を施文している。調整はハケメ後のヘラミガキである。 3は壺の頸部で4条

以上のヘラ描沈線文を施文、調整はハケメ後のヘラミガキである。 4は小型の甕で外面はハケメ調整、

一汲l9-
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1 : SEl 
2 • 3 : SE2 
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゜
20cm 

第238図 SEl • 2出土土器実測図（縮尺1/4)

頸部にヘラ描沈線文を2条施文する。内面はナデ調整。口縁部はヨコナデ調整の後端部に右上がりの刻

目を入れている。 6は甕の口縁部で頸部にヘラ描沈線文を3条施文。口縁部はヨコナデで端部には不明

瞭な面をもち、下側に刻目を入れている。深鉢7は内外面はナデ調整で一部に垂直方向の擦痕が認めら

れるが粘土紐の継ぎ目は消されず残っている部分が多い。口縁部は扁平な突帯を貼り付けている。細砂

を多く含む胎土で、黒っぼい色調をもつ焼成である。ほかの遠賀川系土器とは一目みて異質なものであ

る。本個体はSX27出土土器のなかで最も残りの良い土器であるため、弥生前期の遺構に古い時期の遺

物が混入したとも考えにくい。よって弥生前期に残存した縄文土器の系譜上にある土器と評価する。

SX29は細片が主体で図化できるものは少なかった（同図8~12)。8は直立気味に伸びる口縁部をも

つ壺の頸部で、頸部に4条のヘラ描沈線文を施文する。外面調整はハケメである。 9は壺の胴部で段の

直下にヘラ描沈線文を2条施文する。外面調整はハケメ後のヘラミガキ、内面調整はナデである。 10

は甕の口縁部で内外面の調整はハケメ、口縁部はヨコナデ調整する。文様は施文していない。 11は櫛

描文を施文する壺の口縁部で口縁部に凹線文を施文後縦位の沈線を入れ、口縁部内面に半裁竹管状具に

よる斜格子文を入れている。以上は弥生前期の土器 (8~10)が主体であるものの、 11• 12の2点が

中期と考えられる。

3)周溝建物 (SH)出土土器 （第236• 237図）

第236図にはSH1.5~7出土土器を挙げた。いずれも周溝出土。 SH1の壺2は逆U字状の浮文を

貼付けている。 13はSH6の壺で把手の痕跡をもつ。 14は有段口縁をもつ鉢で紐孔をもっている。

第237図にはSH8• 9 • 11の土器を挙げている。いずれも周溝出土。SH8の11は手焙形土器である。

19はヘラによる波状文2条と櫛描列点文がみられる。器台であろうか。

これらの周溝建物出土土器はいずれも後期中葉を主体とする時期のものである。

4)井戸 (SE)出土土器 （第238図）

第238図は井戸（SE)出土賓料。1はSE1出土の鉢。外面はハケメ調整で内面はナデ調整。底部は

小さく不明瞭である。弥生後期後葉から終末期にかけてのものであろう。 2・3はSE2出土土器。 2

は須恵器の臆で口縁部を欠損しており、意図的に打ち欠いている可能性がある。 3は須恵器の大形鉢で

ある。両者は7世紀代の汽料である。

5)土坑 （SK)出土土器 （第239~247図）

第239図1はSK1出土の大型甕の底部で後期後葉から終末期のもの。2は井戸SK3出土で擬凹線文

を施文する有段口縁壺。後期後葉。 3はSK5出土で台付鉢の脚部と思われる。弥生後期。 4はSK17出

土で口縁端部、頸部に沈線を施し、口縁部内面に櫛描扇形文を入れている。弥生中期中葉。 SK20出土

の5は後期の甕。 SK29出土の6は中期後葉の甜杯で3条の凹線文を施文している。7~10はSK40出

一笈H-
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土坑 (SK)出土土器実測図（縮尺1/4)

7~9は高杯脚部でいずれも内面をヘラケズ［］する。 10はハケメ調整の壺の口縁部。弥生中期後

葉。 11はハケメ調整の壺で弥生中期のものか。 12~14はSK60出土でいずれも弥生中期後葉の甕。 15は

SK72出土の後期の甕で口縁部に擬凹線文4条を施文する。16も後期の甕でSK75出土。

第240図1~10は土坑墓SK83出土。壺 lは頸部に貼付け突帯2条以上をもち、内外をヘラミガキ調

整する。 2は壺の胴部でヘラ描沈線文が1条以上施文されている。外面調整はヘラミガキである。

如意形口縁をもつ甕は頸部に3条のヘラ描沈線文が施文される。 9 • 10の甕にも口縁端部の刻目がみ

られる。以上は弥生前期中葉であろう。 11はSK91• 92出土の弥生後期の近江系受口状口縁甕。ハケメ

原体による列点文と簾状文を施文する。断面黒色の焼成で、搬入品と考えられる。 12はSK95の高杯で

凹線文4条を施文し、内外面をヘラミガキ調整に加え赤彩もみられる。弥生中期後葉。 13はヘラミガ

キ仕上げで精製の台付無頸壺でSK101出土。弥生後期中～後葉。 SK103出土の14は口縁端部にハケメ

原体で刻目を入れる壺。弥生中期中葉か。15はSK1(),1出土の壺で頸部に5条以上のヘラ描沈線文を施す。

弥生前期後葉であろう。16はSK105出土の大型の甕。全体をハケメ調整し文様はない。弥生前期。

土。

7の
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第240図 土坑 (SK)出土土器実測図（縮尺1/4)
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第242図 SK112土器棺実測図（縮尺1/4)

第241図1• 2はSK108から出土した同形 ・同大の長頸壺で後期中葉か。 3~6はSK109出土でいず

れも弥生前期中葉の遠賀川系土器。壺3は口縁部が強く外反し頸部と胴部に段がみられる。体部外面は

ハケメの後ヘラミガキ調整である。甕4は頸部に沈線2条、口縁端部に刻目を入れる。 5は沈線文が3

条になっているが、口縁部の刻目は残りが悪く存在の有無がわからない。6の底部は焼成後に穿孔を

行っている。

同図7~11はSKllO出土。 7~9の甕はいずれも内面調整がヘラケズリである。 10は台付鉢で底部

に円盤充填法がみられる。 11は高杯の脚部3条以上の沈線による施文がみられる。以上は中期後葉の

一括資料である。

第242図はSK112出土で、土器棺に用いられた完形の甕2点である。両者ともに外面ハケメ、内面へ

ラケズリ調整であるが、 1は単純口縁、 2は無文の有段口縁である。弥生後期後葉と考えられる。

第243図は土器棺墓SK113出土の土器である。1は大形複合口縁壺の口縁部であるが3とは別個体の

もの。 2は中型の壺で外面ヘラミガキ、内面ハケメ調整で平底をもつ。 3は棺身として用いられていた

大形複合口縁壺。口縁部は欠損しているが、内傾して立ち上がると考えられる。内外面の調整はハケメ

で、底部は丸底であるが周辺が焼成後に輪状に脱落しており、突出底風になっている。内面口縁部上半

に黒色物を塗布している。これらの時期は古墳前期中葉である。

第244図は土器棺墓SK116出土の土器。1は壺の体部で内外面にハケメ調整がみられる。 2は甕で短

ぃ口縁部をもち、端部の上端に刻目を入れている。弥生中期後葉。

第245図lはSK118の鉢で弥生前期。現地の所見ではST22より新しい遺構であり、混入品と考えら

れる。 SK121出土の2も弥生前期の把手付甕。3はSK123出土の高杯脚部で弥生中期後葉。4は外面ハ

ケメ、内面ヘラケズリ調整の壺で口縁端部に2条の垂直方向の沈線を記号状に入れる。弥生後期。

同図5~12はSK140出土で、 5~11が弥生前期の遠賀川系土器。6 • 8は壺の頸部で2条以上のヘ

ラ描沈線文を施文する。9は壺の胴部で、突帯で区画した直下にヘラによる無軸羽状文を充填している。

7は壺の蓋で紐孔をもつ。12は口縁部が直立する砲弾形の深鉢で、外面はナデ調整だが、所々で接合

痕が消されずに残されている。口縁端部には上方から細かい刻目を入れている。胎土 ・焼成はSX27出

一笈妬一
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第246図 SK207 • 214 • 228出土土器実測図（縮尺1/4)

と類似する。この土器も弥生前期における縄文土器系譜の土器と評価する。

SK144出土の同図13は弥生後期の器台。 14• 15はSK156出土。14の有段口縁壺の口縁部にはヘラに

よる刺突が2つ認められる。16はSK158出土の後期の甕。SK159出土の17はいわゆる近江系の受口状

口縁甕。弥生後期。 SK164出土の18も後期の甕。高杯形のミニチュア品19はSK170出土で弥生後期か。

20はSK188出土の無文の有段口縁甕で後期のもの。 21はSK197出土の小型の壺で外面全体と口縁部内

面をヘラミガキ調整する。文様や装飾はみられない。時期は弥生前期である。 22は頸部が屈曲して開

くハケメ調整の甕で弥生中期と考えられる。

土の深鉢 （第235図7)

第246図1はSK207から出土した高杯で弥生後期中葉のもの。2は受口状口縁をもつ壺で口縁部外面

に櫛描列点文、肩部に櫛描直線文と列点文を重ねるいわゆる近江系土器で後期のものである。

4は長胴気味の体部に外反して開く口縁部がつ

3・4は

SK228出土で3は5帯以上の櫛描直線文を施文する壺、

＜壺。中期中葉であろう。

第247図には古墳時代後期以降の土坑出土賓料を挙げている。第247図1はSK55出土の土師器椀で底

部に回転糸切り痕をもつ。10世紀代。 2~6はSK107出土で土師器甕 （2)、須恵器堤瓶 （3)、須恵

器甕 (4)、須恵器杯蓋（5)、同杯身 (6)、土師器坪身 （7)から構成される。 6世紀前葉。8~11

はSK175の賓料で8は突帯をもつ土師器片で移動式寵と思われる。9は土師器の甕。 6世紀中葉と考え

られる。12は須恵器大甕の体部片でSKlllより出士。詳しい時期は不明である。

ピット (SP)出土土器 （第248• 249図）

SP48出土の第248図2は水平に伸びる口縁部をもつ高杯。弥生中期後葉。SP270出土の4は後期の壺

の体部と考えられ、ヘラによる線刻表現がある。船を表しているか。7はSP341出土の精製品で、凹線

文とヘラによる羽状文が施される。中期後葉の壺の口縁部であろう。SP476出土の10はヘラ記号をも

6) 

一笈沿 一
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第247図 土坑 (SK)出土土器実測図（縮尺1/4• 1/8) 

- 3(X) -



第2節造物

行口

コ 5 よ ¥3 ` 
．云

二 」：＼食」J/9 を／

ロロ三 □゚ 13 

戸言《 1` 1 ,'ii1/j咽lIII ¥¥ , 

17 ―·一—-,、こ／ ＇―’'I V, 14 

7
8
9
3
7
0
0
6
0
8
4
1
5
8
2
0
7
6
1
4
2
5
3
0
4
7
8
3
3
9
5
6
5
9
8
1
8
6
8
7
1
5
2
9
7
0
0
1
 

3
4
1
2
3
3
3
3
4
4
5
5
5
5
5
6
6
6
6
 

p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
 

s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
 

..

...

.

...

.

...

.

...

.

...

.

...

.

..

.....

.

..

.....

.

..

.....

.
 

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
2
2
3
2
4
2
5
2
8
 
～
 

1

6

 

2

2

 

18 

ーニニニ二言| ご•一

: - -』

〒一三［二髯

9--、~--:
25 0 20cm 

ご

第248図 ピット (SP)出土土器実測図（縮尺1/4)

- 3()1 -



第4窒競措と遺物

、、、 、ヽ 三二
1― `《4`
6 

• -•ア

---,, 
----

---一ーニこ ， 
心

― |  戸

゜
20cm 

／． 
‘ヽ

＼ 

1 : SP836 
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3: SP891 
4: SP895 
5: SP903 
6: SP909 

7: SP954 
8: SP1008 
9 • 10: SP1019 
11・12:SP1044 
13: SP1227 

第249図 ピット (SP)出土土器実測図（縮尺1/4)

つ底部で後期と考えられる。 18はSP659出土の把手をもつ壺。内外面は把手を含めてヘラミガキ調整を

行う。時期は弥生後期。 25はSP770出土。外面ハケメ調整で球形の胴部をもつ。口縁部には凹線文が施

文されている。中期後葉。

第249図2はSP880出土の須恵器杯身。 6世紀中策である。 8はSP1008から出土した大型の壺の頸部

で、屈曲部に突帯が回っている。 SP1019出土の10は大形の杯部をもつ高杯で頸部の屈曲をもち、有段

口縁になると考えられる。弥生後期。 13は弥生後期の近江系受口状口縁甕でSP1227出土。口縁部に列

点文が、肩部に櫛描直線文・波状文が施文されている。

-3()2 -
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第250図 SD 1 • 5 • 7 • 8出土土器実測図（縮尺1/4)

7)溝・ 旧河道 (SD)出土土器 （第250~266図）

第250図1• 2はSD1出土で壺lの口縁端部には部分的に刻目を入れている。 3はSD5出土の無頸

壺。 4 • 5はSD7出土。 4はいわゆる近江系の受口状口縁をもつ壺で、櫛描列点文と棒状浮文の装飾

をもつ。 5は口縁部に凹線文を施文する甕で内面は下位にヘラケズリを施す。以上は弥生中期後葉。 6

はSD8の甕で口縁端部に半裁竹管状の二股に分かれた原体で刺突文を入れている。弥生後期。

第251図はSDlO出土資料。 2は擬凹線文を施文する有段口縁壺で外面の屈曲部には刻目を入れてい

る。 7はタタキメ調整の甕の底部で外来系土器である。 16は手焙形土器で外面はナデ調整で全体的に

粗雑な感がある。17は壺形のミニチュア品。22は口縁部直下に沈線3条を入れる甕で重厚な底部をもつ。

弥生前期であろう。これを除けば弥生後期後葉を主体とする資料といえる。

第252図l~22はSDllから出土したもので、 17• 18など弥生中期と22の須恵器杯身を含むが後期を

主体とする。 8は口縁部の外反が弱く浅い杯部をもつ高杯で後期前葉。 10の脚部も同様の時期と考え

られる。同図23~25はSD14出土で弥生後期。 26はSD18出土の甕。後期中葉頃であろう。

第253図はSD19出土資料。 1~4は有段口縁壺だが3は文様の上から2箇所に竹管による刺突を、

4は頸部内面にヘラによる2条の記号状の線刻を入れている。 20は鉢の口縁部かと思われる形で口縁

部直下に魚形の線刻が入っている。時期は後期後葉を主体とするが、壺21と無頸壺22は中期後葉で混

入品であろう。

第254図1~13はSD21出土で弥生中期後葉から終末期までの時期幅をもつ。 8は外反する有段口縁

に多条の擬凹線文を施文する終末期の甕。 9は後期の近江系甕。 12の甕は中期後葉であろう。 SD24出

土の14やSD41出土の22も近江系の甕で時期は後期。 SD43出土の直口壺23は丸底で全体的に厚手な作

りが特徴的である。古墳前期であろう。

第255図l~6はSD75出土で後期後葉。 8はSD邸出土。外反する有段口縁で擬凹線文を施文する甕

で終末期と考えられる。 9~11はSD86出土で中期後葉と考えられる。 10はやや肩が張る器形に頸部に

は凹線文、肩部には列点文を入れる。口縁部には凹線文の上から棒状浮文を4条単位で貼付けている。
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第251図 SDlO出土土器実測図（縮尺1/4)

隣接地域を含めても珍しい形態であり、播磨から吉備にかけての地域からの搬入品であろう。13は

SD106出土の須恵器杯蓋で時期は6世紀代である。 SD124出土の15は後期の把手付の壺。SD131出土

の17も後期の壺で把手は剥離している。焼成後に底部に穿孔をしている。

第256図l~3はSD137出土で1は口縁部に凹線文、肩部に櫛描直線文 ・波状文を重ねる水差で把手

直上の口縁部には剖り込みを入れている。 3はタタキ目を入れた後にハケメ調整を行う短頸壺。以上は

中期後葉である。 15~19はSD186から出土した後期の土器。19は近江系の受口状口縁甕で口縁部に櫛

描列点文、肩部に櫛描直線文・波状文を施文している。
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SD191から出土した第257図1の壺は口縁端部に凹線文状の凹みがあるほかに文様はみられない。

はヘラミガキ調整の鉢。中期後葉である。SD204出土の3・4やSD205出土の受口状口縁壺5、SD213

出土の6・7も同時期のもの。

8はSD216出土の前期遠賀川系の壺で頸部と体部には段があり、 胴部の段直下にはヘラ描沈線文帯を

9はSD220の中期後葉の壺で

2
 

入れ、さらに縦位の沈線で区画した後にヘラで無軸羽状文を入れている。

片口がある。10は終末期の擬凹線文有段口縁壺で終末期のものである。

第258図3の甕はSD234から出土した。内面ヘラケズリ調整だが厚手で後期前葉から中葉にかけての
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ものであろう。同遺構から出土した4は口縁部に突帯を貼付けて竹管文を入れる。5~8はSD253出土

で壺6は肩部に櫛描直線文、口縁部内面に櫛描扇形文をめぐらす。甕7は単純口縁の一部に押圧をいれ

ている。中期中葉か、中期後葉でも古相に位置付けられるだろう。

第259図1• 2はSD282、3~6はSD288出土でいずれも後期。5は近江系の受口状口縁甕である。

8~18はSD321出土で方形周溝墓の供献土器の可能性がある。水差10は底部に焼成後の穿孔を入れて

いる。13• 14は台付無頸壺と蓋のセット。15の台付水差は体部下半に2箇所の穿孔があり、口縁部も

打ち欠いている可能性がある。時期は中期後葉である。
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第264図 SD324出土土器実測図（縮尺1/4)

第260~265図は旧河道SD324出土資料であり、今回の調査のなかで景も多量の土器を擁する。第260

図には壺を図示した。8は小型の無頸壺で口縁部に擬凹線文を施文、底部は焼成後に穿孔している。

12は頸部に断面三角形突帯とその上から3本単位の棒状浮文が、口縁部には凹線文と刻目をもつ3本

単位の棒状浮文が、口縁内面には刷毛目原体の羽状刺突文と円形浮文がみられる装飾性豊かな土器で、

これのみ中期に位置付けられる。出土した位置もほかの土器とは異なっており、本来は別の遺構のもの

と考えられる。播磨地方からの搬入品か。

当河道の甕は有段口縁で擬凹線文を施文するものが主体であり（第261図）、1• 2などのように肩

部に列点文を入れるものもある。15は近江系の受口状口縁甕である。第262図2は口縁の調整が不十分

で、有段口縁を呈する部分と直線的に延びる部分がある。鉢（第262• 263図）には法量の大小や口縁

部の形状で多様性があり、有孔鉢も多い （第263図1~8)。

同じSD324出土の高杯は有段口縁をもつ浅い鉢形の杯部をもつ日本海沿岸特有のもの（第263図14~
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第265図 SD324出土土器実測図（縮尺1/4)

16、第264図1~5)と、近畿・東海地方通有の稜をもって屈曲する杯部をもつものの二者があり (6.

7)、前者の方が多い。脚部9は樹脂での補修が見られる。第265図は器台と蓋である。

第266図l~3はSD336から出土した。 1は内面ヘラケズリ調整の甕あるいは鉢で後期のものか。 3

は中期前葉の甕で体部はハケメ調整、口縁端部には全体的に刻目を入れ、部分的にそれより大きい押圧

を入れる。 6~11はSD356出土。 8は大形の有段口縁壺で刻目を入れる棒状浮文、櫛描波状文、竹管

文で装飾を加える。後期後葉であろう。同図のほかの溝も時期は後期である。

8)包含層ほか出土土器 （第267~277図）

第267~277図には包含層出土品を示した。紙幅の関係で遺構出土品になかった時期や形態のものや、

特異な特徴をもつものを優先して図化しているため、図示した遺物の構成は出土遺物総体のなかでの量

比を反映するものではない。また、ここには弥生前期の土器で新しい時期の遺構に混入して出土したと

判断したものも含めている。以下の記述は縄文時代、弥生前期、弥生中期、弥生時代後期～古墳時代前

期、それ以降の時期に大別して行う。

第267図1~4は縄文土器である。1は条痕調整後にヘラで文様を施文する。 2は磨消縄文をいれる

波状口縁の深鉢。 3は拡張した口縁端部の面を沈線で区画し、刺突を刻む。4は深鉢肩部で沈線による

直線文と渦巻文がある。以上はいずれも後期である。5~8は口縁部に扁平な突帯を付けた深鉢で、

~7では草本類による刺突文が施されており、 6ではそれが内面にもみられる。縄文晩期後葉から弥生

前期のものと考えている。

5
 

同図9~17は弥生前期の壺。 13は沈線文間を無軸羽状文を重ねる胴部片。14は頸部に4条以上の刻
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第269図 包含層ほか出土土器実測区（縮尺1/4)

目をもつ貼付突帯が回るほか、内面にも突帯の痕跡がある。15は頸部に3条の貼付突帯をつけ、布を

巻いた棒で刻目を入れている。18は沈線間に竹管文を施文する。前期でも新しいものか。 17は壺の胴

部と考えられ、貼付突帯と多条の沈線がみられる。前期後葉から中期前葉のものか。

第268図は前期の甕 ・鉢である。180は全体の復元が難しい破片であるが縦位に突帯状に粘土を足し

ている。9は紐孔状の穿孔をもつ底部である。10• 11は把手をもつ大形の鉢である。

第269図は弥生時代中期の壺。5は受□状口縁の近江系で外面に櫛描波状文、内面に櫛描列点文を施
文。7は壺の口縁部で櫛描流水文がみられる中期前葉のもの。8は口縁部が水平気味に開き、内面に櫛

描扇形文を2段施す。中期中葉の小形の壺であろう。

第270図は中期の甕 ・鉢 ・高杯である。4は口縁部を部分的に押圧する中期中葉の甕。5はタタキメ

がみられる中期後葉のものである。大型甕6・7も列点文や凹線文で装飾する。中期後葉。高杯8~15

も凹線文を施文し、脚部の内面はヘラケズリを行う中期後葉のもので占められる。

第271図は後期以降の壺。1~6は口縁部を垂下させて装飾を行う生駒西麓産胎土の搬入品である。
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第274図 包含思ほか出土土器実測図（縮尺1/4)

第274図は同じ時期の鉢である。3は片口を、8は把手の痕跡をもつ。 15は鉢形のミニチュア品。 17

は外面に十字状のヘラ記号をもつ底部である。

第275図は同時期の高杯 ・器台である。 1は大きく外反する杯部をもつ高杯。後期前葉のものであろ

う。柱状の脚部7も同時期と考えられる。 10は近江 ・東海系の深い杯部をもつ高杯で終末期。15• 16 

は装飾器台である。

第276図は同じく後期以降のそのほかの器種である。1~3は蓋、 4• 5は多孔鉢である。6~14は

手焙であり、プロポーション、口縁部の形態、施文位置には多様性がある。 14は覆い部分で中段に横

口縁の開口部近くに縦位の短い突帯を貼付けている。覆いの下段はL字状の櫛描文を位の短い突帯を、

方向を違えて2段施文している。

第277図に挙げたのはその後の時期の遺物である。1~9は古墳時代の須恵器。12は緑釉陶器皿。19

は隧形の土師器で6世紀代か。15は白磁椀の底部、 16は青白磁合子の身である。 17は天目茶碗の底部

である。

同図20~23は土師器の移動式寵である。20は掛口部分の破片でハケメ調整が残る。端部の断面形は

外側のみ弱く肥厚している。 21• 22は同じく掛口部分であるが、焚口部分の切り取りもみられる。端

部の断面形はいずれも方形である。庇は認められない。23も鼈と考えられる。焚口部分と考えられ幅

6cm程の広い面を作り 、厚みを減じていくが最も残りの良い部分で9cm程で終わっている。側面から
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第276図 包含層ほか出土土器実測図（縮尺1/4)

見た幅は下方に向かって細くなっているが、地面に差し込んで固定する部位と考えるには長すぎる。上

記の観察が正しければ、通常の大きさの鼈とした場合に焚口部分のみにしかならない。別個の移動式鼈

か、あるいは造り付け寵に取り付けて用いる焚口部分の可能性があるが、類例はない。

9)土製品 （第278図）

第278図1は分銅形土製品である。 II区F• G13 • 14グリ ッドの包含層から出土した。全体の約半分

を欠損し、天地は不明である。残存長は5.4cm、厚さは1.2cmで、重さは21.6gを量る。本来の全長は

7cm程と推定される。左右の突出部で厚みが異なり、図の右側は5mm前後まで厚みを減じる部分が

ある。断面形では一方の面がわずかに湾曲して膨らむのに対して逆側はほぽ平坦である。以下では湾曲
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第278図 土製品実測図（縮尺1/2• 1/4) 

する面を表面とする。＜びれ部での断面形はほぽ方形である。全体は丁寧にナデ調整が行われた後に表

面 ・裏面とくびれ部分の側面に径1mm前後の円筒状の草本類による刺突文が施されている。刺突の深

さは約1~4mmとばらつきがある。表面の刺突文は左右側辺に沿って7列が、上辺に沿って2列が施

文され、中央に逆三角形の空白部分が生じている。 一方、裏面の施文は輪郭に平行するように施文され

ているようではあるが、空白を作らず全体に刺突が充填されている。側面の刺突は2段施文されている。

胎土は精良で白色の砂粒をわずかに含む。 色調はにぶい橙色で裏面の一部に黒斑が認められる。焼成は

良好である。時期は弥生中期後葉と考えられる。

同図2~5は管状の土錘で古墳時代から古代のものと考えられる。法量は観察表を参照されたい。

註

1 佐原真 1964 「弥生式土器の製作技術」「紫雲出』詫間町文化財保護委員会

2 今回報告する遺物のうち、主要土器について平成22年9月23日に埋蔵文化財関係者を対象とした検討会を当センターにおい

て開催し、近県を中心に多数の方々に来訪していただいた。本報告の内容もその際にいただいた多くのご教示に依拠している。

3 この土器については楠正勝氏、笹沢正史氏、久田正弘氏、福海貴子氏にご教示いただいた。

4 この土器については藤田英博氏 ・恩田朋美氏にご教示いただいた。

5 この土器については伊庭功氏にご教示いただいた。
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第10表 土器観察表

疇図 番号 藝II 遺構 法量（01) 調整 色● 備考

214 I 壺 ST!東讚
（口）e46) 〇面）体郎ヘラミガキ、口縁綿ヘラミガキ、"縁端郎ヨコナヂ憤凹繰文4条）後ヘラミガキ． にぶ ヘ9記号あり。
（高）（317) （内面）体郎ヘラケズリ、 口縁郎ヘラケズリ後ヘラミガキ． い褐

214 2 壺 ST]東溝 (ill)(IS.7) げ卜面）体郭ヘラ泣屯（内面）体郎上半ハケメ、下半ナデ． 褐
朱彩記号文あり。生駒西重

産．

214 3 壺 STI東溝 （口）23.0（高）（8.7)〇面）口縁綿ヘラミガキ、口縁端部ヨコナヂ、沈線4条、竹管円形浮文．（内面）口縁鑢ナヂ． にし‘
朱彩あり．

貫檀

214 4 壺 ST!東漕 （口）10.0（高）（6.1) 仇面）体部ハケメ後ヘラミガキ、 口縁部ハケメ後ヘラミガキ、端郷ヨ＝ナデ、底郎ナデ。 明赤 頸部に突書痕跡あり。
（内面）体郎ナデ、口縁郎下半ナデ、上半 ケ^メ繁ヘラミガキ． 褐

214 5 壺 ST]東溝
（口）（138) 

〇面）体部ヘラ迂代、底郭ナデ．
に，、
生駒百重壷．

（高）（4.5) 賞檀

215 I 壺 STI南溝 （口）19.0（高）（6.7) げ面）口縁綿ヨコナデ（鰻1!!1続文5条）．（内面）口縁郎ヨコナヂ． 黄橙 ススあり。

215 2 壺 ST!南漕
（口）19.0 仇面）体郭下半ヘラミガキ、上半榔撞直線：文、ヘラ列点文、口縁孤ハケメ後ヨコナデ．

橙
（高）（140) （内面）体部ナデ、口緯椰ヨコナデ．

215 3 壺 STI東溝 （口）15.4（高）（70) 〇面）体郎ナデ．口縁郎ハケメ後.J:半ヨ＝ナデ。（内面）体部ナデ、口縁郷ヨ＝ナデ． 橙

215 4 壺 ST!雨溝 （口）16.0（高）（6.4) 〇面）体綿＾ケメ、口縁部ヨコナデ．（内面）体祁＾ケメ後ナデ、口緯部ハケメ後ヨコナデ． にし‘
賞檀

215 5 壺 STI東漕
（口）（190) 

げ面）口縁綿^ ケメ後ヨ＝ナデ。（内面）口れ象郎ハケメ後ヨコナデ．
浅貨

（高)(2_7) 橙

215 6 壺 ST!耐漕 （口）18.0（高）（6.2)
仇面）体部＾ケメ、口縁郎ハケメ後ヨコナデ、端部櫛縞直繰文後祁分的に縦位の同直線文．

橙
（内面）口縁綿＾ケメ後ヨコナデ。

215 7 壺 ST!西漕 （口）19.4（高）（5.0)り卜面）口緯繹ハケメ後ヨサデ。（内面）口` ＂レヽ ケメ後..t半ヨコナデ． にし‘
賞檀

215 8 壺 STI耐漕 （口）17.6（高）（4.7)〇面）口縁綿ヨコナデ。（内面）口縁祁ヨコ9トデ． 明赤
褐

215 9 壺 STI南漕 （口）15.3（高）（6.8) げ面）体紅ヽケメ、口縁訊ハケメ後ヨコナヂ．（内面）体郎ヘラケズリ、 口縁郎ヨ＝ナヂ． 橙

215 10 壺 STI東溝 （高）（109)ぽ）3.3 〇面）体郎下半ヘラミガキ、上半ナデ餐へ？う刃点文、櫛措ほ線文・波状文、底郭ヘラケズ1)か。（内面）体繹ナデ． 明赤
褐

215 11 壺 ST!南溝
（口）（148) 

〇面）口縁綿ヨコナデ後ヘラミガキ．（内面）口緯郭ヨ＝ナデ後ヘラミガキ． 褐
（高）（7.0)

215 12 甕 STI東漕 （口）18.4（高）（5.6)仇面）体声ケメ、口縁釦コナデ（凹線文2条）．（内面）体祁ヘラケズリ、口縁郭ヨコナデ． 橙

215 13 甕 STI東溝 （口）17.0(illl)(3.8) げ卜面）体郎ハケメ、口緯郎ヨコナデ（擬1!!1線文4条）．（内面）体部ヘラケズリ、口縁郎ヨコナデ． に"‘ スヌあり．
貫糧

215 14 甕 ST!東溝 （口）18.0（高）（4-0) 〇面）口縁郎ヨ＝ナデ（撮凹練文4条）．（内iii)体部ヘラケズリ、口縁郭ヨコナデ． 橙

215 15 甕 STI耐漕 （口）18.9(1111)(4.8)げ面）体挑ハケメ、 口縁郎ヨコナデ（擬凹線文3条）。（内面）体郎ヘラケズ）、口縁郭ヨコナデ．
灰貸 年代測定賣料 (FfJml4).

褐 ススあり．

215 16 甕 STI東漕 （口）14.8（高）（3.3)仇面）口縁綿ヨコナデ。（内面）口縁鑢ヨコづ門デ．
1こぶ
スヌあり。

い褐

215 17 甕 STI東溝 （口）15.0（高）（5.0)〇面）口縁綿ヨコナデ。（内面）体郎ヘラケズリ、口縁郭ヨコナデ． 明漢
スヌあり．

褐

215 18 甕 ST!北溝 （口）86（高）（61) 〇面）体郭ヽケパ負ナデ、 口繹部ヨコナデ。（内面）体郎ナデ、口縁郎ヨコナデ． にし`＇
賞檀

215 19 甕 STI北清 （口）18.5（高）（4.2)仇iiii)体挑^ ケメ、口縁釦コナデ、ヘラ列点文．（内iii)体挑ナデ、口縁郎ヨコナデ。
浅貸

橙

215 20 甕 STI東漕 （口）13.6（高）（9.6)切面）体郎ハケメ、口緯郎ヨコナデ、刻見（内面）体節ヘラケズリ、口縁部ヨコナデ． 匿 スヌあり．

215 21 甕 ST!西漕 （口）14-7（高）（6.0) ~iii)体紅ヽケメ後ナデか． 口縁郎ョコナ元（内面）体部ヘラケズリ後ナデ．口縁郭ヨ＝ナデ． にし‘ ススあり．
賞糧

215 22 甕 ST!雨漕 （口）14_4（高）（45)〇面）体郭ヽケメ、 口縁郎ヨコナデ．（内面）体郷ヘラケズ）、口縁部ハケメ後ヨコナデ． 褐

215 23 甕 STI耐漕
（口）15.8

〇面）体祁＾ケメ、 口縁郎ヨコナデ、底綿ナデ．（内面）体祁ハケメ後ナデ、口縁祁ヨコナデ． にし‘ 年代壽定資料（ば皿13).
（高）(2l)8)(底）3.8 貧褐 ススあり．

215 24 甕 STI南漕
（口）16.1

〇面）体部ハケメ、 口縁郎ヨコナヂ．（内面）体祁ヘラケズリ、口縁郭一郎ヘラケズリ後` 9ヽ ケメ後ヨ＝ナヂ．
にぶ 年代測定資料（m皿19).

（高）（144) い橙 ススあり．

215 25 甕
STI第が塁葬施 （口）13.7 仇面）体郎＾ケ澤ナヂ、口縁郎ヨコナヂ。

灰白 スス・コゲあり．設 （高）（172) （内面）体郷下半ナデ、上半＾ケメ後ナデ、ー一輝ヘラケズリ、口縁祁ヨコナデ。

216 1 高杯 ST]東漕
（口）31.5（高）25.0 〇面）杯郎ヘラミガキ、脚柱鰐ヘラミガキ、J層褥祁ヨコナデ後ヘラミガキ． にし‘ 円孔切向．
（底21.4 （内面）杯郎ヘラ玖fキ、脚柱鑢ナデ、胴撓訊＾ケメ． 賞檀

216 2 高杯 STI東漕
（口）30.6 〇面）杯郭ヘラミガキ、口繹郭ヨ＝ナデ後＾・ラミガキ、脚郎ヘラミガキ．

橙
（高）(239) （内面）杯郎ヘラミガキ、口謬郷ヨコナデ後＾•ラミガ屯闘柱郎ナデ、 厨嗚郎ハケメ．

216 3 高杯 ST!東漕 （高）（6.7)ぼE)I8.3 〇面）脚第郎ヨコナヂ後ヘラミガキ、胴往節ヘラミガキ。（内面）脚祖祁ハケメ後端祁ヨコナデ、胴柱郎ナデ．
にぶ
円孔A方向．い橙

216 4 高杯 ST!東漕 （高）（5.4)(.111:)18.2
げ面）脚紐ョコナヂ•9ヽケメ後ヘラミガキ、J11柱祁ヘラミガキ．

橙 Pl孔A方向．
（内面）脚薔綿＾ケメ後端郎ヨコナデ、脚註'9ナデ．

216 5 高杯 STI東漕 （高）（5.7)(Jil:)!9.8 〇面）脚褐綿ヘラミガキ、端郷ヨコナデ。（内面）脚祖祝^ ケメ、端郎ヨ＝ナデ． 淡貨 円孔あり。

216 6 .liP祁 STI東溝
（高）（134)

げ正）体郎ヘラ玖fキ、脚部ヘラミガキ。（内iii)体郎ヘラミガキ、JII!鑢上半ナデ、下半ハケメ。 橙 円孔3方向．（底）16.4

216 7 J1p祁 STI東漕 （高）（＆4lUIE)t9.9 〇面）脚郎ヘラミガキ。（内面）脚郎ハケメ後燐郎ヨコナヂ．
明貨
円孔A方向．褐

216 8 器台か ST!東漕 （口）22.8（高）(2.7)り卜面）口縁繹ヨコナデ(l!!I線文4条）．（内面）口縁郭ヨコナデ． 橙

216 9 壺 STI西漕 （口）11.8（高）（75) 仇面）口縁綿＾ケメ後ヨコナデ(11!1線文4条＇i。（内面）口縁郭ヨコナデか． 橙

216 10 壺 STI東漕 （高）（3.9) げ面）体郎ナヂ．櫛播籐状文｀口縁祁ナデ＼櫛摘虞繰文。（内面）体鑢ナデ、口縁郎ナヂ．
にし‘
貧檀

ー 改12-



第2節造物

膚図 番号 醤橿 遺構 法（中 Ill整 色璽 備＊

216 11 甕 ST!西漕 （口）15.4（高）（S.O) 〇面）体郎ヽケメ、口縁郎ヨコナデ．（内面）体祁ナデ、 口縁部ヨコナデ． にし・
賞檀

216 12 高杯 ST]西清 （口）22.1（高）（77) 仇面M本部上半ハケメ、下半ヘラケ允）、口縁祁ヨコナデ．（内iii)体祁八ケメ、口縁繹ヨコナデ． にい
貫檀

216 13 脚郎 STI西溝 （高）（5．0)ぼ）12.3 げ面）脚郎ヘラ迂fキ、端祁ョコナデ．（内面）脚祁ヘラミガキ、端祁ヨコナヂ． 灰白 円孔あり．

216 14 壺 ST2雨溝 （口）88（高）（44) oiiilロ縁節ヨコナデ、櫛撞列点文、同披状文幽（内面）口縁郷ヨコナデ． 浅貨
断面隋灰色．

橙

216 15 壺 ST2西潰 （口）30.0（高）（2.6)
り卜面）口縁綿ヨコナデ、(l!!I線文3条）、円泥存文、ヘラ刻目． にし・

（内面）口縁綿ヨコナデ、沈線、竹管文、櫛揖扇形文． 賞檀

216 16 甕 ST2東潰 （口）19.8（高）（3.2) 仇面）口縁綿ヨコナデ(l!!I縁文2条）、頸祁に指頭圧痕文突帯。（内面）口縁郎ハケメ後ヨコナデ。
灰貨

褐

216 17 甕 S12東溝 （口）11.0（高）（9.8) 〇面）体紅ヽケメ、口緯部ヨコナヂ．（内面）体訊ハケメ、口縁祁ココナデ． に"‘
賃檀

217 1 壺 ST3西漕 （口）17.6（高）29.7 げ面）体郎ハケメ後上半ナデ、櫛撞波状文、1iil直線文、口縁訊＾ケメ後ヨコナデ、底綿ハケメ後ナヂ． 灰貨 内面突起2点単位2方向、
（底）6.8 （内面）体綿＾ケメ、口縁郎ハケメ後ヨコナデ、 9ヽ ケメ原体列点文． 褐 底部焼成後穿孔。

217 2 壺 S13雨漕 （高l(232) げ面）体挑ヽケメ後.t半ナデ、櫛撞直線文、罰波状文．（内面）体節ヘケメ後ナデ．
浅貨

橙

217 3 壺 ST3南漕 （口）19.8(高)(2.2J 仇面）口縁綿ヨコナデ(l!!l線文3条）、^ ケメ原体刻目4条。（内面）口縁祁ヨコナデ．
1こぶ
い橙

211 4 壺 ST3南漕 （口）15.6（高）（8.0)
仇面）体声ケメ、 口縁孤9ヽ ケメ後ヨコナデ（凹線文2条）、ヘラ刻目、頸郎1こ回繰文3条． にふ孔ヽ

（内面）体郎ナデ、 口緯撚ヨコナデ． 貫1l

217 5 壺 S1'3西溝 （口）17.0（高）（16) げ面）口縁鑢ハケメ後上半ヨコナヂ(l!!I線文4条）、頸郭に沈線2条以上． にし`＇
（内面）口縁綿ハケメ後ナデ、後上半ヨコナぅ”・ 賞檀

217 6 壺 sn雨漕 （口）22.4 〇面）体郎ナデか．榔撞ほ繰文、同波状文、口縁訊^ ケメ後上半ヨコナデ(l!!I練文3条）．
橙

（高）（110) （内面）体綿ナヂ． 口縁郎ナヂ後上半ヨコナヂ、榔撞列点文、円形浮文(3点以位）．

217 7 壺 ST3西漕 （高）（127) げ面）体郎ハケメ、櫛撞波状文、同霞繰文。（内面）体部ハケメ後ナデ．
にし‘
貧檀

211 8 壺 ST3西漕 （高）（＆7)(4)5.0 〇面）体錦ヘラケズリ後ハケメ．底郎ナで．（内面）体繹ハケメ． にし‘ 底郎焼成後穿孔。
貫II

218 I 壺 S1'3雨溝
（口）15.1 〇面）体紅ヽケメ、 口緯訊ハケメ後上半ヨコナデ(ll!J練文3条）、頸部に突帯．

黄橙 ススあり．
（高）（220) （内面）体郷下半ヘラケズリ、上半＾ケメ、口縁郭＾ケメ後ナデ、後上半ヨコナデ．

218 2 壺 S13北漕 （口）IO.I（高）（6.3) 〇面）口縁親下半ハケメ後ヘラミガキ、J:半ヨコナデ（凹線文4条）。（内面）口縁鑢ヨコナデ． 橙

218 3 壺 ST3東漕 （口）10.3（高）（6.9) げ面）体郎ハケメ、 口縁訊ハケメ後上半ヨコナヂ(l!!I線文2条）．（内面）体謁ナヂ、口縁郭ヨコナヂ． にし‘
貧檀

218 4 壺 ST3北漕
（口）22.8（高）50.0 痕仇文面突）体帯。部（ク内ク面キ）メ体後訊ハハケケメメ、後口下縁半部ナハデケメ、11妾コ縁上祁位ヨハコケナメデ後ヨ(ll!lコ艘ナ文デ。1条）、底綿ヘラケズリか。頸部に9ヽ ケメ原体圧 橙 底郎焼成後穿孔。
（底7.6

218 5 壺 ST.I西漕
（口）11.5

〇面）体郎ヽケメ、口縁郎ハケメ後嬬郎ヨコナデ、底郷ナデ．（内面）体郎ナデ、口緯郎八ケメ後ヨコナデ． にふ“‘ 底郎焼成後穿孔、スス・コゲ

（高）002)ぽE)5.6 賞檀 あり。

218 6 台付水差 ST.l耐漕 （高)(218) 〇面）体郭ヘラもキ、脚祁ヘラミガキ、櫛謹ぼ絹文．（内面）体祝ハケメ後ナデ、脚鑢上半ナデ、下半ヘラケズリ。 明赤’
Pl孔3点単位位向、把手あ

褐 り．

218 1 水差 ST3西漕
（口）8.5（高）200 仇面）体郭下半ナデか、上半＾ケメ、口縁掃＾ケメ後上半ヨコナデ(11!1繰文2条）、底郭ナデ． にぶ 体郎下半焼成後穿孔、把手

（底53 （内面）体部ヽケメ後ナデ、口縁部ヨコナデ． い橙 あり．

218 8 水差 ST3西溝 （高）（122)ぼ）5.9 〇面）体部ヽケメ、櫛撞汽点文、底郎ハケメ．（内面）体部ハケメ後ナデ． 浅貨 体郎下半焼成後穿孔．把手
橙 あり。

218 9 水差 S13北漕 （高）（15.0) げ面）体郎ハケメ後ナデ。（内面）体綿ハケ，環ナデ． にし‘ 把手あり。
賞檀

218 10 無頸壺 ST3南漕 （口）11.6（高）（4.5) 仇面）体郎ケメ、 口縁郎ヨコナデ（凹線文3条）．（内面）体訊^ ケメ、口縁部ヨ＝ナデ。
にぶ

い貪

218 11 台付編瓢書 ST3西漕
（口）11.8（高）11.3

〇面）体郎ヘラミガキか~口縁郷ヨコナヂ（［日線文4条）．脚郎ヨコナデ．（内面）体郎ナデ、J11部ヨコナヂ． 橙 紐1tあり．
（底76 

218 12 慧頸置： S1'3東漕 （口）13.0（高）（4.7) り卜面）体郎ヘラミガキ、口繹郭ヨ＝ナデ（凹線文2条）。（内面）体郭ハケメ後ナデ、口縁郎ヨ＝ナデ． にし‘
賞嶋

219 ］ 甕 S13雨漕
（口）22.0

仇面）体部＾ケメ、口縁郎ヨコナデ、端鑢爽I目．（内面）体部ハケメ後ナデ、口縁郎ハケメ。 にし‘
（高）（16.7) 賞檀

219 2 甕
ST.I北漕 （口）18.0 げ面）体郎ククキメ後9ヽ ケメ、口縁部ハケメ1愛ヨコナデ、燐祁刻目、底郭ナデ． にぶ “Ill定資料（FIOOl22.23). 

ST4東漕 （高）(225)(底）5.6 （内面）体郎ナデ、 口繹郎ハケメ後ヨコナデ． い橙 ス：力つり．

219 3 甕 ST3東漕 （口）15.0（高）（9.6)
〇面）体郭ククキメ後9ヽ ケメ、口縁部ククキメ後9ヽ ケメ後ヨコナデ、蟷況刻目。 にし‘
（内面）体綿^ ケメ後ナデ， 口縁部ハケメ． 貫嶋

219 4 甕 ST3南溝
（口）14.7(111)21.3 〇面）体部ハケメ、肩郎に劇突文．口縁部ハケメ後ヨコナヂ、端祁刻日、底訊ハケメ． にし‘
（底）4.6 （内面）体郷下半ヘラケズリ、上半＾ケメ、口縁親＾ケメ． 賞檀

219 5 甕 S13耐漕 （高）（199)(11:)7 9 仇面）体部＾ケメ、底鑢ヽケメ後ナデ、体冑1・底郎境界をヨコナヂ。（内面）体謁ヘラケズ）。 にし‘ スヌあり。
賞檀

219 6 甕 ST3東漕
（口）15.5

〇面）体郎ハケメ後下半ヘラミガキ、口緯舅臼コナヂ、端郎刻日。（内面）体郭ナデ~ロ縁郎ヨゴナデ．
灰貨
スス・コゲあり．（高l(203)ぼ）5.J 褐

219 1 甕 ST3北漕 （口）21.2（高）（6.2) 〇面）体部ヽケメ、口縁郎ヨコナデ．（内面）体祁ヘラケズリ、口縁郎ハケメ後ヨ＝ナデ． にぷし＇`ススあり。
賞檀

219 8 甕 S13東漕 （口）12.0(1111)(5.5) げ面）体郎ハケメ， 口縁部ヨコナデ（凹線文1条）．（内郎）体郭ナデ、口縁郎ヨコナデ． にし‘ ススあり。賞鶴

219 9 甕 ST3南漕 （口）12.6（高）（6.9) 〇面）体郭＾ケメ、 口縁郎ヨコナデ．（内面）体祁ナデ、 口縁部ヨコナデ．
1こぶ
スヌあり。

い褐

219 10 甕 ST3西溝
（口）23.0

〇面）体紅ヽケメ、 口縁部ヨコナデ(ll!I線文1条）．（内面）体郭^ ケメ、口縁郭ヨコナデ．
浅貨

（高）（100) 橙

219 11 甕 S1'3南溝 （口）27.0（高）（4．5) 〇面）体郎ハケメ、口縁部ヨコナデ、頸郎に圧痕文突帯。（内面）体綿ナデ、口縁綿ヨ＝ナデ．
暗灰
黄

219 12 甕 S13西溝 （口）27.0（高）（74) 〇面）体郭ククキメ後9ヽ ケメ、口緯部ヨコナデ（凹練文3条）．（内面）体郎ハケメ後ナデ、 口隷挑ヨコナデ． 橙 スヌあり。

220 ］ 高 ST3 
（口）23.7 り卜面）体郎ヘラミガキ、口縁郭ヨ＝ナデ（凹樟文2条）後ヘラミガキ、脚部ヘラもサキ、榔措ば線文． にし‘ 円孔点皐位。
（高）(205) （内面）体部ヘラミガキ、口縁郷ヨ＝ナデ後＾•ラミガキ、関椰ナデ． 貫檀

ー 改迅 一



第4窒競措と遺物

膚図 番号 醤橿 遺構 法（中 Ill整 色璽 備＊

220 2 高杯 S1'3雨漕 （口）18.8（高）（5.3)
〇面）体郭ヘラケズリ後ヘラミガキ、口縁部ヨコナデ(l!!I縁文2条）後ヘラミガキ．

褐
（内面）体邸ヘラ玖fキ、口縁狐ヨコナデ後＾•ラミガキ．

220 3 脚祁 ST3雨潰
（高）（150) 

仇面）脚挑ヘラミガキ、櫛擢直線文、端綿ヨコナデ(11!1線文2条）。（内面）脚祁上半ナデ、下半ヘラケズ）． 褐灰
（底11.0

220 4 高杯 ST3南漕 （口）9.3（高）（64) 
げ卜面M本部へ9ケズリ後ヘラミガキ、口縁開ロゴナデ（凹線文2条）、脚郎ヘラミガキ、携撞鼠絹文． にぶ

（内面）体郭ヘラ玖fキか、口縁郎ヨコナデ、I脚郎ナデ． い橙

220 5 騎l祁 ST3雨溝 （高）（9.5)(.IIE)!O.O 〇面）脚郎ヘラミガキ、櫛撞直線文．端部ヨコナデ。（内面）胴郭上半ナデ、下半ヘラケズリ、端郷ヨコナデ．
にぶ
円孔14方向．

い褐

泣〇 6 高杯 ST3耐潰 （口）19.2（高）（6.5) 〇面）体郎ヘラケズリ後ヘラミガキ、口縁部ヨコナデ（端郎に凹繕文2条）。（内面）体郎ハケメ、口縁部ヨ＝ナデ． にし・
賞檀

220 7 J1P祁 S1'3北漕
（高）（155) 

仇面）脚郭ヘラもキ、櫛播直線文、端綿ヨコナデ。（内面）胴郷上半ナデ、下半ヘラケズリ、端郭ヨコナデ． 貸褐 円孔3点単位8方向．
（底）11.4

220 8 高杯 ST3南溝 （口）16.0（高）（4.7) 〇面）体郎ヘラミガキ、口縁鐸ヘラミガキ．（内面）体祁ヘラミガキ、口緯郭ヘラミガキ． 橙

220 9 高杯 ST3東漕 （口）16.0（高l(2_6) り卜面）体郎ヘラミガキ、口繹郭ヨ＝ナデ後＾・ラミガキ．（内iiil体郎ヘラミガキ皇口縁郎ヨ＝ナデ後ヘラミガキ． にぶ
い黄

220 10 鉢か S13雨漕 （口）21.8(1111)(4.0) げ面）体部ナデ、 口緯椰ヨコナデ（凹線文1条）．（内面）体郎ナデ、 口縁部ヨコナデ． 浅貨

220 11 脚祁 ST3南漕
（高）（100) 

仇面）脚部ヘラミガキ、端祁ヨコナデ．（内iij)体郎ヘラミガキ、脚祁上半ナデ、下半ヘラケズリ． 橙
（底）12.6

220 12 鉢 ST3北漕
（口）62（高）52

〇面）体綿ナヂ． 口緯郎ナヂ、底郎ナデ．（内面）体部ナデ、口縁綿ナデ、底郎ナヂ． 灰白
（底）43

220 13 壺 ST4東溝 （口）14-0（高）（3.8) 〇面）体郎ハケメ、 口縁郎ハケメ後ヨ＝ナデ(l!!I練文2条）．（内面）体郎ナデ、口縁郎ヨコナデ． にぶ
ススあり．

い褐

220 14 甕 ST4東漕 （口）14_2（高）（47) 仇面）体郭ナデ、 口縁郎ヨコナヂ。（内面）（本部ヘラケズリ、口緯郎ヨコナデ。
灰貨
ススあり。

褐

220 15 甕 ST4東漕 （口）16.1（高）（6.1) げ面）体郎ハケメ、 口縁部ヨコナヂ．（内面）体部ヘラケズリ、 口黛部ヨゴナデ。
灰貨
スヌあり。

褐

220 16 甕か ST4東漕 （高）(2.2)(底）5.8 〇面）体郎ハケメ、底綿ナデ．（内面）体祁・rデ． 浅貨

橙

220 17 鉢か ST4東溝 （口）16.0（高）（3.6)oiii)口緯郭ヨコナデ(l!!I線文1条）後ヘラミ；ガ主（内iii)口ほ部ヨコナデ後ヘラミガキか． にし‘
賞檀

221 I 壺 ST5西漕
（口）20.5（高）35.2 り卜面）体郎タクキメ後ハケメ、櫛撼直線文‘|lill波状文、口縁郭ハケメ後上半ヨコナデ（凹縁文3条）．

橙
底部焼成後穿孔．

（底）76 （内面）体郎下位ナデ、中上位9ヽ ケメ` 口縁1昂ヨコナデ｀ハケメ原体列点文． 内面突起2点単位2方向．

221 2 壺 STS西漕
（口）17.0 げ面）体挑ヽケメ後下半ナデ、櫛撞直線文、罰波状文、口縁節八ケメ後ヨコナデ、底観ヽケバ負ナデ． 浅貨

内面突起2点拳位。
（高）（19I)ぽ）6.2 （内面）体郎ハケメ後ナデ、 口繹部ヨコナデ、櫛撞肩点文． 橙

221 3 壺 STS北漕
（高）（19I) 仇面）体部＾ケメ後下半ナデ、榔撞直線文、阿波状文、口縁祁＾ケメ後ヨコナデ、底郎ハケメ後ナデ． にし‘
（底62 （内面）体部^ ケメ後ナデ， 口謙部ヨコナデ，櫛擢冽点文． 賞糧

221 4 壺 STS JI!漕
（口）10.0（高）29.5

〇面）体郎ククキメ後ハケメ、口縁郎ハケメ後ヨコナデ（凹線文1条）．（内面）体郎ハケメ、口縁郭ヨコナデ． にふ“‘ 割り込みあり．
（底）4.0 賞檀

221 5 水差 ST5東漕
（口）76（高）144 〇面）体郎ハケメ後ナデ、 口繹部ヨ＝ナデ(I!!!練文2条）J底輝ナデか．

黄橙
（底）4.8 （内面）体郎ハケメ、 口縁郎ハケメ後ヨコナデ．

221 6 水差 STS西漕
（口）90（高）155 仇面）体郭下半ヘラケズリ後9ヽ ケメ、上半ナデ後榔撞ば線文、同列点文、口縁部ヨコナデ（凹縁文3条）．

橙 把手あり．
（底50 （内面）体部下半ハケメ、.l;半ナデ、口縁祁9コナデ．

221 1 水差 STS西溝 （口）8.1（高）17.3 げ面）体郎ハケメ、櫛撞月点文、同霞繰文、口縁鑢ハケメ後ヨ＝ナデ． にぶ 底郎焼成後穿孔、判り込み
（底6I （内面）体郭^ ケメ、口縁部ハケメ後ヨコナデ． い橙 あり。

222 1 甕 ST5西漕
（口）13.7（高）16.7

げ面）体郎ハケメ後ナデ、口緯部ヨコナデ、底祁ナデ．（内面）体孤ハケメ後ナデ、 口縁郎ヨコナデ． にし‘ ススあり。
（底）4.7 賞檀

222 2 甕 STS東漕 （高）（5.5)(4)9.0 仇面）体郎ケ澤ナデ、底郭ヘラケズリ後ナデか、体郎・底節境界をヨコナデ．（内面）体祁ヘラケズ＇）。 にし‘ スヌあり。
貫檀

222 3 高杯 STS東漕
(口)(258)

〇面）体郎ヘラミガキ、口縁榔ヨコナデ後ヘラミガキ．（内面）体郭ヘラミガキ，口謙部ヨコナヂ後ヘラミガキ． にし‘
（高）（6.8) 貫檀

222 4 脚部 ST5東漕 （高）（8.5)(底）146 り卜面）脚郭ヘラミガキ、蟷郎ヨコナデ．（内iii)脚郭ヨコナデ． にし‘
賞檀

222 5 台付薫瓢量 ST5西漕
（口）16.4（高）15.0 〇面）体郎下半ヘラケズリ後ハケメ、上半ヨコナデ（凹縁文2条）後ヘラミガキ、胴郎ハケメ後端郷ヨ＝ナデ． 明貸

紐孔あり。
（底）11.4 （内iii)体郎ハケメ後ナデ、 口縁部ヨコナヂ、脚祁＾ケメ． 褐

222 6 壺 ST6南漕 （口）15.0（高）（6.4)
げ面）体郎ナデか、榔撞波状文、同区線文、口縁祁ヨコナデ、端祁に竹管文． 浅貸

（内面）体郎ヽケパ負ナデ、口繹部ヨコナデか． 橙

222 7 壺 S1'6東漕 （高）(26.0)l底）6.0 〇面）体紅ヽケメ、底郷ナデ．（内面）体郎ヘケメ、底郎ナデ． にし‘ ススあり．貫II

222 8 甕 ST6 JI!溝 （口）14-4（高）（6-0) 〇面）体部ヽケメ、口縁郎ヨコナデ．（内面）体祁ハケメ、口縁節ヨコナデ． 灰白

222 9 甕 S17北漕 （口）17.0（高）（7.2) 仇面）体部＾ケメ、 口縁割ロコナデ（擬凹線文3条）。（内面）体冑ヘラケズり）、口縁郎ヨコナラ。 にし‘ スヌあり。
賞檀

222 10 壺 ST8東漕
（口）14_0 げ面）体郎ハケメ後ナデ、半砕竹瞥斜格子文、1!!1続文、ハケメ原体刃点文、口縁綿ヨコナデ(l!!I線文3条）、檸状 浅貨

搬入品か．（高）（136) 浮文、頸郎に圧痕文突帯i（内面）体郭＾ケメ後ナデ、口緯郎ヨ＝ナデ。 橙

222 11 甕 STII東漕
（口）18.6（高）30.2 仇面）体郎ククキメ後ハケメ、口縁部ハケメ1愛ヨコナデ、端郎刻目、底郭ナデ． にぷし`＇ ススあり。（底5.4 （内面）体郭下半ヘラケズリ、上半ハケメ、口i緯祁ハケメ． 賞檀

223 I 壺 Sl'l南漕
（口）15.0

げ面）体郎ククキメ後9ヽケメ、 口縁部ハケメ1愛ヨコナデ。（内面）体郎ハケメ後一郭ナデ、口縁郎ハケメ後ヨコナデ．
浅貨

（高）（154) 橙

223 2 台付水差 ST9北漕 （口）9.0（高）（210) 
〇面）体郎下半ヘラミガキ、上半櫛撞ほ線：文、列点文、口緯郎ヨコナデ（凹線文5条）． 浅貨

剖り込み・把手あり。
（内面）体郎ナデ、口縁郎ョ＝ナデ． 橙

223 3 台付鉢 S1'9南漕
（口）16.2（高）14.6 〇面）体挑ヘラミガキ、口縁鑢ヨコナデ（凹樟文3条）後ヘラミガキか、脚郷ヨコナデ（凹線文2条）後ヘラミガキ．

黄橙 体郎下半焼成後穿孔。
（底）9.4 （内面）体郎ヘラミガキ、口緯郭ヨ＝ナデ後＾・ラミガキ、Jlil郎ヨコナデ．

223 4 燕頸壺 S19東溝 （口）12.2（高）（5.8) 〇面）体郎ヘラミガキ、口縁椰ヨ＝ナデ（凹線文1条）。（内面）体郭ナデ、口縁綿ヨコナデ． にし`＇ 紐孔あり．賞檀

223 5 壺 ST'l東溝
（口）16.5（高）32.4

〇面）体綿＾ケメ、 口縁郎ヨコナデ．（内面）体祁下半ヘラケズリ、上半八ケメ後一郎ナデ、口隷郭ヨコナデ．
浅貸
スヌあり。

（底）7.2 橙

223 6 甕 ST9東漕
（口）19.6（高）32.0 り卜面）体郎ハケメ、口縁部ハケメ後ヨコナデ、端郭刻g. にし‘

スヌあり。（底）5.4 （内面）体郎下半ヘラケズリ．上半ハケメ後ナデ、口縁郭＾ケメ． 貫檀

ー 改!4-



第2節造物

層図 番号 蒻橿 遺構 法量（co) 調整 色調 纏＊

223 7 高杯 ST9東溝 （口）35.5（高）23.5 （外面）体祁ヘラミガキ、 口縁郎ヨコナヂ、脚鑢ヘラミガキ、蟷祁ヨコナデ． にぶ

0016.2 （内iii)体祁ハケメ後ヘラミガキ、 口縁郎ヨコナヂ後ヘラミガキ、胴綿ヘラケズ）． い橙

223 8 壺 汀 11西漕 （口）19.1（高）（1.5)（外iii)口縁部ハケメ後ヘラミガ屯端郎ヨコナヂ、竹瞥文．（内面）口縁部ハケメ後端部ヨコナデ。
に」入・ヽ
賃檀

223 9 需頸壺 STI3東漕
（口）9.0（高）8.7 （外面）体郭ヘラミガキ、 口縁部ヨコナデ（凹樟文と条）、底郎ハケメ． にぶヽ

紐孔あり．
005.5 （内i'li)体祁下半ヘラミガキ、上半ハケメ後ナデ、口縁部ヨコナデ． 貫ii

223 10 台付木差
ST13東漕 （口）9.5（高）21.5 （外iii)体祁下半ヘラケズリ後ハケメ、上半9‘ケメ、櫛措直線文、同波状文、同列点文、口縁祁ハケメ後ヨコナデ、櫛 浅貨 体祁下半焼成後穿孔、把手
STI7西漕 (.lilc)9.4 撞列点文．同波状文、JIii郎ハケメ、嬌祁ヨコナデ．（内面）体祁八ケメ後ナデ、口縁祁ヨコナデ、脚鑢ヨコナデ． 橙 あり．

223 II 高杯
ST13東漕 （口）17.3（高）（19.7（外面）体祁ナヂか、口縁郎ヨコナデ、脚郎ハケメ、端部ヨコナヂ．

黄橙
ST11西漕 ｛釦13.2 （内面）体部ヘラミガキ、口縁郎ヨコナデ、脚郎上半ヘラケズ）、下半ヨコナヂ．

224 1 甕 S'TI4北漕
（口）30.2

（外面）体部ハケメ、口縁郎ヨコナデ（凹縁文2条）、頸部に指頭圧痕文突帯．（内面）体孤ナヂ、 口謙祁ヨ＝ナデ． 褐灰
（高）（11.0)

224 2 高杯 STl4西漕 （口）19.6（高）（6J) 
（外iii)体郭ヘラミガキ、口縁部ヨコナデ(l!!I樟文3!I,）後ヘラミガキ。 にぶヽ

（内面）体郭ヘラミガキ、 口緯部ヨコナデ後＾・ラミガキ． 貫II

224 3 壺 STIS北漕 （口）15.8 （外面）体部ナデ、ハケメ原体列点文．櫛措液状文、口縁鑢ナデ後上半ヨコナデ(l!!I線文3条）。 にぶヽ
内面突起2点単位3方向

（高）（13.0) （内面）体部ハケメ、口縁郎ナデ後上半ヨ＝9トデ、ハケメ原体列点文． 貫檀

224 4 甕 STI5西溝 （口）9.0（高）（4.7) （外面）体郭ナデ、榔縞刃点文、口縁綿ヨコナデ、榔慣列点文．（内面）体郭ナデか、口縁郎ヨコナデ． に^ ‘ ススあり。
賃糎

224 5 脚郎 ST15西漕 （高）（9.5)(底88 （外面）脚祁ヘラミガキ、沈線、燐祁ヨコナデ．．（内lli)脚郎上半ナデ、下半ヘラケズリ． 橙 円孔あり。

22, 6 壺 ST16西漕 （口）14.0（高）（61)（外面）口縁郎ハケメ後ヨコナデ(l!!l練文おた＇9．頸郭に皿線文1条以上。（内面）口縁部ヨコナデ．
浅貨

橙

224 7 甕 sr16北溝 （口）15.8（高）（63) （外面）体郭ハケメ後ナデ、口縁部ヨコナデ。（内面）体郭ハケメ後ナデ、 口緯郎ヨコナデ． 浅貨
橙

224 8 脚郎 S1'16西溝 （高）（3.3)（底）140 （外面）脚祁ヘラミガキ、燐郭ヨコナデ（凹練：四条）。（内面）脚郎ヘラケズ）． 灰白 円孔あり。

224 9 壺 ST11北漕
（口）24.7 （外面）体祁ハケメ、櫛撞直線文、同波状文、 口縁部ハケメ後上位ヨコナデ．

橙 内面突起あり。
（高）（37I)ぽE)8.6 （内面）体郭ハケメ、口縁節ヨコナデ、櫛槽霞1形文．

224 10 壺 ST11東漕
（口）］5.6（高）33.8 （外面）体部＾ケメ後下半ヘラミガキ、口縁曾Vヽ ケメ後ヨ＝ナデ(ll!I線文2条）、頸郎にll!I繰文5条、底郭ヘラケズリ にぶヽ
006.6 か．（内面）体郎下半ヘラケズリ、上半＾ケメ後ナデ、口縁郊ナデ後上半ヨコナデ． 貫檀

224 11 水差 ST17東溝
（口）6.8（高）14.4

（外lli)体郎八ケメ、口縁郭ヨコナデ、底部＾・ラケズリ。（内面）体郎ハケメ後ナデ、口縁郎ヨコナデ． 貸褐 把手あり．
（底）5.6

224 12 壺 灯 17北漕 （口）］7.2（高）（4.8)
（外面）口緯郎ハケメ後端郎（皿縁文3条）、ハケメ原体刻目．

灰白
（内面）口緯郎ハケメ後ナデ、後嬬郎ヨコナぅ賃3 半戴竹管斜格子文．

224 13 甕 ST17東漕 （口）16.9（高）（50) （外iii)体祁八ケメ、口縁郎ハケメ後ヨコナデ、端部郭分的に刻目． にふ‘‘
（内面）体郭ハケメ後ナデ、口縁郎ハケメ後こ1＝ナデ． 貫It

224 14 甕 ST17北漕 （口）15.8（高）（70) （外面）体祁八ケメ、口縁郭ヨコナデ（凹縁文l条）。 （内面）体郎ハケメ、口縁部ヨ＝ナデ．
にぶヽ
貫量

224 15 甕 ST17北溝 （口）23.0（高）（11)（外面）口縁部ヨコナデ、櫛撞冽点文．（内面）口縁部ハケメ後上半ヨコナデ． にぶ
い橙

224 16 甕 STI7北漕 （高）（7.0)（底）13.6 （外面）脚祁ヘラミガ屯沈線5条、燐鑢ヨコナデ。（内面）脚郎ヘラケズ）． 浅貨 円孔あり。

225 I 壺 ST18東漕 （口）20.5（高）（84) 
（外面）口縁綿ハケメ後上半ヨコナデ(l!!I線,::i;条）．頸郎に沈練5条． にぷ

（内lii)口縁綿ハケメ後ナデ、後上半ヨ＝ナヂ． い褐

225 2 壺 STIB雨漕 （口）20.1（高）（68) （外面）口縁郎ハケメ後上半ヨコナデ、頸節にハケメ原体圧痕文突帯。（内面）口縁郎八ケメ後上半ヨコナデ． 灰白

225 3 壺 STI8雨溝 （口）］7.0（高）（80) （外面）体祁ハケメ後ナデ、口縁部ヨコナデ。（内面）体部ナデ、 口縁部ヨコナデ． 橙

225 4 壺 ST18東漕 （口）18.4（高）（2I) （外面）口縁郷ヨコナデ（凹線文磁）。（内面）口縁綿ヨコナデ． 灰白

225 5 Is付木差 ST18東漕 （口）9.8（高）24.6 （外面）体部＾ケメ後中位ヘラミガキ、上位ナデ、櫛措直線文、同列点文、口縁部ヨコナデ(O!I線文5条）、脚郎ハケ 浅貨 体祁下半焼成後穿孔2ヶ

“E)J0.2 メ、端郎ヨコナデ．（内面）体部ハケメ後ナデ，．口縁綿ヨコナデ、脚郎ヘラケズリ． 橙 所、把手あり．

225 6 壺 STl8雨漕 （口）122（高）（75)（外面）体郭ハケメ後下半ヘラミガキ、上半ヨ＝ナデ（凹練文4条）。（内面）口縁郭ヨコナデか．
浅貨

橙

225 7 壺 S'l'IB雨溝 （口）8.4（高）（5.1) （外面）口縁綿ナデ、郷措列点文、同直線文，．端郎ヨコナデ。（内面）口縁郭ナデ、端祁ヨプナデ． に‘
賃檀

225 8 壺 STI8東漕 （高）（19.4)(底）6.4 （外面）体祁＾ケメ後ナヂ、底綿ハケメ後ナぅ”・（内面）体祁上半ハケメ後ナデ、下半ヘラケズリ餐ナヂ． にふ‘‘
貫It

225 9 蓋 ST18南漕 （口）16.2（高）8.5 （外面）体祁ナデ．口縁郷ヨコナデ．紐ナデ。（内面）体綿上半ヘラケズリ、下半ハケメ後ナデ．口縁郎ヨコナデ． 橙 ススあり．

225 10 甕 STI8東漕
（口）17.0

（外lii)体郭ハケメ、口縁郭ヨコナデ．（内l1i)体祁下半ヘラケズ）、上半ナデ、口縁郭ヨコナデ．
明貨
ススあり。搬入品．

（高）（12.7) 褐

225 ］］ 甕 STIB東溝 （口）20.2（高）（39) （外面）体祁＾ケメ、口縁郎ヨコナデ．（内面）体祁ナデ、口縁部ヨコナデ． 橙
浮文状の粘土貼付あり（乾

燥時の補修か）．

225 12 甕 ST18南漕 （口）13.2（高）（59) （外面）体部ナデか、口縁部ヨコナデ．（内面）体郎ヘラケズリ、口縁部ヨコナデ．
にぷ
ススあり．い褐

225 13 甕 STIB雨漕 （口）11.9（高）（4.8)（外面）体郎ハケメ、口縁郎ヨコナデ．（内面）体郭ヘラケズリ、口縁部ヨコナデ．
1こぷい
ススあり．貫橙

225 14 高杯 51'18雨溝
（口）25.2 （外面）体部上半ハケメ後ナデ．下半ヘラケズ ）`後ヘラミガキ、口縁部ヨコナヂ．脚祁ヘラミガキ． 1こぶふヽ
（高）（12.9) （内面）体孤＾ケメ後ヘラもりキ、 口縁郎ョ＝ナヂ、脚郎ヘラケズリ． 贄糎

225 15 脚郎 STI8東漕 （高）（9.1)（底II4 （外面）脚郭ヘラケズ）後ヘラミガキ、蟷郎ヨこ9ナデ。（内面）体郎ナデ、脚郎上半ナデ、下半ヘラケズ）．
にふヽ
賃檀

225 16 脚郎 ST18雨漕 （高）（1.0)（底）12.0（外面）脚部ヘラミガキか．櫛議直線文、端郎ヨコナヂ．（内面）脚錦ヘラケズリ、端郭ヨコナデ． 灰白 円氾点皐位妨向．

225 17 壺 ST20西漕 （口）24_0（高）（26) （外面）口縁繹ヨコナデ（凹線文さ条）．棒状袢文の痕跡あり。（内面）口縁郭ヨ＝ナデ（後ヘラミガキか）． に^ ‘ 搬入品．貫檀

225 18 壺 S'T'21東溝 （口）8.0（高）（6.1) （外面）体祁八ケメ、口縁郎ハケメ後ヘラミガ・屯端祁ヨコナデ．け面）体祁ナデ、口縁祁ナデ、蟷郎ヨコナデ。 灰白

226 I 壺 ST'22東漕
（口）10.5（高）285 （外面）体郎ククキメ後ハケメ、 口緯郎ハケメ1麦端郎ヨ＝ナデ、底郭ナデ． にふ‘‘
{J()1.0 （内iii)体祁ハケメ後ナデ、口隷部ヨコナデ． 賃檀

ー 安ら 一



第4窒競措と遺物

膚図 番号 醤橿 遺構 法（中 Ill整 色璽 備＊

226 2 甕 S1'22西漕 （口）19.6 〇面）体部ククキメ後9ヽ ケメ｀口縁部ヨコナデ。（内面）体郎ハケメ後ナデ皇口縁郭ヨ＝ナデ． にし・

（高）（6.4) 賞檀

226 3 甕 S1'22寛漕
（口）16.7

仇面）口縁綿＾ケメ後上位ヨコナデ、榔撞列点文．（内面）口縁綿ヨコナデ．
にい

（高）（3.4) 貫檀

226 4 甕 ST22南溝 （口）18.0（高）（7.9) げ面）体邸＾ケメ、口縁郎ヨコナデ。（内面）体祁ナヂ、 口ほ郎ヨコナデ． 芙褐 スヌあり。

226 5 甕 ST22西漕
（口）11.6 oiiil体郎ナデ、 口緯郎ヨコナデ．（内面）1本部ナデ、口謬郭ヨコナデ． にぷし層

断面累色
（高）（7.6) 貫檀

226 6 甕 ST22東漕
（口）14.0

〇面）体紅ヽケメ、口縁郎ヨコナデ．（内面）体祁ナデ、 口縁部ヨ＝ナデ． にし・
ススあり．

（高）（3.9) 賞檀

226 7 甕 ST22南漕
（口）16.2 〇面）体部ナデ｀ 口緯郎ヨ＝ナデ（凹綽文2条）． にぶい

スス・コゲあり．
（高）（9.0) （内面）体郎中位以下ヘラケズ）、上位ヨコナデ、口縁郭ヨコナデ． 貫檀

226 8 甕 ST22北漕 （口）19.4（高）（7.5) 〇面）体郎ヘラミガキか、口緯郷ヨゴナヂ（［叫線文2条）．（内面）体綿ヘラケズリ、口縁部ヨ＝ナヂ． 浅貨

226 9 甕 srn南漕 （口）22.0（高）29.5 げ面）体郎下位ヘラケズリ、中上11Lハケメ、 口縁郎ヨコナデ、底親9ゥ・メ。 灰貨
スス・コゲあり．

（底）8.0 （内面）体郭下半ヘラケズリ、上半＾ケメ、口i縁祁ヨプナデ． 褐

226 10 鉢 S四北溝 （口）22.2(1111)95 
〇面）体郎下半ヘラケズリ．上半八ケメ後＾・ラミガキ．l!!I続文S条．口縁部ヨコナデ(l!!I線文5条）． 灰貨

（内面）体郎ハケメ後ヘラミガキ、口縁郎ヨコナヂ後ヘラミガキ． 褐

226 11 脚祁 ST22北漕 （高）（7.7)(4)15.2 仇面）脚部ヘラミガキ、端祁ヨコナデ（凹線文1条）．（内面）体郎上半ナヂ、下半ヘラケズリ． にし‘ 円孔あり。
賃檀

226 12 甕 ST22東漕
（口）16.8

〇面）口縁郎ハケメ後ヨコナデ」櫛撞列点Jt.（内面）口縁郷ヨコナヂ．
隋灰
ススあり。断面精灰色．

（高）（3.4) 黄

226 13 壺 S1'23北溝 （口）13.4（高）（6.5) 〇面）体郎ハケメ、 口縁部ヨコナデ（凹練文3条）．（内面）体郭ナデ、口隷郭ヨ＝ナデ． にし`＇
賞檀

226 14 鉢 S123北溝 （口）4.］（高）45 仇面）体郭ナデ、 口縁綿ナデ。（内面）体親：ナデ、口縁郎ナデ． 橙

226 15 壺 ST23南漕 （口）6.0（高）（11.8) げ面）体郎ナヂ、 口縁郎ョコナヂ。（内面）｛約郎ナデ、口謙郷ヨ＝ナヂ。
にぶ
紐孔あり。

い褐

226 16 壺 ST24北漕
（口）16.2

〇面）体郎ハケメ、 口縁郎ヨコナデ、ヘラ波状文．（内面）体郭ナデか、口縁郎ヨコナデ、櫛撞波状文． 橙
（高）（15I) 

226 

＂ 
器台 ST'.24東溝

（口）16.9 〇面）体紅ヽケメ後ヘラミガキ、口縁郷ヨコナヂ後ヘラミガキ． にし‘
（高）（3.4) （内面）体郷ヘラ玖fキ、口縁郷ヨゴナヂ後＾•ラミガキか． 賞嶋

226 18 脚邪 S'124北漕 （高）（IO0) 〇面）脚郭ヘラミガキ、沈線12条。（内面）崖9郎ナデ． 淡貨

226 19 壺 S1'24 
（高）（186) 

げ面）体郎ハケメ、口縁訊ハケメ後ヨコナヂ．（内面）体祁ハケメ、口縁祁ハケメ後ヨコナヂ． にし‘
（底）15.6 貧檀

226 20 甕 ST24東漕
（口）22.8

~iii)体紅ヽケメロ縁祁ヨコナデ、端111iにハケメJllj(体刻目。（内面）体郎ハケメ後ナデ、口縁111iハケメ後ヨコナデ． にし‘
（高）（4.4) 賞糧

226 21 甕 ST24北漕
（口）14.8

〇面）体郎ヽケメ、口縁郎ヨコナデ、端郎に，櫛撞波状文。（内面）体郎ハケメ後ナデ、口縁郎＾ケメ後ヨコナデ．
浅貨

（高）（4.3) 橙

226 22 甕 S'124北漕
（口）15.9

〇面）口縁綿ヨコナデ。（内面）体郎ナデ、 1コ縁祁ヘラケズリ後ヨコナデ． 橙
（高）（3.6)

227 1 高杯 S函東漕
（口）23.6

〇面）体錦ヘラケズリ後ヘラミガ屯口縁部ヨコナデ(l!!I線文3条）。（内面）体綿ヘラミガキか、口縁郭ヨコナヂ． 黄橙
（高）（3.9)

227 2 壺 ST26西漕 （口）11.4（高）（9.0) 〇面）体部ヽケメ、口縁郎ヨコナデ、蟷繹袋1目、底郎ナデ．（内面）体郭ナデ、口縁郎ヨコナデ． 浅貨
（底65 橙

227 3 底郎 S'127寛溝 （高）（4_8)CJl!:)4-7 げ面）体郎ナデ、底郭ナデ．（内面）体郎ナデ． にし‘
賞檀

227 4 無頸壺 S四南漕
（口）90（高）67 oiii)体郭ヘラミガキ、口繹郭ヨ＝ナデ後^ ・ラミガキ、底郭ナデ． にし‘

把手あり。
（底）31 （内面）体挑ヘラミガキ、口ほ鑢ヨコナデ後^ ．ラミガキ． 貫檀

221 5 甕 ST28北漕 （口）17.8（高）（6.8) 〇面）体郎ハケメ、 口縁郎ヨコナデ．（内面）体祁ヘラケズリ、 口縁郎ヨコナデ． 橙

227 6 甕 S芦北漕 （口）20.8（高）（6.9) り卜面）体郎ハケメ、口縁郭ヨコナデ．内面）｛本部ヘラケズリ、口縁郭ハケメ． 橙

227 7 壺
ST29西漕北 （口）12.2

仇面）体部＾ケメ、 口縁郎ハケメ後ヨコナデ．（内面）体郎ヘラケズリ、 口縁部ハケA麦ヨコナデ． にぶ 外面ススあり。
溝 （高）（169) い橙

227 8 甕 ST31東溝 （高）（6.1)(底）4.8 げ面）体紅ヽケメ、底鑢ナデ．（内面）体祝ヘケメ後ナデ．
にし‘ 年代謝定資料(Fl<M826).
貧檀 搬入品．コゲあり。

228 1 壺 ST32西漕 （口）13.6（高）（8.4) 〇面）体紅ヽ ケ111iヘラ迂fキ、口縁部ヨコナデ(l!!l線文3条）．（内面）体郎ナデ、口縁郷ヨコナデ．
にぶ

い橙

228 2 壺 ST32西漕 （高）（9.5)国）78 〇面）体部ヽケメ後ナデ、底訊＾ケメ後ナヂ． （内面）体郭ヘラケズリ．
にぶ 外面ススあり．
い橙 底部焼成後茅孔。

228 3 壺 S131北漕 （口）10.0（高）16.8
〇面）体部ヽケメ、口縁部ヨコナデ後ヘラミガキ。頸郎1こ竹瞥文6点` 浅貨

（内面）体紅ヽケA負ナデ、下半ヘラケズリ、口緯郎ヨコナデ． 橙

228 4 壺 ST32東漕
（口）96（高）157 

〇面）体郎ハケメ、 口縁部ヨコナデ、底鑢ナヂ．（内面）体部八ケメ後ヘラケズリ．口縁訊ハケメ後ヨコナヂ． 浅貸 底郎焼成後穿孔。
（底）53

228 5 壺 ST32東漕 （高）（5.0) 〇面）体部ヽケメ後ヘラ迂fキ、把手ヘラミガキ。（内面）体郷ナデ、口縁郎ヘラミガキ． にぷし`＇ 把手2方向あり．
賞檀

228 6 甕 S132北溝 （高）（3.7)(Jl!:)74 げ面）体郎ハケメ，底謁ナデ．（内面）体祁・rデ． 橙 底部焼成後穿孔。

228 7 甕 ST32東漕
（口）22.2（高）28.2 〇面）体郭ヽケメ、口縁部ハケメ、底郎ナヂ．口縁蟷部にヘラ刻目． にふ孔ヽ 搬入品。底郷焼成後穿孔~
（底）64 （内面）体郎ナデ、口縁郎ハケメ。 口縁郎にハケメ原体羽状潤突文． 貧檀 ススあり．

228 8 甕 ST32東漕
（口）14.6（高）172 

〇面）体紅ヽケメ、 口縁郎ヨコナデ、底繹ナ元（内面）体部ヘラケズリ、肩部ハケメ、口緯郷ヨゴナヂ、底郭ナヂ． にし‘
（底）'5 賃檀

228 9 甕 S1'32東溝 （口）17.0（高）（6.9) 〇面）体郎ハケメ、口縁節ヨコナデ．（内面）体郭ヘラケズ）、口繹部ヨコナデ． にし`＇ 搬入品。ススあり。
賞檀

228 10 甕 S132寛溝 （口）18.3（高）（8.0) 〇面）体綿＾ケメ、 口縁郎ヨコナデ．（内面）体祁ヘラケズ）、 口縁部ヨコナデ． 橙

228 11 甕 ST32西漕 （口）12.0（高）（5.6) げ面）体郎ハケメ、 口縁祁ョコナヂ(l!!J線文1条）．（内面）体祁ナデ、口縁祁ョコナヂ．
にし‘
スヌあり。

貫檀

ー 改妬 一
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228 12 甕 ST.12北漕 （口）15.2（高）（4．8) 〇面）体郎 ケヽメ、口縁郎ヨコナデ(II!)線文2条）．（内iii)体郎ナデ．口縁郎ヨコナデ． 浅貨

橙

228 13 甕 S1'32北潰 (1111)(6.8)(4)8.2 仇面M本部ハケメ、底鑢ナデ．（内iii)体祁下位ナデ、中位9 ケヽメ。 にい
貫檀

228 14 壺 ST32東溝 （高）（3.4)(底）5.2 げ面）体郎ナヂ．底郎ナ元（内面）体郎ヘラケズリ、底祁ナヂ． に"‘ 底郎焼成後穿孔。
貫糧

228 15 騎l祁 ST32東溝
（高）（9.4) 仇面）脚邸ヘラ刃fキ、端邪ヨコナデ(l!!I線：文2条）．脚郎上半に沈線12条。 浅貨

（底）13.4 （内面）体郭ヘラミガキか、脚郭ヘラケズリ． 橙

228 16 台形 S1'32東漕
（口）20.8

〇面）体郎ヘラケズリ後ヘラミガキ、天井部ナデ．（内面）体節ヘラケズ）． にし・

（高）（7.1) 賞檀

228 17 鉢 S1'32北潰
（口）12.1（高）70 〇面）体部ハケメ後ヘラミガキ、口緯郎ヨコナデ、底郭ヘラミガキ． にぶい

（底）55 （内面）体郎ヘラケズリ後ヘラミガキ、口縁郎ヨコナデ． 貫檀

228 18 鉢 ST32北漕
（口）80（高）48

〇面）体綿ナヂ．底郭ナデ．（内面）体祁ナデ後ハケメ． に"‘
（底）92 賃檀

229 1 壺 ST33北漕 （口）16.5（高）35.5 げ正）体郎ハケメ後ナヂ、 口縁郎ヨコナヂ(l!!l線文1条）。 橙
（底）7.8 （内面）体郭下半ヘラケズリ、上半＾ケメ後ナデ、口縁祁ョコナデ．

229 2 水差 ST.13西溝
（口）11.8（高）36.4 〇面）体紅ヽケメ、口縁郎ハケメ後ヨコナデ(!YI練文4条）、底郭ナデ3把手ナデ．

橙
（底）7.1 （内面）体郎下半ヘラケズリ、上半八ケメ後ナデ、口縁節ハケメ後ナヂ、上半ヨコナデ．

229 3 水差 ST33西漕 （口）11.6（底）（3.3)
り卜面）体郎ハケメ後ナデ、 口繹部＾ケメ後三1コナデ（凹綽文3条）、底郎ナデか、把手ナデ．

橙 把手あり。
（内面）体郎下半ヘラケズリ．上半ハケメ、口i緯部ハケメ後ヨコナデ．

229 4 台付水差 ST33東漕 （高）（136) 〇面）体綿ヘラミガキ、把手ヘラミガキ．（内面）体綿ハケメ後ナデ．
にふ孔ヽ
貫1l

229 5 需頸壺 S1'33東溝
（口）14.0

〇面）体郎ヘラミガキ、口繹郭ヨ＝ナデ。（内面）体郎ハケメ後ヘラミガキ、口緯祁ヨコナデ． にし`＇ 紐孔あり。断面隋灰色．
（高）（II0) 賞嶋

229 6 台付薫瓢皇 S133東溝
（口）18.2 〇面）体紅ヽケメ後ヘラ迂キ、口縁部ヨコナデ後ヘラミガキ．復郭に1!!1縁文3条．

橙 紐孔あり。
（高）（146) （内面）体郎ヘラミガキ、口縁榔ヨコナヂ後ヘラミガキ．

229 7 鉢 ST33西漕
（口）12.2(1111)88 〇面）体郎ヘラミガキ、口ほ郭ヨコナデ後＾・ラミガキ、口縁郭1こヘラ撞沈練文（ヘラミガキ以前）、底部＾ケメ． にし‘
（底）4.9 （内面）体郭ハケメ、 口縁部ヨコナデ後ヘラミガキ． 貧檀

229 8 甕 ST33北漕
（口）15.4

〇面）体錦タクキメ後ハケメ、口緯郎ヨコナヂ。（内面）体郎下半ヘラケズリ、上半ハケメ、口緯郎ヨコナデ． にし‘
（高）（189) 貫II

229 9 甕 S1'33西溝 （高）(26.8）ぽ）5.2
〇面）体紅ヽケメ、肩鑢にハケメ原体列点文．口繹祁ココナヂ． にぶ

スス・コゲあり．
（内面）体郷下半ヘラケズリ、上半＾ケメ後ナデ、口縁祁ョコナデ． い橙

230 I 壺 S134寛溝
（口）10.5（高）175 り卜面）体郎下半ヘラケズリ後ハケメ、ヘラミガ屯上半ハケメ、口縁郭ヨコナデ． にし‘

（底） ••O （内面）体郎ナヂ．口緯郎ハケメ後ヨコナデ． 貧褐

230 2 壺 S1'35北漕 （口）15.0（高）（7.4) げ面）口縁郎ハケメ後端郷ヨコナヂ(11!1線文1条）、頸郭に凹線文4条以上。（内面）口縁祁ヨコナヂ． にし‘
貧檀

230 3 壺 ST35南漕 （口）9.4（高）（79) 
仇面）口縁綿ハケメ後上半ヨコナヂ(l!!I線文4条）、頸祁に1!!1線文2条以上． 浅貨

（内面）体部＾ケメ後ナデ，上半ヨコナデ． 橙

230 4 壺
ST35南漕北 （口）1.1（高）142

〇面）体郎ヽケメ後下半ヘラミガキ、口ほ郎ヨコナデ、底郭ナデ。（内面）体郎ナデ、口縁郎ヨ＝ナデ． にふ“‘
漕 （底）3.9 賞檀

230 5 甕 S135南溝
（高）（107) 

〇面）体祁＾ケメ後下祁ナデ、底郭ナデ．I＇内面）体郭ヘラケズリ． 橙 スヌあり。
（底）25

230 6 装飾器台 ST35北漕
（口）21.5 仇面）体郭＾ケメ後ヘラミガキ、口縁郎ヨコナデ（攘阻線文7条）、ヘラ列点文、立ち上り訊ヘラミガキ．

橙
（高）（7.0) （内面）体部ヘラミガキ、口縁郭ヨ＝ナデ後＾・ラミガキ、立ちJ;;り部ヘラケズリ後ヘラミガキ．

231 1 甕 ST38北漕 （口）12.8 〇面）体部上半ハケメ、下半ヘラミガキ、口緯郭ヨ＝ナデ（凹練文2条）．（内面）体郭上半ナデ、下半ヘラケズリ． 浅貨
年代嵩定資料（m四m.

（高）（255) 橙 ス・コゲあり．

231 2 甕 ST.lS西溝 （口）23.1（高）（6.2) げ面）体郎ハケメ、 口縁部ヨコナデ．（内面）体祁ヘラケズ）、 口縁部ヨコナデ．
浅貨

橙

231 3 壺 ST38西漕
（口）60（高）？？ oiii)体郭ヘラミガキ、口縁郭ヨ＝ナデ後＾・ラミガキ、底郭ナデか． 浅貸

（底）21 （内面）体挑ヘラケズリ、 口ほ郎ヨコナデ慢＾．ラミガキ． 橙

231 4 台付編瓢書 ST39西漕 （口）9.4（高）（9 5) 
仇面）体声ケメ後ヘラミガキ、口縁郎ヨコナヂ（攘凹線文4条）後ヘラミガキ． 浅貨

（内面）体挑下半ハケメ後ヘラミガキ、体祁よ．半・ロ縁部ヨコナデ後ヘラミガキ． 橙

231 5 壺 S1'39西漕
（口）ll.4(illl)15.8

り卜面）体郎ハケメ後ヘラミガキ、口縁郎ヨ＝•ナデ、底郎ヘラケズリ。（内面）体部ハケメ後ナデ、口繰郎ヨ＝ナデ． にし‘
（底）3.2 賞檀

231 6 高杯 ST.l9西溝
（口）26.8 〇面）体部ヽケメ後ヘラミガキ、口縁郎ヨ＝•ナデ後ヘラミガキ．

橙
（高）（＆5) （内iii)体郎ハケメ後ヘラミガキ、口縁郷ヨコナヂ後ヘラミガキ．

231 1 鉢 ST40西漕 （高）（5.8) げ面）体紅ヽケメ、突帯上沈練の後ハケメ9頁体刻日。 （内面）体綿ハケメ後ナデ．
灰貨 ススあり、断面躇灰色、搬入

褐 品．

231 8 壺 ST43西漕
（口）11.7（高）22.1 〇面）体祁＾ケメ後下半ナデ、 口縁部ハケメ後端郎ヨコナデ、底祁ナデ．頸郷に櫛摘霞繰文3帯。

灰白 ロ縁111i打ち欠きあり．（底）4.7 （内面）体綿^ ケメ後ナデ， 口縁部ハケメ後,eデ、端郎ヨコナデ．

231 9 壺 ST44寛漕 （高）（119) 〇面）体部ヽケメ、榔撞直線文8段以上。（l内面）体霞 ケヽメ、頚郭ナデ（況フ蒙著）。
にぶ
い橙

231 10 壺 ST45北漕
（高）（113)

仇面）体部＾ケ頌ヘラミガキ、底郎ナデか。 （内面）体郎ナデ。 灰白
（底)4.0

231 11 蓋 ST45西漕 （口）14.0(illl)S0 
げ面）体郎ヘラミガキ、口縁郎ヨコナデ後＾・ラミガキ、つまみヘラミガキ．つまみ角にヘラ刻目．

橙
（内面）体郎ヘラミガキ、口縁郭ヨコナデ後＾・ラミガキ．

231 12 高杯 ST45西漕
（口）11.0（高）12.3 仇面）体郎ケメ、 口縁郎ハケメ後ヨコナヂ、胴郎ハケメ、端祁ヨコナデ． にぷし＇` 穿孔あり．（底86 （内面）体綿^ ケメ、 口縁部ヨコナデ、脚謁ナデ． 賞檀

231 13 甕 ST45西溝
（口）15.0（高）28.2 〇面）体郎タクキメ後ハケメ、口謙部9ヽ ケメl昂ヨコナデ．嬬郭に刻目． にぶ

ススあり。
（底）5.0 （内面）体紅ヽ ケメ、 口縁訊ハケメ後ヨコナヂ． い橙

232 ］ 壺 ST46西漕 （高）（9.5)(4)6.4 〇面）体郎ヘラ刃代、底祁ナデ。（内面）体部ナヂ。
にふ孔ヽ
貧檀

232 2 高 ST47東漕
（口）11.6 〇面）体挑ヘラミガキ、口縁鑢ヨコナデ後＾．ラミガキ、脚郷ヘラミガキ． にし‘
（高）（7.4) （内面）体郎ハケメ後ヘラミガキ、口縁郎ヨ＝•ナデ後ヘラミガキ． 賃檀

232 3 壺
STSO北漕 （口）19.4（高）34.6 げ正）体郎ハケメ後下半ヘラミガキ、上半ナデ、口縁郎ヨ＝ナデ後ヘラミガキ。口縁郷擬凹線文、頸郎突帯櫛撞綱 にし＇` ロ縁郷内外面、体郎下半朱
ST47西溝 （底）8.3 突文，肩綿櫛摘貶縁文・列点文、ヘラ列点文。（内面）体部＾ケA羨ナヂ、口縁部ヨ＝ナヂ、榔撞波状文、列点文． 賞檀 彩。搬入品か．

232 4 壺 ST47北溝
（口）13.6（高）25.0

〇面）体綿 ケ^メ、口縁郎ヨコナデ、底綿ナデか．口縁に突起一箇所。（内面）体部ヘラケズ）、口縁郎ヨ＝ナデ． 灰白
（底）4.8

232 5 壺 ST41西漕
（高）（250) 

げ面）体郎ハケ積ヘラミガキ、底郎ナデ。（内面）体部ヘラケズ）。
にし‘
底部に十字状ヘラ記号．（底）,.o 貫檀

ー安17-



第4窒競措と遺物

膚図 番号 醤橿 遺構 法 （中 Ill整 色璽 備＊

232 6 壺
ST46南漕 （口）14.9 〇面）体郎ヽケメ、口縁郎ヨコナデ．（内面）体部下半ハケメ．上半ナデ、口縁郎ヨコナデ．

明貸

ST41西漕 （高）（1.6) 褐

232 7 甕 ST52南漕
（口）11.0（高）76

仇面M本部ハケメ、口縁釦コナデ、底謁ナデ．（内面）体訊＾ケメ後ナデ、口縁祁ヨコナデ． 灰貸

（底）38 褐

233 1 台付水芙 ST臼 西漕
（口）78（高）178 

点仇固、互体縁紅文ヽ．ケ（メ内後面上）体半郭ナ^デケ、メ口、縁口部縁ヨ郎ゴヨナコデナ(デIJ!!、縁脚文郎3条ハ）ケ、メ胴後郎ヨハコナケメデ後．ヨコナデ。口緯～体部にかけて櫛襦列橙 体郎下半穿孔あり．
（底)87 

233 2 水差 STS4南漕
（口）11.0（高）52.8 仇面）体綿タクキメ後9ヽケメ、 口縁部ハケメ1負上半ヨコナヂ（凹線文3条）、底郎八ケメ． 浅貨 把手あり。外面スス・内面コ

（底）63 （内面）体祁ハケメ後ナデ、 口縁部ハケメ後51コナデ． 橙 ゲあり。

233 3 壺 ST54南溝
（口）10.4（高）29.5 り卜面）体部ヽケメ後底部付近ナヂ、 口尊部ハケメ後ヨコナヂ底祁ナデ．

橙
（底）9．2 （内面）体郎ハケメ後ナヂ、 口縁郎ハケメ後＇’＝ナヂ．

233 4 甕 ST54北潰
（口）16.0（高）30.2 〇面）体部ハケメ後下半ヘラケズリ、ナデ、口縁郎ハケメ後ヨ＝ナ、底郭ナデ． にぶい

（底）60 （内面）体郎ナデ． 口緯郎ハケメ後ヨコナデリ． 貫檀

233 5 壺 STSS北漕
（口）72（高）155 

〇面）体紅ヽケメ、口緯部ヨコナヂ、底鑢ナヂ．（内面）体郭ナデ、口縁祁ヨコナヂ． に"‘
（底）98 賃檀

233 6 甕 STSB西漕 （口）15.5（高）33.4 げ面）体郎ハケメ、口縁祁不明、底郎ナデか。 口縁郎に2景一組の突帯（緯数不明）。 浅貨
（底）6.8 （内面）体綿＾ケメ、口縁郎ヨコナデか． 橙

233 7 甕 S1'60北溝
（口）IS.8

げ面）体挑ヽケメ、口縁郎ヨコナデ．肩謁に，櫛饉波状文。内面）体郎ハケメ、口縁部 ケ^メ後ヨコナデ． にし‘
（高）（14.2) 賞檀

233 8 甕 S1'61北漕
（口）15.1

仇面）体部＾ケメ、口縁郎ヨコナデ．内面）体祁ヘラケズリ、口縁祁ヨコナデ． 明褐 外面ススあり。
（高）（170) 

234 I 壺 S1'62東漕
（口）9.4（高）173 仇面）体郷下半ヘラケズリ後9ヽ ケメ、上半かケメ、口縁祁八ケメ後ヨゴナデ、端郎1こヘラ刻目底輝ナデ． 浅貨

（底）38 （内面）体挑ハケメ、 口縁部ヨコナデ． 橙

234 2 甕 S1'62東溝
（口）15.0（高）23.8 げ面）体邸ハケメ後下半ヘラミガキ上半1こ槌撞波状文、口縁祁ハケメ後上位ヨコナデ、刻目． 明貨
（底）6.4 （内面）体郎^ ケメ、 口縁綿ヨコナデ． 橙

234 3 壺 S1'62東溝
（口）15.5（高）27.8

仇面）体郭＾ケメ、 口縁部ハケメ後上半ヨコナデ、底鶴ナデ．（内面）体部八ケメ、口縁郎ヨゴナデ． 浅貨
（底）65

234 4 壺 S1'62東漕
（口）15.9(1111)277 〇面）体郎ハケメ、口縁部ヽケメ後上半ヨコナデ、底綿ヨコナデ。口縁綿にヘラ刻目． 浅貨

（底）50 （内面）体郭ハケメ、 口縁部ハケメ後ヨ＝ナデ、底郭ナデ． 橙

234 5 壺 ST62北漕
（口）10.0 仇面）体郭下半ヘラケズリ後ヘラミガキ、上半ハケメ、 口縁部ハケメ後端祁ヨコナデ｛凹線文1条）．

浅貨
（高)(236)(.11:)5.0 （内iii)体挑^ ケメ後ナデ， 口縁郎ヨコナデ．

234 6 甕 S1'62東溝
（口）15.2（高）17.6 〇面）体郎ヘラケズリ後9ヽ ケメ、 口縁郎ョゴナヂ．端部に郎分的に刻目、底郭ヘラケズリ後ナヂ． にし‘ ススあり．
（底）5.1 （内面）体郷下半ヘラケズリ、上半ナデ、口印祁ハケメ． 賞檀

234 7 高杯 S1'62南溝
（口）25.4

〇面）体綿＾ケメ、口縁訊ヽケメ後ヨコナデ．（内面）体郎ハケメ、口縁郊ハケメ後ヨコナデ． 浅貨
（高）（7.0) 

234 8 脚郎 S1'62市漕
（高）（119) 

げ面）脚郎ハケメ後ナヂ、端祁＾ケメ．（内i面）脚郭 ケ^メ後ナデ．
にし‘

（底）12.8 貧檀

234 9 壺 S1'62北漕
（口）9.7（高）238 

~iii)体紅ヽケメ、口縁郎ハケメ後上位ヨコナデ、底郎ナデ．（内面）体郎ハケメ、口縁郷ハケメ後上位ヨコナデ。 橙 ヘラ記号あり．
（底6.8

234 10 甕 S1'62西溝
（高）（108) 

〇面）体郎ヽ ケバ負ヘラミガ叱底郭ナデ。（内面）体郎ヘラケ:;(>). にふ“‘ ススあり．
（底）5．3 賞檀

234 11 壺 S1'62西溝
（口）14-0 〇面）体郎ハケメ後ナデ、ヘラミガキ、 口縁郎ハケメ後上郎ヨ＝ナデ．

灰白 スヌあり。
（高）（お7) （内面）体郎ヘラケズリ、 口縁郎ハケメ後上釦ヨコナデ．

234 12 高 S1'62南百角 （高）（1．4) 〇面）体錦ヘラ玖fキ。（内iii)体綿ヘラ迂屁． に"‘
貫糧

234 13 器台 S1'62西漕 （高）（II8) げ面）体郎ハケメ後ヘラミガキ、Jip郭ハケメ1蚤ヘラミガキ、端郭ヨコナデ． にぶ
（底14.2 （内面）体部ヘラミガキ、脚祁上半ヘラケズリ、下半ヨコナデ． い橙

235 1 甕 SX7 
（口）IS.4（高）23.2

げ面）体郎ハケメ、後下位ナデ、 口縁部ヨ＝，ナデ、底郭ナデ．（内面）体祁ハケメ後上半ナデ、 口緯部ヨコナデ． にぶ
ススあり。

（底）4.6 い橙

235 2 壺 SX27 （高）（6.5) 仇面）体郎ケ澤 ~^ラミガキ、ヘラ播沈線文4条以上．（内面）体節ナデ．
にぶ

い橙

235 3 壺 SX27 （高）（40 〇面）体郎ハケメ後ヘラミガキ、頸節に段、ヘラ撞沈線文4条0（内面）体郎ナヂか．
浅貨

橙

235 4 甕 SX27 （口）14_9（高）（5_5)
げ卜面）体郎ハケメ、 口緯郎ハケメ後ヨコナヂ、端郷に刻日、頸郭にヘラ繍沈線文2条、》

灰褐 ススあり．
（内面）体郎ナヂ、 口縁綿ョ＝ナヂ。

235 5 甕 SX27 （口)(2.9)(底）75 仇面）体部＾ケメ、底鶴ナデ．（内面）体祁・rデ． 橙

235 6 甕 SX切 （高）（3.7) げ面）口縁綿ヨコナデ、蟷郎1こ刻日、頸郭にヘラ撞沈線文3条．（内面）口縁郎ヨコナヂ。
にぶ
い橙

235 7 深鉢 SX切
（口）20.4

〇面）体郎ナデ．口緯郷ナデ。（内面）体孵ナデ、口縁郭ナデ． 灰貸 ススあり。搬入品．（高）（16!) 

235 8 壺 SX勾 （高）（8.4) 〇面）体部ヽケメ、口縁孤ヽケメ後ナデか、顆祁にヘラ攘沈縄文4条．（内面）体輝ナデか、口縁郎ヨ＝ナデか．
にぶ
い橙

235 9 壺 SX勾 (ill!)(2.4) 仇面）体部＾ケ頌ヘラミガキ、頸胴郎境1こ段、ヘラ摘沈繰文2条。（内面）体部ナデ、一祁ハケ． にし‘
賞檀

235 10 甕 SX29 （口）28.S(i!IIH<.2) 〇面）体郎ハケメ、口縁祁ヨコナデ．（内面）体部ハケメ後ナデ、 口緯部ヨコナデ． 橙

235 11 壺 SX勾 （口）17.1（高）（I3) 〇面）口縁郎ヨコナデ（凹線文2条）、端祁に縦位沈線。（内面）口縁部ヨコナデ、半戴竹管斜格子文．． 灰白

235 12 甕 SX勾 （高）（1.S)(Jl!:)8.2 げ面）体郎ハケメ、底謁ナデ．（内面）体祁・rデ． にぶ
い橙

236 ］壺 SHI 
（口）19.1

〇面）口縁綿ハケメ後端綿ヨコナデ、櫛播註状文．（内面）口縁綿ハケメ後端鑢ヨ＝ナデ． 灰貨
（高）（121)

236 2 壺 SHI北溝 （口）20.1(111)(74) 〇面）口縁綿ハケメ後ヨコナデ。（内面）口nnやヽケメ後ヨコナデ． 浅貨
記号状浮文あり．橙

236 3 壺か SHI北溝 （高）（8.4)(4)2.6 〇面）体郎ハケメ、底郎ナデ．（内面）体祁ヘラケズリ、底郎ヘラケズ）． にし`＇
賞檀

236 4 壺か SHI北溝 （高）（5.9)(4)5.0 〇面）体綿＾ケメ後ナデ，底祁ハケメ．（内iii)体邪ヘラケズリ．
浅貸

橙

236 5 甕 SHI南溝 （口）16.8（高）（1.7)げ面）口縁綿ヨコナヂ（攘1!!1線文2条）．（内面）口縁郎ヨコナヂ． 灰貨 スヌあり。

ー 改沿 一



第2節造物

膚図 番号 醤橿 遺構 法（中 Ill整 色璽 備＊

236 6 甕 SHI雨溝 （口）19.1（高）（2.2) 〇面）口縁郎ヨコナデ。（内面）口縁郭ヨコ9門デ． にぶ
ススあり．

い橙

236 7 甕 SHI南漕 (1111)(4.9) 仇面M本部ハケメ、 口縁郎ヨコナデ．肩綿に＾ケメ原体列点文．（内面）体節下半ヘラケズ）、上半ナデ． 灰白

236 8 壺 SHS （口）12.0（高）（3.5) げ面）口縁鑢ヨコナデ後ヘラミガキ。（内面）口縁郎ヨコナヂ．
灰貨
S0332 

褐

236 9 高杯 SHS （高）（16.8) 〇面）脚柱節ヘラミガキ、即襴郎ヘラミガ知（内面）胴，往郭ナヂ脚裾郎ハケメ．
浅貨
SD332 

橙

236 10 甕 SH5 （口）16.0（高）（9.1) 〇面）体紅ヽケメ、口縁部ヨコナデ（擬凹練文3条）。（内iii)体部ヘラケカ、口縁郎ヨ＝ナデ． 褐 $D332.ススあり．

236 11 甕 SH5 （口）19.0（高）（4.3) 仇面）体部ハケメ、 口縁郎ヨコナデ(Jl!l!!I線文3条）。（内面l体郎ヘラケズ）、口縁綿ヨコナデ． 橙 S0343 

236 12 壺 SH6 （口）13.0（高）（5.8) 〇面）口縁鑢ハケメ後蟷郷ヨコナヂ。（内面）口縁郭＾ケメ後端祁ョ＝ナデ．
浅貨
SD四

橙

236 13 壺 SH6 （口）9.4（高）206 囚面）体郎ヘラ玖fキ、口縁鑢ヨゴナデ後＾・ラミガキ、底鑢9ヽ ケメ． にぶ SD343 
（底）39 （内面）体郭ヘラケズリ， 口縁部ヨコナデ後へ•ラミガキ． い橙

236 14 鉢 SH6 （口）16.4(1111)(8.3) 〇面）体部ナデか、 口縁部ヨコナデ漢凹絹文3条）、（内面）体綿ナデ、口縁郎ヨコナデ． にぶ SD343、紐孔あり．
い橙

236 15 鉢 SH6 
（口）10.4（高）58

〇面）体祁ナヂ、 口縁祁ョ＝ナデ、底郭ナデ。（内面）体部ナデ、 口縁郎ヨコナデ。
浅貨
S0343 

（底）4．4 橙

236 16 鉢 SH6 
（口）56（高）54

〇面）体綿ナヂ、口謙部ヨコナデ．底郎ナヂ．（内面）体部ナヂ． 口縁部ヨコナデ．
浅貨
SD32S 

（底）30 橙

236 17 鉢 SH6 
（口）5.0（高）40

〇面）体郎ナデ、口縁郎ナデ、脚部ナデ。（内面）体部ナデ、脚郎ヨ＝ナデ． 浅黄 SD343 
（底）3.7

236 18 鉢 SH6 
（口）10.2（高）（8.0) 国面）体郎ヘラミガキか、口縁郷ヨコナデJ脚部ナデか． 浅黄

S034I 
（底）63 （内面）体郎ヘラミガキ、口縁榔ヨコナデ、脚・郎ヘラケズリ． 橙

236 19 Jip祁 SH6 （高）（5.7)(.11:)8.8 囚面）体郎ナヂか、脚祁ヘラミガキか、端部ヨコナデ．（内iii)体郭ヘラミガキ、脚祁ナデ、燐綿ヨコナヂ．
浅費
S0341 

橙

2お 20 甕 SH6 
（口）210 

仇面）体郎ハケメ、 口縁郎ヨコナデ(Jt[!!]縁文3条）．（内面）体部ヘラケズリ、口縁郎ヨコナデ。
にぶ
SD341、ススあり．

（高）（10.0) い橙

236 21 高杯 SH6 （口）30.0（高）（57) ~iii)体郭ヘラミガキ、口縁郷ヨ＝ナデ後＾・ラミガキ。（内iiil体部ヘラミガキ、口縁郭ヨ＝ナデ後ヘラミガキ．
浅費
SD343 

橙

236 22 高杯 SH6 
（高）（157) 

〇面）体郭ヘラミガキ、脚郊ヘラミガキ、端訊ヨコナデ．（内面）体祁ヘラミガキ、脚祁ナデ。
浅貨
SD年、円孔3方向．

（底）14.0 橙

236 23 器台 SH6 （口）23.8（高）（5.9) げ面）体錦ヘラ玖fキ、口縁郎ヨゴナデ後＾•ラミガキ．（内面）体郭ヘラミガキ、口縁郭ヨ＝ナデ後ヘラミガキ． にし‘
S0343 

貧檀

236 24 壺 SH7 （口）14-6（高）（4-8) ~iii)体紅ヽケメ、 口縁郎ハケメ後端祁ヨコナデ．（内面）体郭＾ケメ、口縁郭ハケメ後端邪ヨコナデ． にし‘ SD323 
賞鴫

236 25 甕 SH7 （口）16.0（高）（5.3) 〇面）体郎ヽケメ、口縁郎ヨコナデ（擬凹線文3条）。（内面）体郎ハケメ、 口縁郎ヨコナデ． にぶ SD323 
い橙

236 お 脚祁 SH7 （高）（6.0）（高）9.6 〇面）体郭ヘラもキ、脚祁ヘラミガキ、端訊ヨコナデ．（内面）体祁ハケメ、脚鑢ナデ、蟷郭ヨコナデ． 灰白 SD四

237 I 壺 SH8 （高）（190)ぽE)5.2 〇面）体部ハケメ、底鑢ナデ．（内面）体祁ヘラケズリ、口縁郎ナヂ． 灰白 SD331 

237 2 甕 SH8 （口）14.8（高）（9.0) 〇面）体部ヽケメ、 口縁部ヨコナデ(llll!!l線文2条）。（内面）体部ヘラケ允）、口縁郎ヨ＝ナデ． 橙 SD331 

237 3 甕 SH8 （口）19.2（高）（73) げ面）体郎ハケメ、 口縁部ヨコナデUllll!I線文3条）。（内面）体部ヘラケズ）、口縁郎ヨコナデ． にぶ SD289 
い橙

237 4 鉢 SH8 
（口）18.0（高）23.6

仇面）体郎ケメ、 口縁郎ヨコナデ漢ll!I線文3条）、底郎ナデ．（内面）体郭ヘラケズリ、 口縁部ヨコナデ．
灰貨
S0331、ススあり．

（底）38 褐

231 5 甕 SH8 （口）22.8（高）（4.8)UH面）体郎ハケメ、 口縁部ヨコナデU11[!!]線文4条）．（内面）体部ナデ、口緯鑢ヨコナデ。 参褐 SD331 

237 6 甕 SH8 （口）25.4（高）（7.4) ~iii)体郎ハケメ、 口縁部ヨコナデ(llll!!l線文3条）。（内面）体郎ヘラケズ）、口縁郎ヨ＝ナデ． 橙 SD333 

237 7 甕 SH8 
（口）27.0 0k面）体部^ ケメ、 口縁郎ヨコナデUllll!I線文4条）。（内面）体郎ヘラケズ）、口縁郎ヨコナデ。 橙 SD331、ススあり．
（高）（12.9)

237 8 壺 SH8 
（口）10.2(1111)89 

0k面）体郎ナヂか、口縁郎ヨコナヂ渾阻紺文2条）、底郎ナヂ。（内面）体錦ナヂか、口縁郷ヨゴナヂ． にし‘
S0331、紐孔あり．（底）35 貧檀

231 9 鉢 SH8 
（口）8.8（高）50

〇面）体郎ヘラミガキ、口縁郷ヨコナデ、底・郭ナデ。（内面）体郎ヘラミガキ、口縁綿ヨコナデ、底郷ナデ． にし‘ SD33J 
（底）4.0 貫II

237 10 鉢か SH8 （高）（3.4)(高）3.6 〇面）体椰ナデ、底郎ナデ．（内iiil体祁ナデ、底祁ナデ． 淡貨 SD函

237 11 手焙 SH8 （口）22.0（高）（9.3)
〇面）体部ナデ．刻目をもつ貼付け突帯．1コ縁郎ヨコナデ、覆郎ナデ．

灰白 SDお9
（内面）体郎下半ヘラケズリ．上半ナデ、口紺祁ョコナデ、覆鑢ナデ．

237 12 蓋 SH8 （高）（6.4)(紐）4.8 〇面）体郎ハケメ、 口縁祁ヨコナデ．紐ナヂ．（内面）体部上半ヘラケズ）、下半ナヂ．
にぶ
SD認9

い橙

237 13 高杯 SH8 （口）98（高）（34) 〇面）体部ヘラミガキ、口縁椰ヨ＝ナデ後＾・ラミガキ．（内面）体郎ヘラミガキ，口縁部ヨ＝ナデ後ヘラミガキ．
灰貨
SD函

褐

237 14 高杯 SHB （口）14-4(1111)(5_8)
〇面）体綿ヘラミガキ、口縁綿ヨコナヂ後ヘラミガキ、脚郎ヘラミガキ． にし‘ SD函
（内面）体郭ヘラ玖fキ、口縁綿ヨゴナヂ後ヘラミガキ、JIii鑢ナヂ． 賞檀

237 15 高 SH8 （口）21.0（高）（4.6) 〇面）体郎ヘラ刃fキ、口縁狐ヨコナデ後＾•ラミガ主（内面）体祁ヘラミガキ、口謙郎ヨ＝ナデ後ヘラミガキ． 橙 SD函

231 16 高 SH8 
（高）（141)

〇面）体郎ヘラミガキ、J1p郭ヘラミガキ、端栂ヨコナデ．（内面）脚祁ナヂ．端鑢ヨコナデ．
にぶ
SD認9

（底）16.0 い橙

237 17 蓋 SH8 
（口）316（高）（12.5)げ正）体郎ヘラ玖fキ、口縁鑢ヨゴナデ、脚祁ヘラミガキ、端祁ヨコナデ霰ヘラミガキ．

恭橙 SD函
（話）198 （内面）体郭ヘラミガキ、口縁輝ヨコナデ後へ•ラミガキ、脚郷は毛目後ヨコナデ．

237 18 脚郎 SH8 （高)(9.9)(4)6.2 〇面）体郭ヘラ迂fキ、脚部ヘラ刃代、端鑓ヨ＝ナデ．（内面）体祁ハケメ、脚鑢ナデ、端挑ヨコナデ．
浅貸
S0331 

橙

237 19 蒻台か SH8 （口）15.3（高）（3.3) げ面）体郷ヘラ玖fキ、口縁鑢ヨゴナデ（鰻凹線文3条）．（内面）口謙祁ヨコナデ、ヘラ波状文、榔摘刃点文．
にし‘
S0331、外面朱彩あり．貫檀

ー安19-



第4窒競措と遺物

膚図 番号 醤橿 遺構 法 （中 Ill整 色璽 備＊

237 加 器台 SH8 （口）18.0（高）（6.0) 〇面）体部ヘラ玖fキ、口繹郭ヨコナデ(lll[!!)線文4条）．（内面）体郎ヘラミガキ． 口緯郭ヨ＝ナデ後ヘラ辺fキ． 橙 SD331 

237 21 蒻台 SH8 
（口）19.6 〇面M本部ヘラミガキ、口縁郷ヨ＝ナデ（擬l!!I錬文4条）． にぶ S0333 
（高）（10.0) （内面）体郎中位ヘラケズリ．上位ヘラミガキ、 口縁郎ヨコナデ後ヘラミガキ． い橙

237 22 壺 SH9 （高）（2.2) げ面）体郎ヘラ迂代か、頸郭に刻Bをもつ突書．（内面）体祁ナヂ．
浅貨
S0335 

橙

231 23 甕 Sl-19 （口）13.4（高）（6.3)oiiil体郎ハケメ、 口縁部ヨコナデ。（内iii)体郭ヘラケズリ、 口縁郎ヨコナデ． 灰貸
SD335 

褐

237 24 甕 SH9 （口）12.0（高）（6.6) 〇面）体紅ヽケメ、口縁部ヨコナデ。（内面）体祁ナデ、 口縁部ヨ＝ナデ． にぶ $D335 
い橙

237 25 JIP祁 SHII （高）（3.6)ぽ()6.0 仇面）脚部ハケメ、燐謁ヨコナデ。（内面）即郎ハケメ、端祁ヨコナデ． 灰貨 S0368 

237 26 壺 SHll （口）12.0（高）（8.0) 仇面）体紅ヽケメ、 口縁部ヨコナヂ．（内面）体郎ハケメ、口縁祁ココナデ． に"‘ SD360、ススあり．
賃檀

237 21 蒻台 SHll （口）17.4（高）（6.5) り卜面）体郎ヘラミガキか~ロ縁部ヨ＝ナデ（攘凹線文4条）．（内iii)体郭ヘラケズリ、口縁祁ョコナデ後ヘラミガキ． にぶ SD函
い褐

238 I 鉢 SE] （口）98（高）63
げ面）体挑ヽケメ， 口縁部ヨコナデ、底輝ナデ．（内面）体部ナデ、口縁誂ヨコナデ．

灰貨

（底）1.9 褐

238 2 須恵器甦 SE2 （高）（122) 仇面）体部回転ヨコナデ、底謁回転ヘラケズリ．（内面）体祁回転ヨコナデ． 灰

238 3 須 SE2 （口）22.2（高）15.0
仇面）体綿回転ヨコナデ、口縁邪回転ヨコ9トデ、底綿回転ヨコナデ．

灰
（内面）体郎回転ヨコナデ、口縁郭回転ヨコ9トデ．

239 1 甕 SKI （高）（7.9)(底）3.5 〇面）体郎ハケメ、底繹ナデ．（内面）体郎ヘラケズリ． にぶ
い黄

239 2 甕 SK3 （口）16.0（高）（5.8)
〇面）口縁郎下半ヘラミガキ、上半ヨコナヂ（擬皿線文？条）．

浅貨
（内面）体郎ヘラミガキ、口縁榔ヨコナヂ後ヘラミガキ．

239 3 甕 SK5 （高）（3.6)(底）8.4 げ面）体郷ヘラ玖fキ、脚郭ヨコナデ後ヘラミガ主（内面）体綿ヘラ迂fキ、脚鑢ナデ、蟷部ヨコナデ． 黄

239 4 壺 SKJ7 （口）1&0（高）（5.4)
仇面）口縁綿ヨコナデ(11!1線文2条）後ヘラ5.JJキ、頸郎に凹線文3条． にし‘
（内iii)口縁綿ヨコナデ後ヘラミガキ、櫛撞霞1形文． 貫II

239 5 甕 SK20 （口）14_4（高）（＆8)oiii)体郎ヽ ケメ、口縁部ヨコナデ（内面）体郭ヘラケズリ、 口縁郎ヨ＝ナデ． 明赤
ススあり．

褐

239 6 高杯 SK勾 （口）21.2（高）（4．3)
り卜面）体郎ヘラミガキ、I!!!線文3条，口縁訊ョコナデ後ヘラミガキ． にし‘
（内面）体郎ヘラミガキ、口縁榔ヨコナデ後ヘラミガキ． 貧檀

239 ？ 脚郎 SK40 
（高）（136) 

げ面）脚錦ヘラ玖fキ、端邪ヨコナデ、底郭・ナデ．（内面）脚祁上半ナデ、下半ヘラケズリ．
に；；

（底）13.8 い橙

239 8 脚部 SK伯 （高）（7.7)ぼ）12.0 ~iii)脚紅ヽケメ後ヘラミガキデ端郎ヨ＝ナデ。（内面）胴部ヘラケズリ． にぶ・
い黄

239 9 脚部 SK伯 （高）（8.8)(底）13.0 〇面）脚郎ヘラミガキ、沈綿］店長、端祁ヨコナデ．（内面）脚郭上半ナデ、下半ヘラケズリ． にふ“‘ Pl氾点単位”向．
賞鶴

239 10 壺 SK却 （口）16.8（高）（9.0) 〇面）体祁＾ケメ、 口縁郎ハケメ後上半ヨコナデ．（内面）体祁＾ケメ後ナデ、 口縁部ハケメ後J:半ヨコナデ。 浅貨

239 11 甕 SK&4 （口）15.2(111)(3.8) 〇面）脚部体部ハケメ、口縁郭ヨコナデ．（内面）体郎ハケメ、口縁郎＾ケメ後ヨコナデ．
灰貨 年代測定資料(FKllllll).

褐 ススあり．

239 12 甕 SK鉛 （口）14.6 〇面）体部ヽケメ、 口縁部ヨコナデ(1!!1線文1条）．（内iii)体郭ナデ、口縁郭ヨ＝ナデ． 灰貨 スス・コゲあり．
（高）（105) 

239 13 壺 SK60 （口）14_8（高）（3_8) げ面）体郎ハケメ、 口縁部ヨコナデ、端謁に刻目（内面）体郎ナデ、口縁部ヨコナデ． にし‘ ススあり。
賞檀

239 14 甕 SK60 
（口）19.2

仇面）体郎ケ澤 ~^ラミガキ、口縁郎ヨ＝•ナヂ、（内面）体郎ハケメ後ヘラケズ）、口縁郷ヨコナデ． 灰白 スヌあり。
（高）（8.1)

239 15 甕 SK72 
(n)11.s 

〇面）体郎ハケメ、口緯郎ヨコナデ（擬凹線文4条）、底郭ナデか。（内面）体部ヘラケズ）、口緯郷ヨコナデ。
にぶ
ススあり．（高）（2ヽ．7)00ヽ．7 い橙

239 16 甕 SK75 
（口）!5.0(illl)23.9

り卜面）体郎ハケメ、口縁郭ヨコナデ（擬凹線文3条）、底郎ナデ。（内面）体部ヘラケズ）、口縁部ヨ＝ナデ．
浅貨
スス・コゲ、底郎赤変あり．

（底）5.0 橙

240 ］ 壺 SK83 
（口）22.9

仇面）口縁綿ヨコナデ後ヘラミガ屯頸繹に貼付突帯2条．（内面）口縁郎ヨコナデ後ヘラミガキ． 灰白 スヌあり。
（高）（7.4) 

240 2 壺 SK83 （高）（4.8) げ面）体紅ヽケメ後ヘラミガキ。（内面）体舅1ナデ． にし‘
スヌあり。

貧檀

240 3 甕 SK鯰 （高）31（底）68 〇面）体紅ヽケメ、底郷ナデ．（内面）体祁・たデ． にし‘
貫II

240 4 壺 SK83 （高）（6.8バ底）4.0 〇面）体椰ナデ、底郎ナデ．（内iiil体祁ナデ． にし‘
賞檀

240 5 甕か SK鯰 （高）（3.6JUl)4.9 仇面）体郭ナデか、底祁ナデ．（内面）体節ナデ．
にぶ

い橙

240 6 壺 SK83 （高）（4.9)(底）10.0 〇面）体郎ハケメ後ヘラミガキ、底郭ナヂ．（内面）体部ナデか．
浅貨

橙

240 1 甕 SK鯰
（口）22.4 仇面）体郎ケメ、口縁郎ヨコナデ．頸謁1こ．ヘラ摘沈繰文3条、 口縁燐綿1こヘラ刻目． にぷし＇`ススあり。（高）（7.4) （内面）体郷ナデか、口縁郎ヨコナデ。 賞檀

240 8 甕 SK83 （口）22.0(1111)(4.8) げ面）体郎ハケメ後ナデ、口縁部ヨコナデ。（内面）体郎ナデ、口緯郎ヨコナデ．
浅貨
ススあり。

橙

240 9 壺 SK83 （口）16.4(高)(2.2) 〇面）体郭＾ケメ、 口縁部ヨコナデ、端謁1こ，刻見 （内面）口縁郭ヨコナデ．
1こぶ
スヌあり。

い橙

240 10 壺 SK鯰 （口）30.3(111)(2.2) 〇面）口縁綿ヨコナデ（後ヘラミガキか）、蟷i部に刻日．（内面）口縁祁ヨコナデ． にし‘
賃檀

240 11 甕 SK91 SK92 
（口）15.6 げ正）体郎ナヂ、肩郭1こハケメ原体列点文、互線文、列点文、 口縁郭ヨコナデ後9 ケヽメ、^ ケメ原体列点文．

灰白 搬入品。断面黒色．（高）（7.2) （内面）体郎ナヂ、 口縁郎ョ＝ナデ。

240 12 高杯 SK95 
（口）17.4 〇面）体紅ヽケA蚤ヘラミガキ、口縁郷ヨ＝•ナヂ([!!]線文4条）後ヘラミガキ．

灰白 内外面朱彩あり。
（高）（5.6) （内面）体錦ヘラミガキ、口縁錫ヨコナヂ後ヘラミガキ．

240 13 台付壺 SK!Ol 
（口）II.I（高）20.6 り卜面）体郎ヘラミガキ、口縁郭ヨ＝ナデ（擬[!!)練文3条）、後ヘラミガキ、詞郎ハケメ後ヘラミガキ． 浅貨

（底）12.4 （内面）体部ヘラケズリ後ヘラミガキ、口縁郎ョコナデ後ヘラミガキ．脚郎八ケメ後ヘラケズリ． 橙

-3'IO -



第2節造物

膚図 番号 醤橿 遺構 法（中 Ill整 色璽 備＊

240 14 壺 SK103 （口）11.8
〇面）口縁郎＾ケメ後上郎ヨ＝ナデ。口隷埠部ハケメ原体刻g．（内面）口緯繹ハケメ後ナデ・端部ヨコナデ．

浅貨

（高）（5.2) 橙

240 15 壺 SK!04 （口）11.0（高）（7.0)
〇面）脚部ヘラミガキ、端郭ヨコナデ後ヘラミガキ。脚柱郭に沈縁文3条以上． にい

（内面）脚郎上半ナヂ、下半ヘラケズリ． 貫檀

240 16 甕 SK!OS 
（口）35.0（高）35.5

げ面）体邸＾ケメ、口縁郎＾ケメ後ヨコナデ」底郭ナデ．（内面）体祁ナデ、口縁祁ヨコナヂ． に"‘ スス・コゲあり．
（底)87 貫糧

241 1 壺 SKJ08 
（口）10.2 oiiil体部ヘラミガキ、口縁郷ハケメ後上位：ョコナデ．（内面）体郎ナデ、口縁綿ナデ後上位ヨコナデ． にぷし層

（高）（173) 貫檀

241 2 壺 SK108 
（口）12,6

〇面）体紅ヽケメ、口縁郎ハケメ後上位ヨコナデ．（内面）体郭ナデ、 口ほ郎ナデ後上位ヨ＝ナデ． にし・
（高）（140) 賞暢

241 3 壺 SK!04 
（口）20.5（高）32.8 〇面）体部ハケメ後ヘラミガキ、口緯郎ヨコナデ後ヘラミガキ、底部ヘラミガキか．

浅貨
（底）93 （内面）体郎ハケメ後ナヂ、 口縁郎ヨコナデ穀ヘラミガキ．

241 4 甕 SK109 
（口）22.I（高）18.1 〇面）体綿＾ケメ、頸謁にヘラ摘沈繕文2条、 口縁挑ヨコナデ、燐郎1こヘラ刻目、底郎ナデ．

灰白 スヌあり．
（底）72 （内面）体郎ナデ、 口縁郎ヨコナデ．

241 5 甕 SK109 （口）23.3 り卜面）体郎ナデ、頸節にヘラ攘沈線文3条、口縁繹ヨ＝ナデ。（内面）体郭ナデ、口縁部ヨコナデ． 橙 スヌあり。口縁郎残り恵く、刻
（高）（120) 目の有需不詳．

241 6 壺 SK!09 （高）（7.0)(Jl!:)6.8 げ面）体挑ヽケメ，底誡ナデ．（内面）体祁・rデ． にし‘ 底部焼成後穿孔
賞檀

241 7 甕 SKllO 
（口）20.0

仇面）体部＾ケメ、 口縁郎ヨコナデ．（内面）体祁下半ヘラケズリ後ハケメ、後上半ナデ、口黛部ヨ＝ナデ。
浅貨

（高）（157) 橙

241 8 甕 SKllO 
（口）14.0（高）20.9 仇面）体綿＾ケロ縁郭ヨコナデ(l!!I絹文1条）、底郎ナデ． にふ孔ヽ 年代謝定資料（m皿33).
（底）5.9 （内面）体挑下半ヘラケズリ、上半ナデ後一栂＾ケメ、口緯祁ヨコナデ． 貫1l ス・コゲあり．

241 9 甕 SKllO 
（口）14.4（高）21.0

〇面）体郎ハケメ、 口縁節ヨコナデJ底郎ヘラケズ）．（内面）体郭ハケメ後ヘラケズリ、口縁郭ヨ＝ナデ． 灰白 スス・コゲあり．
（底）4.5

241 10 鉢 SKI 10 
（口）15.5（高）II8 〇面）体紅ヽケA負ヘラ迂キ、口縁部ヨコナデ、JIIJ郎ハケメ後ヘラミガキ．

灰白
（底）6.4 （内面）体紅ヽケメ後ヘラミガキ、口縁郷ヨコナデ、脚部ヘラケズリ．

241 11 Jip祁 SKllO （高）（6.9)(底）10.4
〇面）脚郭ヘラミガキ、端祁ヨコナデ後ヘラミガキ．11P住郷に沈縄文3条以.t.

暗灰 円孔方向．
（内面）脚郭上半ナデ、下半ヘラケズリ．

242 I 甕 SKJJ2 
（口）19.6（高）28.5

〇面）体郎ハケメ、 口縁郎ハケメ後ヨコナデ、底郭ナデ．（内面）体郭ヘラケズリ、口縁祁ハケメ後ヨコナデ． にし‘ 年代1111定資料 (FKIIB29).

（底）28 貫嶋 ススあり．

242 2 甕 SKI 12 
（口）16.3（高）21.5 oiii)体郎ヽ ケメ、口縁部ヨコナデ、底郭ナデか．（内面）体祁ヘラケズ）、口縁郎ヨコナデ． 橙 スス・コゲあり．
（底）2.8

243 I 壺 SKl!3 
（口）28.7

〇面）口縁狐ヨコナデ。（内面）口縁祁ヨコ9トデ． にぶ
（高）（143) い橙

243 2 壺 SK113 
（高）（泣4)

げ面）体郎ハケメ後ヘラミガキ、底郭ナヂか。（内面）体郎ハケA負肩郎ナデ。 にし‘
（底）5.4 貧檀

243 3 壺 SKI 13 （高）（523) ~iii)体紅ヽケメ後ナデ、 口縁郎ヨコナデ、底祁ナデ．（内面）体祁ハケメ、口縁郭＾ケメ後ヨコナデ． 灰白
ロ縁郊内面黒色物塗布。底

郎同囲剥層し、突出底風≫

244 I 壺 SKI 16 
（高）（459) 

〇面）体郎ヽケメ、底蒻ナデか．（内面）体椙＾ケメ． にふ“‘ ロ縁郎打ち欠き．
（底）10.3 賞檀

244 2 甕 SK116 
（口）20.1 〇面）体郎ハケメ後ナデ、 口繹部ヨ＝ナデ、蟷祁上端にヘラ刻目、底部ナデ．

灰白
（高）（349)(底）10 （内面）体郎ハケA負ナデ、 口縁郎ヨコナデ．

245 I 鉢 SK118 
（口）10.6（高）59

〇面）体錦ヘラ玖fキ、口縁榔ヨコナヂ、ヘヴ撞沈線文3条．底部ナヂ．（内面）体綿ヘラミガキ、口縁祁ヨコナヂ．
オリー

（底57 プ褐

245 2 甕 SK121 （口）22.5 〇面）体部ヽケメ、ヘラ措沈縁文3条 口縁部ョコナデ、端節に刻目。（内面）体部ヽケメ、 口縁部ヨコナデか． にぶ
（高）（IO6) い褐

245 3 脚部 SK!23 （高）（9.0)(底）9.8
〇面）脚郎ナヂ．沈線文3条以上、6条．蟷・郎ヨコナデ(l!!I線文2条）．

灰白 円孔あり。
（内面）脚郎上半需調整（シワ）、下半ヘラケ．ズリ．

245 4 壺 SKlお
（口）11.3（高）215 

仇面）体郎ケメ、 口縁郎ヨコナデ、端謁に近接して2条の刻みi（内面）体部ヘラケズリ、口縁部ヨコナデ． 灰貨
（底）4.0

245 5 壺 SKJ40 （口）17.6（高）（3.6) 〇面）口縁綿ヨコナデ後ハケメ後ヘラミガキ．（内面）口緯部ヨコナデ後ヘラミガキ． にし‘
貫檀

245 6 壺 SK!40 （口）17.0（高）（5.4) り卜面）口縁郭ヨ＝ナデ後ヘラミガキ．頸郎に．ヘラ撞沈繰文2条以.t.（内面）口縁郎ヨ＝ナデ後ヘラミガキ． にぶ
い橙

245 7 蓋 SK!40 （口）14.8（高）に1) 仇面）体郭ヘラミガキ、口緯輝ヨコナデ。（内面）体郎ナデ、口縁綿ヨ＝ナデ。 にぶ 紐孔あり。
い橙

245 8 壺 SKl叩 （高）（5.0) げ面）口縁郎ヘラミガキか。（内面）口縁部S9コナヂ（後ヘラミガキか）． にし‘
貧檀

245 9 壺 SK!40 （高）（U) 〇面）体郎ヘラミガキ、貼付突帯2条以上．ヘラ撞沈続文1条、ヘラ需軸羽状文。（内iii)体鑢ナデか． 橙

245 10 壺 SK!40 （高）（3.6)(4)10.7 〇面）体椰ナデ、底郎ナデか．（内面）体節．ナデか．
にぶ
い橙

245 11 壺 SKI勾 （高）（3.6JUl) 13.o 仇面）体郭ナヂ、底郎ナデか．（内面）体節ナデか。
にぶ

い橙

245 12 深鉢 SK140 
（口）19.8 

〇面）体郎ナヂ、口縁郎ナヂ後端鑢に刻!I．（内面）体郭ナヂ．
にぶ
搬入品。ススあり。（高）（192) い褐

245 13 翡台 SK144 （口）17.3（高）（5.5) 〇面）体部ヘラミガキ、口縁椰ヨ＝ナデ（攘凹練文3条）．（内面）体郎ヘラミガキ．口緯郎ヨコナデ．
浅貨

橙

245 14 甕 SK156 
（口）13.6

げ面）体郎ハケメ、口縁部ヨコナデ、攣l突ヌ：2点あり。（内面）体部ヘラケカ）後一緯ヽケメ、口緯綿ヨコナデ． 灰白
（高）（133) 

245 15 鉢 SKl防 （口）14.8（高）（5.9) 〇面）体郭＾ケメ、口縁郎ヨコナデ（擬凹線文2条）。（内面）体部ハケメ、口縁郎ヨコナデ．
1こぶ
い橙

245 16 甕 SK!S8 （口）14.4(111)(72) 〇面）体郎ハケメ、口鯰郎ヨコナデ．（内面）体祁ヘラケズリ後ナデ、口縁郎ヨゴナデ． にし‘ 年代謝定資料(FKJIB37).
賃檀 ススあり．

245 17 甕 SK159 （口）16.0（高）（70) 
げ面）体郎ハケメ、惚撞直繰文、同列点文、口縁鑢下半ハケメ、上半ヨコナデ、櫛撞列点文、刻目．

灰白 搬入品。ススあり。
（内面）体郎ナヂ、 口縁郷下半ハケメ、上半:3コナデ．

245 18 甕 SK!64 （口）15.8（高）（6.6) 〇面）体綿＾ケメ、 口縁部ヨコナデ（擬11!1線文3条）。（内面）体部ヘラケズリ、口縁郎ヨコナデ．
にぶ
スヌあり。

い橙

245 19 鉢 SK170 
（口）5I（高）44

げ面）体郎ハケ環ナヂ、 口縁郎ナヂ、Jli]拇ナヂ。（内面）体郎ヘラケズリ後ナデ、Jli]綿ハケメ後ナヂ． 灰白（底）4.3
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第4窒競措と遺物

挿図 番号 醤種 遺 法量（ca) ＂整 色鵞 備＊

245 20 甕 SK!88 
（口）14.6

〇面){4'部ハケメ、口縁部ヨコナデ．（内面）体祁ヘラケズリ、口ほ部ヨコナデ．
明褐
スス・コゲあり．（高）（155) 灰

245 21 壺 SK197 
（口）10.8（高）16.2

げ面）体郎ヘラ迂fキ、口縁郎ヨコナデ後＾•ラ玖fキ、底鑢ナデ． （内面）体部ナヂ、口縁祁ヨコナデ後ヘラミガキ．
浅貸

（底）66 橙

245 22 鉢 SK203 
（口）14.3

仇酌体祁ハケメ、 口縁祁ココナデ．（内面）体親ヽケメ、口縁祁ヨコナヂ．
にし‘
スス・コゲあり．（高）（107) 貫檀

246 1 高杯 SK207 
（口）21.1（高）14.6 仇面）体部ハケA艮ヘラミガキ、 口縁部ヨコナデ後ヘラミガキ、J11郎ハケメ後ヘラミガキ． にぶ
（底12.3 （内面）体郎ヘラミガキ、口ほ鑢ヨコナデ後^ ・ラミガキ、脚郎ナデ． い芙

246 2 壺 SK214 
（口）13.8

げ卜面M本部ハケメ、携撞ぼ繰文5帯以上、麗澤ナデか。（内郎）体郎ハケメ後、下位..J:位をナデ．
に，、

（高）（192) 賞檀

246 3 壺 SK228 
(ill!) (16 0) 

げ面）体郎ハケメ、櫛撞直線文5帯以上、良9郭ナデか。（内部）体親ハケメ後、下位・上位をナデ．
にい

（底54 貧檀

246 4 壺 SK盆
（口）14.8（高）32.7

仇面）体饒 ケヽメ、口縁鶴ハケメ後蟷鶴ヨコナデ．（内面）体鶴ハケメJ口縁鶴ハケメ後鱚欝ヨコナデ．
にぶ

（底)5.9 い橙

247 1 土師器椀 SK邸 (A)IU(竃）03償）13〇面）体部・ロ縁郭回転ヨコナデ、底郎回転糸切痕．（内面）体郎・ロ縁祁回転ヨコナデ． にい●曇底郎に直線状の圧痕あり．

247 2 土師蒻甕 SK107 （口）17.2（高）（6.0) り卜面）体郎ハケメ後ナデ、 口縁部ヨコナデ。（内面）体綿ヘラケズリ、口緯郷ヨ＝ナデ． に 9ヽ●● ススあり．

247 3 躙恵曇養瓢 SK107 （高）（145) げ卜面）回転ヨコナデ．（内面）回転ヨコナヂ． 灰 把手の痕跡あり．

247 4 須恵俎甕 SK!07 （高）（18I) 〇面）体挑平行タクキメ。（内面）体郎罰心I~文当具痕。 灰

247 5 躙恵曇年董 SK107 （口）13.0（高）5I 〇面）体邸回転ヨコナヂ、天井祁回転ヘラケズリ．（内面）体部回転ヨコナヂ、口隷部回転ヨコナデ． 灰

247 6 績恵塁坪霧 SK107 （口）11.4（高）50 〇面）体郭回転ヨコナデ、底郎回転ヘラケズリ．（内面）体郭回転ヨコナデ、口縁綿回転ヨコナデ． 灰 断面赤色。

247 ？ 土師器坪 SK107 （口）12.8(illl)(4.0) 〇面）体郎ナヂ、口縁邸ヨコナヂ．（内面）体部ナヂ、口縁郭ヨコナヂ． 灰褐

247 8 土師器竃 SK!75 （高）（8.1) 〇面）体郎ナデ。（内iii)体部ナデ． 明褐

247 9 土師器甕 SK175 （口）16.4(111)(6.6) 〇面）体部ハケメ、口縁部ヨコナヂ．（内面）体祁ナヂ． 口縁郎ヨコナヂ． 灰褐

247 10 績恵塁齊董 SK175 （口）12.2(1111)57 〇面）体挑回転ヨコナデ、天井郎回転ヘラケズリ。（内面）体部回転ヨコナデ、口縁部回転ヨコナデ． 灰

247 11 躙恵曇坪貪 SK175 （口）12.8(illl)(44) げ卜面）体邸回転ヨコナヂ、底綿回転ヘラケズリ．（内面）体祁回転ヨコナヂ、口縁綿回転ヨコナヂ． 灰

247 12 須恵俎甕 SKI 11 （高）15.0 〇面）体部ククキメ。（内面）体部タクキメ後ハケメ． 灰

248 1 高杯 SP37 （口）20.6（底）（6.5) 〇面）体郭ヘラミガキ、口繹郭ヨ＝ナデ（攘旧練文5条）．（内面）体郎ヘラミガキ、口緯郎ヨ＝ナデ後ヘラミガキ． にし`＇
賞檀

248 2 高杯 SP砧 （口）15.8（高）（3.9) 仇iii)体郵ヘラ迂fキ、口縁郷ヨコナデ。（内面）体郎ナデ、口縁綿ヨコナデ。 にし‘ ススあり。
賞嶋

248 3 脚郎 SP193 （高）（5.7)は呈）10.2 げ面）体郷ヘラ玖fキ、脚祁ヘラミガキ、端訊ヨコナヂ（擬l!!I線文5条）。 （内面）体郎＾ケメ、脚鑢ナヂ．
に；；；

い橙

248 4 壺か SP270 （高）（4.0) 〇面）体郎ハケメ後ナデ．（内面）体郎ハケ，,. にし‘
ヘラ記号あり．

貫檀

248 5 脚部 S母 （高）（4_5)(底）140 り卜面）脚郎ヘラミガキ、脚褐郭ヨ＝ナデ後＾・ラミガキ．（内面）脚郭＾ケメ、胴葛郭ヨコナデ．
にぶ Pl孔あり．
い橙

248 6 高杯 SP308 （口）18.0（高）（4.7)
〇面）体部ヘラミガキ、口繹郷ヨ＝ナデ後＾・ラミガキ、凹縁文3条。 にぶ
（内iii)体郎ヘラミガキ、口縁榔ヨコナデ後ヘラミガキ． い橙

248 1 壺 SP341 （口）12.6（高）（4.5) げ面）口縁綿ヨコナヂ後ヘラミガキ、沈繰文：4条、羽状文．（内面）口縁郎ヨコナヂ後ヘラミガキ．
浅貸

橙

248 8 醤台 S虚 （高）（3.5) 〇面）口縁繹ヨコナデ後ヘラミガキ、屈曲的に刻目。（内面）口縁郭ヨコナデ後ヘラミガキ． にし‘
賞檀

248 9 .111l部 SP血 （高）（8.6) り卜面）体部ヘラミガキ、脚郭ヘラミガキ、沈樟文．（内面）体部ヘラミガキ、脚祁ナデ。 にし‘
賞檀

248 10 鉢か SP476 （高）（5.0)(Jl)5.6 仇面）体部ヘラミガキ、底祁ナデ。（内面）体部ヘラケズリ． にし‘ 底部にヘラ記号切。
貫檀

248 11 甕 SP514 （口）11.4（高）（5.4) 〇面）体紅 ケヽメ、口繹郎ヨコナデ．（内面）体祁ナデか、口縁郎ヨコナデ． に"‘ スヌあり．
貫嶋

248 12 鉢 SPS25 （口）9.8（高）78 〇面）体郭ヘラミガキ、口謬郷ヨ＝ナデ、底郷ナデ。（内面）体部下半ナデ、上半ヘラケズ）、 口縁部ナデ． 明褐
（底）2.9

248 13 脚邪 SPS30 （高）（6.9)(Jil:)!2.7 〇面）脚綿ヘラミガキ、榔撞直線文、JII端郎ヨコナデ．（内面）脚祁上半ナデ、下半ヘラケズリ．
にぶ
円如点単位妨向．

い褐

248 14 壺 S和 7 （口）8.0（高）（73) げ正）体郎ハケメ、口縁郎ヨコナヂ．（内面）体部ナデ、口縁郎ヨ＝ナデ．
にぶ

い橙

248 15 高 SPS83 （口）14-4（高）（4-3)
〇面）体祁＾ケ環ヘラミガキ、口縁郎ヨコナヂ後ヘラ玖fキ． にぶ

（内面）体郭ヘラミガキ、口縁繹ヨコナデ後＾・ラミガキ． い橙

248 16 脚郎 SP639 （高）（5.6)(底）5.0 り卜面）体郎ナデ、底郎ナデ．（内面）体郎ナデ、底祁ナデ． にぶ
い橙

248 17 甕 S0656 
（口）19.0

仇面）体声ケメ、口縁郎ヨコナデ（擬0!1線文3条）。（内面）体郎ナデ後ヘラケズリ、口縁祁ハケメ後ヨコナデ． にし‘ スヌあり。
（高）（＆I) 賞檀

248 18 壺 S呻
（口）13.0（高）22.2 げ面）体郎ヘラミガキ、口縁郎ヘラミガキ、・ヒ位ヨゴナデ（擬1!!1線文3条）、底部ナデ． にし‘

把手あり．
（底）52 （内面）体郎ヘラケズリ、口繹部ヨコナデ後＾・ラミガキ． 貫檀

248 19 高杯 SP681 （口）28.J（高l(2_5) 〇面）口縁郷ヨコナデ後ヘラミガキ．（内面）口縁椰ヨコナデ後ヘラミガキ． 灰白

248 20 壺 SP686 （口）17.0(1111)(6.5)〇面）体郎ヘラミガキ、口ほ郭ナデ後上位99コナデ．（内面）体郭ヘラケズリ、口縁訊ハケメ後上位ヨコナデ． にし‘
賞檀

248 2l 壺 SP687 
（口）16.3

仇面）口縁綿ハケメ後ヘラ迂fキ、端郎ヨ＝•ナデ。（内面）口縁祁ヘラミガキ． にし‘
（高）（6.6) 貧檀

248 22 高 S函
（口）19.8 〇面）体綿＾ケメ後ヘラミガキ、口縁部ヨコナデ（鰻凹続文3条）．

浅貨
（高）（5.6) （内面）体郎ヘラケズリ後ヘラミガキ、口縁郎ヨコナデ．

248 23 高杯 SP715 （口）17.0（高）（70) げ面）体郎ハケメ後ヘラミガキ、口縁郎ヨコナヂ（攘凹線文3条）． 浅貨
（内面）体郭ヘラミガキ、口ほ狐ヨコナデ後へ•ラミガキ． 橙

248 24 高杯 SP729 （口）I1.0 (1111)(3.2) げ面）体挑ヘラミガキか、口縁郎ヨゴナデ。（内面）体鑢ヘラミガキか、口縁祁ヨコナデ． にし‘
賞嶋

248 25 甕 SP770 
（口）13.2

仇面）体祁J9ヽケメ、口縁祁ヨコナデ(I!!!線文2条）．（内面）体祁八ケメか、口縁郎ヨコナデ。
浅貨
スヌあり。

（高）（120) 橙
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第2節造物

膚図 番号 醤橿 遺構 法（中 Ill整 色璽 備＊

248 お 鉢 SP801 
（口）10.2（高）40

〇面）体部ヘラ玖終ケズリ、口縁郎ヨ＝ナデ、底部ナデ。（内面）体部ヘラミガキ、口縁郎ヨコナデ． にし・

（底3.8 賞檀

248 27 甕 SP80! （口）19.6(高)(2.9) 仇面）口縁綿ヨコナデ（撮凹続文3条）．（内iii)体祁ヘラケズリ、口縁祁ヨコナデ．
灰貸
スヌあり。

褐

248 28 甕 SPflOl （口）28.0（高）（4.9) げ面）体邸＾ケメ、 口縁部ヨコナデ(1111!!1線文6条）．（内面）体部ヘラケズリ、口縁郎ヨ＝ナデ．
にぶ

い橙

249 1 甕 SP!逗 （口）11.0（高）（5.5) o iiil体郎ナデロ縁郎ヨコナデ直印］縁文：l条）。（内iii)体1111ナデ、口縁1111ヨコナデ．
にぷし層
ススあり．

貫檀

249 2 禦息塁寄，， SP880 （口）10.9（高）48 〇面）体郎回転ヨコナデ．底郎回転ヘラケズリ．（内面）体郭回転ヨ＝ナデ、口緯鶉回転ヨコナデ． 灰

249 3 蒻台 S函 1 （口）20.8（高）（1.7) 仇面）口縁綿ヨコナデ後ヘラ辺f主（内面）口縁鑢ヨコナデ後ヘラミガキ．
にぶい
貫檀

249 4 甕 S呻 （口）15.6（高）（4.0) 〇面）体綿ナヂ、 口縁錦ヨコナヂUll!l!!I繰9[4条）．（内面）体部ヘラケズリ、口縁綿ヨコナヂ．
にぶ

い橙

249 5 鉢 SP903 （高）（4-4)（口）4-0 O面）体郎ナデか、脚祁ナデか．（内面）体祁ナデか｀脚郎ナデか． にぷし‘
賞檀

249 6 甕 SP909 （口）!8.0(1111)(6.7) げ面）体挑ヽケメ、ハケメ原体列点文、口緯1郎ヨコナデ（擬凹線文2条）。（内面）体部ヘラケズリ、口縁謁ヨコナデ．
灰貨

褐

249 7 鉢 SP954 
（口）9I（高）64

仇面）体部ヘラミガキ、口縁狐ヨコナヂ、底祁ナデ。（内面）体部ハケメ． 口縁郎ヨコナデ、脚綿ナヂ．
浅貨

（底）4．4 橙

249 8 壺 SP!OOS （高）（148) 〇面）体郎ハケメ、口縁郎ハケメ、頸綿に突I帯を貼付けヨコナデ．（内面）体況ハケメ、口縁郭＾ケメ後ナデ． 橙

249 9 甕 SP1019 （口）22.4（高）（9.0) 〇面）体郎ハケメか、口縁郎ヨコナデ（農凹線文3条）。 （内面）体郭ヘラケズリ、口縁郷ヨ＝ナデ． にし`＇
賞檀

249 10 高杯 SP1019 
（高）e31)

仇面）体郭ヘラ刃fキ、脚郷ヘラミガキ、端栂ヨコナデ．（内面）体祁ヘラミガキ、脚祁ナデ、端郎ヨコナデ。
浅貨

（底）18.3 橙

249 11 壺 SP!044 （高）（154)(底）5.6 げ面）体郎ハケメ、底綿ナデ．（内面）体祁・ナデ．
にぶ

い橙

249 12 鉢 SP!044 
（口）10.2（高）68

〇面）体郎ナヂ． 口縁綿ョコナデ．底郎ナヂ．（内面）体郭ナデ． 口縁部ヨコナデ．
浅貨

（紐4.6 橙

249 13 甕 SP1227 
（口）13.0 〇面）体紅ヽケメ、饗撞ぽ繰文、同波状文、口縁鑢ヨ＝ナヂ、ハケメ原体列点文． にぶ
（高）（137) （内面）体部ナヂ、 口縁邸ョ＝ナヂ。 い橙

250 I 壺 SDI 
（口）16.8 り卜面）体紅ヽケメ、口縁郎ヽケメ後上半ヨコナデ、端謁にヘラ刻目13条． 明貸

（高）（114) （内面）体郎ナヂ．口緯郎ハケメ後上郎ヨコナヂ． 褐

250 2 甕 SDI 
（口）15.0

げ面）体郎ハケメ、口縁祁ヨコナヂ．肩鑢に＾ケメ原体列点文（内面）体郭ヘラケズリ、 口縁部ヨコナヂ．
浅貨
スヌあり。

（高）（150) 橙

250 3 需頸壺 SDS 
（口）16.2

~iii)体郎ヘラミガキ、口縁郷ヨ＝ナデ。（内面）体郎ハケメ後ヘラケズ）、口縁郎ヨ＝ナデ． にし‘
（高）（7.9) 賞糧

250 4 壺 SD7 
（口）16.2

〇面）口縁綿9ヽ ケメ後ヨサデ、櫛灌列点文、棒状浮文（内面）口緯郎ハケメ後ヨコナデ． 灰白
（高）（7.9) 

250 5 甕 SD7 
（口）21.0

〇面）体祁＾ケメ、口縁釦コナデ（凹線文2条）．（内面）体祁下半ヘラケズリ‘.J:半ハケメ、口縁郭ヨ＝ナデ．
にし‘ スヌあり。

（高）（215) 貧檀

250 6 甕 SD8 
（口）16.9

〇面）体部ハケメ、 口縁郎ヨコナヂ．口縁鮒二又状原体による列点文．（内面）体部ヘラケズリ、 口縁部ヨコナヂ．
にぶ

（高）（4_9) い褐

251 1 壺 SDIO.I::II （口）26.6 〇面）口縁繹ハケメ後ヨコナデ．口縁郭に竹管文。（内面）口縁郭＾ケメ後ヨコナデ． にし‘
（高）（4.5) 賞檀

251 2 壺か SDIO （高）（＆5)()11:)4-6 げ面）体郎ハケメ後ヘラミガキ、底郎ハケメ．（内面）体祝ハケメ後一祁ナデ． 褐

251 3 壺 SDIO上層
（口）15.8

仇面）口縁綿ヨコナデ（鰻凹線文9条）、屈杜郭1こヘラ刻目．（内面）体郎ヘラケズリ、口縁訊ヨコナデ． 明赤’

（高）（“8) 褐

251 4 壺 SDIO （口）6I（高）82 〇面）体郎ハケメ、口緯郎ヨコナデ、底繹ハケメ。（内面）体郷ナデ、口縁綿ヨコナデ．
にぶ

い褐

251 5 甕 SDIO 
（口）14.1

り卜面）体郎ハケメ、口縁郭ヨコナデ．（内面）体祁ヘラケズ）、口縁部ヨコナデ． にし‘ ススあり．
（高）（8.0) 賞檀

251 6 甕 SDIO.t層
（口）12.9

仇面）体部＾ケメ、 口縁郎ヨコナデ．（内面）体郷＾ケメ、口縁節ヨコナデ．
にぶ スヌあり。

（高）（S.8) い橙

251 1 甕 SDIO （高）（3.2)(底）2.6 げ面）体錦タクキメ後ナヂ、底郎ナヂ．（内iii)体郎ハケメ．
暗灰 ススあり。搬入品（：：：母多く
黄 含む）．

251 8 甕 SDJO 
（口）9.3(高）105 

〇面）体紅ヽケメ、 口縁部ハケメ後ヨコナデ、底郎ナデ．（内iii)体郭ナデ、口縁郎^ ケメ．
にぶ

（底）4.2 い黄

251 9 高杯か SDIO 
（口）18.0 〇面）体錦ヘラ玖fキ、口縁鑢ヨコナヂ（擬[!!1線文6条）後ヘラミガキ． にし‘ ススあり．
（高）（9.7) （内面）体郷ヘラ玖fキ、口縁鑢ヨゴナデ後＾•ラミガキ． 賞檀

251 10 鉢 SDIO 
（口）20.6（高）13.0

仇面）体部＾ケメ、 口縁郎ヨコナデ、底謁ナデ．（内面）体祁ヘラケズリ後ハケメ、口縁祁ヨコナデ． 橙
（底）I6 

251 11 有孔鉢 S010 
（口）16.0（高）13.8

〇面）体郎ハケメ後下半ナヂ、口縁郎ヨコっトヂか．底部ナデ．（内面）体親ハケメ後下半ナデ、 口縁郎ヨコナデか．橙
（底）I8 

251 12 有孔鉢 SDIO 
（高）（127) 

〇面）体部ヽケメ後一郭ナデ．底郎ナデ．i＇内面）体祁ヘラケズリ後ナデ．
にぶ

（底1.2 い褐

251 13 有孔鉢 SDIO 
（口）15.0（高）83

げ面）体郎ハケメ後一郎ナデ、 口縁綿ナデ、底節ナデ。（内面）体部9ヽ ケメ。
にぶ

（底）3.6 い橙

251 14 手焙 SD!O上層 （高）（IOI) 〇面）体祁ナデ、 口縁綿ョ＝ナデ、覆節ヘケメ後ナデ、底郎ヘラケズ）。（内面）体郎ハケメ、覆部ハケメ．
1こぶ

い橙

251 15 壺 S010.J:/1 （口）2.8（高）48 〇面）体郎ナヂ．口縁郎ナヂ。（内面）体錆：ナデ、口縁郎ナデ．
明貨

褐

251 16 器台 SD!O.J:JI 
（口）24.0 げ正）体郎ヘラミガキ、口縁鑢ヨゴナデ(11111!!1線文10条）、後下端に刻目。 明赤
（高）（7.0) （内面）体郭ヘラミガキ、口ほ狐ヨコナデ後へ•ラミガキ． 褐

251 17 器台
SO!O上層 下

（口）1&2（高）（6.5)
〇面）体紅ヽケメ後ヘラミガキ、口縁郷ヨ＝•ナヂ（攘阻線文3条）後ヘラミガキ． にし‘

層 （内面）体錦ヘラミガキ、口縁錫ヨコナヂ後ヘラミガキ． 賞檀

251 18 Jip祁 SDIO （高）（6.5) げ面）脚郎ハケメ後ヘラミガキ。（内面）脚郎上半ナヂ、下半ハケメ。
灰貨
円孔3方向．褐
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第4窒競措と遺物

膚図 番号 醤橿 遺構 法 （中 Ill整 色璽 備＊

251 19 鉢 SDIO.I:JI （口）82（高）6.8 〇面）体郎ナデ、 口縁郎ヨコナデ。（内面）体部ナデ、口繹郭ヨ＝ナデ． 橙 断面隋灰色．

251 20 底郎 SDIO上層
（高）（2.8)

仇面M本部ナデ、底郭ナデ．（内面）体祁ナデ。 にい
底郎1こヘラ記号あり。

（底46 貫檀

251 21 蓋 SDIO （口）17.5（高）（5.9) げ面）体郎ヘラ迂fキ、口縁郎ヨコナヂ後＾•ラ迂紐．（内面）体郎ヘラミガキ、口縁祁ヨゴナヂ後ヘラ玖fキ．
浅貨

橙

251 22 鉢 SDIO 
（口）13.8 oiiil体郎ナデ、 口緯郎ヨコナデ．頸節にヘラ撞沈練文3条．（内面）体郎ナデ、口縁部ヨコナデ． 橙
（高）（123) 

252 ］壺 SD11 （高）（16.5) 〇面）体紅ヽケメ、口縁郎ハケメ後ナデ（内面）体部ハケメ後ナデ、口縁郎ハケメ後ナデ． にし・
搬入品．賞檀

252 2 壺 SDll 
（口）11.2

仇面）体部ハケメ後ナデ、 口縁郎ハケメ後SIコナデ。（内面l体郎ナデ、口縁鑢ハケメ後コプナデ． にぶい

（高）（9.2) 貫檀

252 3 景頸壷 SOIi （口）10.4（高）70 〇面）体紅ヽケメ後ナヂ、ヘラミガキ． 口縁郎ヨコナヂ．（内面）体郎ヘラケズリ後ヘラ迂fキ、口緯部ヨコナヂ． 橙

252 4 甕 SDll.t;層 （口）12.4 り卜面）体郎ハケメ、口縁郎＾ケメ後ナデ．ョコナデ．内iii)体郎ハケメ、口縁昴ハケメ。 にぷし‘
ススあり．

（高）（9.0) 賞檀

252 5 甕 SD]]上層
（口）14.0

げ面）体挑ヽケメ， 口縁郎ナデ。（内面）体綿ヘラケ初、口縁郎ヽケメ． 橙
（高）（9.0) 

252 6 甕 SDll （口）14.8(高)(2.7)仇面）口縁綿ハケメ後ヨ＝ナデ、櫛撞列点Jt.（内面）口縁郎ハケメ後上半ヨ＝ナデ。
灰貨
スヌあり。

褐

252 ？ 甕 SOIi （高）（6.0) 〇面）体郎ハケメ、貼付け突帯上に榔撞列点文．（内iii)体綿ハケメ後ナデ．
浅貨

橙

252 8 高杯 SOIi.t層 （口）23.7
〇面）体郎ハケメ後ヘラミガキ、口縁郎ハケメ後ヨ＝ナデ、竹管文．（内面）体郎ヘラミガキ、口縁部ヨ＝ナデ． にし`＇

SDI4 SDIO （高）（4.7) 賞檀

252 9 脚郎 SDll底
（高）（JO5) 

仇面）脚郭＾ケメ後ヘラミガキ、褐郎ヨコナ・デ．（内面）脚祁ナデ、褐郎ヨコナデ。 にぷし‘ 円孔3方向、4段以上。
（底）14.0 賞鰻

252 10 Jip祁 SDII 
（高）（4_9)

げ面）脚飩ハケ積ナヂか、褐祁ヨコナデ．（内面）脚祁八ケメ後ナヂ、憬郷ヨ＝ナデ．
にし‘ Pl孔5~6方向(3ヶ所残

（底）11.6 貧檀 存）．

252 11 JIIJ祁 SOIi下層 （高）（136) 
仇面）体郎＾ケ澤ヘラミガキ、脚孤ヽケメ1没ヘラミガキ、沈線文6条。 にし‘

搬入品県質馳土）．
（内iii)体挑^ ケメ後ナデ」脚郎八ケメ後上鑓ナデ． 貫II

252 12 底郎 SD11 （高）（4_0)(4)6.0 oiii)体郭ヘラケズリ後ナデ、底郭ナデ。（l勾面）体部ナデ． にし‘ 底郎1こ沈線状の圧痕あり．賞檀

252 13 脚邪 SDII 
（高）（7.3) り卜面）脚郎ヽケメ後ナデ、蟷郭ヨコナデ〇員凹線文3条）．

灰白 外面朱彩．
（底）10.6 （内面）体郎ヘラケズリ、脚郷上半ヘラケズリ後ナヂ．下半ヨコナデ．

252 14 鉢か SDll S010下層
（口）16.7 げ面）体挑ヽケメ後ヘラミガキ、口縁郎ヨコナデ後ヘラ玖玲．

浅貨 スヌあり。
（高）（6.0) （内面）体郎ハケメ後ヘラミガキ、口縁郎ヨ＝•ナデ後ヘラミガキ．

252 15 台付壷 SDll SD24 
（口）13.0（高）22.4 仇面）体部^ ケメ後ヘラミガキ、口縁郎ヨコナヂ(l!!I線文2条）、脚郎ヘラミガキ、端況ヨコナデ． にし‘ 把手あり．
（底11.6 （内面）体郭ヘラケズリ、口緯部ヨコナデ後ヘラミガキ、脚郎ヘラケズ）。 賞糧

252 16 器台 SD11.t層
（口）19.0 〇面）体綿ヘラミガキ、口縁郎ヨコナデ（擬団練文7条）後郷分的ヘラミガキ． 灰貨

（高）（6.1) （内面）体紅ヽケメ後ヘラミガキ、口縁郎ヨコナヂ後ヘラミガキ． 褐

252 17 装飾蒻台 SDII （口）19.0（高）（7.5)〇面）体郭ヘラもキ、口ほ狐ヨコナデ（鰻[!!1線文8条）． （内面）体郎ヘラミガキ、 口縁郎ヨコナデ簑ヘラミガキ． にし‘
透孔あり。貧檀

252 18 Jlp祁 SOIi （高）（4.5)ぽE)ll0 〇面）脚郎ナヂ．沈線文、端郎ヨコナデ．（l芍面）1111郭ヘラケズリ． に"‘
貫糧

252 19 壺 SD11.I::II （口）26.0（高）61 げ面）口縁綿ハケメ後ヨ＝ナデ（凹線文3条，円形浮文と沈線垂下文1条のくり返し）。 にし‘
（内面）口縁綿ハケメ後ヨ＝ナデ、櫛撞扇形文． 賞檀

252 20 壺 SDll （高）（5.4) げ面）体郎ハケメ後ナデ｝＂狂もつ貼付揆1lf．（内面）体郎ナデ ． 黄 ススあり。

252 21 甕 SDII （口）15.4（高）13.0
oiii)体郭クタキメ後ハケメ、下半ヘラミガキ、口縁郎ヨ＝ナデ(I!!)練文2条）． 浅貸

スヌあり。
（内面）体挑ナデ簑中位以下ヘラケズリ、口ほ鑢ヨ::,ナデ． 橙

252 22 躙恵暴坪身 SOIi 
（口）11.0

〇面）回転ヨコナデ．（内面）回転ヨコナデ． 灰 断面赤色0
（高）（3.7) 

252 23 壺 SD14底
（口）19.0

り卜面）口縁郭＾ケメ後ヨ＝ナデ、端郎1こ円形浮文。（内面）口縁郭ハケメ後ヨコナデ． にし‘
（高）（7.6) 賞檀

252 公蓋 SDI4 
（口）10.5 〇面）体部ヽケメ後ヘラミガキ、口縁端郎ヨコナデ、つまみ郭ヘラミガキ． にし‘ 祖郵にスヌあり。緑孔あり。
（高）（S.l) （内iii)体郎ハケメ後ヘラミガキ、口縁端郭ヨコナデ． 賞檀

252 25 壺 S014 S032 
（口）17.2

げ面）口縁綿ヨコナヂ（攘凹練文3条）、端綿に竹管文。（内面）口縁祁ココナヂ後ヘラミガキ． にし‘
（高）（3.0) 貧嶋

252 お 甕 SDJ8 （口）19.0（高）（16)〇面）口縁繹ハケメ後端郷ヨコナデ、円形荘文。 （内面）口繹郎ヨコナデ． にし‘
貫嶋

253 I 壺 SDI9.t層
（口）11.1 〇面）頸錦ヘラケズリ後ヘラミガ屯口縁部ヨコナデ（擬凹線文6条）． にし‘
（高）（8.3) （内面）顕邸ハケメ後ヘラミガキ、口縁郎ヨコナヂ後ヘラミガキ． 賞檀

253 2 壺 SDI9下層
（口）15.0 〇面）口縁繹ハケメ後ヨコナデ／ヘラミガキl：懺凹練文5条）． にし‘
（高）（S.8) （内面）口縁郷＾ケメ後ヨコナデ／ヘラミガキl：頸邸ヘラケズリ）． 賞檀

253 3 壺 S019 （口）16.0(illl)(5.3) 〇面）口縁綿ヨコナヂ（鰻ll!I線文6条）後ヘラミガキ、竹瞥文2ヶ所．（内iii)口縁祁ヨコナヂ後ヘラミガキ． 橙

253 4 壺 SD19.I::JI （口）14-3（高）（5.9) 〇面）口縁郎ヨコナデ（攘凹練文7条）後へ•9ミガキ。（内面）口縁部ヨコナデ後ヘラミガキ． にぷし`＇ 内iiilこヘラ記号あり．賞檀

253 5 壺 SDI9.t層 （口）9I（高）（62) げ面）体郎ヘラミガキか、口縁郎ハケメ後蟷：郎ヨ＝ナデ。（内面）体鑢ナデ、口縁綿ヨコナデ．
浅貨

橙

253 6 甕
SD19.J:JI下

（口）11.0（高）（3.4)
〇面）口縁繹＾ケメ後ヨ＝ナデ、ヘラミガキ、端邪1こ沈線文、円形浮文3点卓位。 にふ孔ヽ

層 （内面）口縁郷ハケメ後ヨコナデ／ヘラミガキ． 貧檀

253 7 壺 S019 
（口）15.5

〇面）体郎ハケメ、口鯰郎ヨコナデ．（内面）体祁ヘラケズリ、 口縁祁ヨコナデ． にし‘
（高）（150) 賃褐

253 8 壺 SD19.J:JI （高）（190) 〇面）体郎ハケ人（内面）体郭板ナデ． 褐

253 9 甕 SDI9上層 （口）12.0（高）（6.8)〇面）体綿＾ケメ、口縁郎ヨコナデ．（内面）体祁ヘラケズ）、 口縁部ヨコナデ．
明赤
褐

253 10 甕 SDI9上層
（口）97（高）97 り卜面）体郎ハケメ後ヘラミガキ、口緯郎ヨ＝•ナデ、底郎ナデ． 1こぶ

（底）I2 （内面）体部ハケメ後一部をヘラケズリ．後下半ナデ、口緯郎ヨコナデ後ヘラミガキ． い褐
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第2節造物

膚図 番号 醤橿 遺構 法 （中 Ill整 色璽 備＊

253 11 台付壺か SD19 
（高）（3.7) 

〇面）体郎ヽケメ後ナデ、脚郭ヨコナデ．（9勺面）体郎ヘラケズリ．胴部ヨ＝ナデ． にし・

（底）10.4 賞檀

253 12 台付薫籟皇 SD!9上層
（口）13.0 〇面M本部ヘラミガキ、口縁郷ヨ＝ナデ後^ ・ラミガキ（擬凹線文2条）． にぶ
（高）（4.4) （内面）体郎ハケメ後ヘラミガキ、口縁郷ヨコナデ後ヘラミガキ． い橙

253 13 鉢 SDI9 （口）17.6（高）75 げ面）体邸＾ケメ、 口縁郎ヨコナデ。（内面）体祁ヘラケズ＇）後ナデ、口 縁鑢ヨ＝ナヂ．
にぶ

い褐

253 14 鉢 SD19.J:雇 （口）16.2（高）10.6 oiiil体郎ハケメ、 口縁郎ヨコナデ。（内iii)体郭ヘラケズリ、 口縁郎ヨコナデ． にぶ

い褐

253 15 高杯 SDI9 
（口）19.2 〇面）体部ヽケメ後ヘラミガキ、口縁郎ハケメ後ヨコナヂ、ヘラミガキ． にし・

ススあり．
（高）（5.9) （内面）体綿ヘラ玖fキ、口縁鑢ハケメ後ヨコナヂ、ヘラミガキ． 賞暢

253 16 高杯 SDI9下層 （高）（7.2) 仇面）体郭ヘラもキ、11P祁ヘラミガキ。（内iii)体綿ナデか、JII郎ナデ． 橙 円孔あり．

253 17 蓋 S019 （口）16.4（高）7I 〇面）体紅ヽケメ、つまみ祁ナヂ、口縁祁ヨコナデ．（内面）体部ハケメ、口縁祁ヨコナデ．
にぶ

い褐

253 18 蓋 SD19上層 （口）11.0(illl)S.4 り卜面）つまみ部～体郭ヘラミガキ． 口縁釦'"ナデ後ヘラミガキ．（内面）体郎～口縁綿ナデ． 橙

253 19 脚祁 SDI9上層
（高）（7.2)

げ面）脚挑ヽケメ後ナデ、後端部ヨコナデ。（内面）体郎ナデ9珊 ナデ後下半ヨコナデ． 浅貨

（底）10.3 橙

253 a:) 壷か SDI9上層 （高）（3.8) 仇面）口縁綿ハケメ後ヨ＝ナデ。（内面）口` ＂やヽ ケメ後ヨコナデ．
明貨
繰刻あり（魚形）。

褐

253 21 壺 S019上層
（口）18.4 仇面）体声ケメ、 口縁部ヨコナデ（不明瞭な擬11!1縁文3条）、頸祁にハケメ原体羽状攣1突文。

浅貨 搬入品か．コゲあり．
（高）（119) （内面）体郎ヘラケズリ後ナデ、口縁鑢ヽケメ後ヨコナデ．

253 22 需頸壺 SD19 
（口）17.0

〇面）体郎ハケメ、 口縁部ヨ＝ナデ。（内面）体郎ハケメ、口縁郭ヨコナデ． 浅貨
紐孔あり．

（高）（IO6) 橙

254 I 壺 SD21 
（高）（17.2) 

仇面）体郭＾ケメ後一郎ナデ．底節ハケメ1艮ナデ．（内面）体祁下半ヘラケズリ、上半ナデ．
浅貨

（底）,.s 橙

254 2 壺 SD21 （口）9.0（高）（7 7) げ面）体郎ハケメ、 口縁部ヨコナヂ。（内面）体部ヘラケズリ（一郎ハケメ）、 口謙部ヨコナデ．
にし‘
スヌあり。

貧檀

254 3 壺 SD21 
（口）12.0

〇面）口縁綿ヨコナデ（攘凹線文6条）．（内面）頸郎ヨコナデ後ヘラミガキ、口縁綿櫛撞波状文、直線文幽 黄褐
（高）（4.6)

254 4 J11]部 SD21 （高）（6.0)(底）11 oiii)体郎ヽ ケメ後ヘラミガキ、脚郎ハケメI畏ヘラミガキ。（内面）体郎ヘラミガキ、脚郎ナデ． にし‘
賞檀

254 5 台付壺 SD21 （高）17.0（底）10.4
り卜面）体紅ヽ ケメ後ヘラミガキ、騎l郎ハケメ1浚ヘラミガキ、端郭ヨ＝ナデ． にし‘
（内面）体郎下半ハケメ、上半ナデ、脚部ナヂ． 貧檀

254 6 壺 S021 （高）（7.6) げ面）体郎ハケメ、口縁祁ヨコナヂ．（内面）体郷ヘラケズリ、 口縁部ヨコナヂ。
に；；

い橙

254 7 底郎 SD21 （高）（7.7)(J&:)5.2 ~iii)体紅ヽケメ、底郎ナデ．（内iii)体祁·rデ． 淡貸

254 8 甕 SD21 
（口）19.4 

〇面）口縁綿ヨコナデ（擬凹線文生条）．（内面）体郭ヘラケズリ、口縁郎ヨコナデ． 褐 ススあり．
（高）（4.5)

254 9 甕 SD21 
（口）14-6 〇面）体郎ハケメ、 口縁部ハケメ後上半ヨコナデ、肩椰に櫛攘列点文、は練文、口緯郎1こ榔撞列点文． にし‘ スヌあり、断面噌灰色。
（高）（8.8) （内面）体郎ハケA負ナデ、 口縁郎ハケメ釦1コナデ． 貧檀

254 10 甕 S021 
（口）IO.I（高）10.5

〇面）体部ハケメ、 口縁郎ハケメ後ヨコナデ、底郷ナデ．（内面）体郭ナヂ、口縁祁ヨコナヂ．
浅貨

（底26 橙

254 11 甕 SD21 （口）14.2（高）19.9 げ面）体郎ハケ滋下半ヘラミガキ、口縁郎ヨコナヂ(l!!I線文2条）、底郭ナデ． 灰貨
（底5.2 （内面）体部ヘラケズリ、 口縁郎ヨコナデ。

254 12 壺 SD21 （口）15.0（高）（79) げ面）体郎ククキメ後9ヽケメ、 口縁祁ヨコナデ（凹線文2条）．（内面）体節ヘラケズリ、口緯郭ヨコナデ。 灰白

254 13 蒻台 SD21 
（口）14_8（高）13_6 oiii)体郎ヽケメ後ヘラミガキ、口縁郎ヨ＝•ナデ、JIil郎ハケメ後ヘラミガキ、端郎ヨコナデ． 灰貨

（底）12.6 （内面）体挑上半ハケメ後ヘラミガキ、下半ナデ、 口ほ節ヨコナデ．脚節ナデ後ヘラミガキ． 褐

254 14 甕 S024 
（口）17.5 仇面）体郎ナヂ、肩郭1こ櫛緬波状文・濾縁文、口ほ鑢ヨコナデ、榔撞列点文、屈曲郭にヘラ刻目． にぶ

ススあり．
（高）（＆2) （内面）体綿ナデ、 口縁綿9ヽ ケメ後ヨコナデ． い黄

254 15 高杯 SD31上層
（高）（125) 

り卜面）脚郭ハケメ後ヘラミガキ、端郭ヨコナ・デ．（内面）脚注郭ナデ」脚第郷ハケメ後端郷ヨ＝ナデ． にし‘ 脚下半内外面にススあり．
（底）12.1 賞檀

254 16 甕 SD32 
（口）16.2 〇面）体部ヽケメ後ナデ、榔撞グ点文、同ll練文．口縁郭ヨコナデ、櫛襦列点文． にし‘

断面隋灰色．”初．
（高）（ao) （内iii)体郎ナデ．口縁郎ハケバ負ヨコナヂ． 賞檀

254 

＂ 
Jip郎 S032 （高）（4.8)(底）7.9 げ面）体紅ヽケメ後ヘラミガキ、Jip祁ハケメ1畏ナヂ、嬬祁ヨコナヂ。（内面）体繹ナヂか、脚郭ヨ＝ナヂ． にし‘

貧檀

254 18 脚郎 SD33 
（高）（113)

〇面）脚紅ヽケメ後ヘラ迂代、端祁ョコナヂ．（内面）Jlp祁一訊ハケメ後ナヂ端郎ヨコナデ． にし‘
（底10.3 貫II

254 19 甕 SD37 
（口）16.8

〇面）体部ヽケメ、口縁郎ヨコナデ．（内面）体祁ハケメ、口縁節ヨコナデ．
明貸
ススあり．

（高）（121) 褐

254 勾 鉢か SD38 
（口）1a4

仇面）口縁綿ヨコナデ。（内面）体郎ヘラケズリ、口縁祁ヨコナデ．
浅貨

（高）（S.l) 橙

254 21 高 S041 
（口）18.4

〇面）口縁綿ヨコナデ(I!!]線文1条）、後端綿にヘラミガキ．（内面）口緯部ヨ＝ナヂ後ヘラミガキ． に"‘
（高）（3.9) 貫檀

254 22 甕 SD41 （口）18.0（高）4.9 〇面）口縁郷ハケメ後ヨ＝ナデ~ロ縁郷・肩祁に榔撞刃点文．（内面）体郷ナデ、口緯郎ハケメ後.l:半ヨコナデ． にぷし`＇ ススあり。
賞檀

254 23 壺 SD43 （口）14-4(1111)29_6 げ面）体郎ハケメ，口縁部ヨコナデ、底鑢ナデ．（内面）体部ヘラケズリ、口縁郭ヨコナデ． にし‘
賞檀

254 24 燕頸壺 SD  
（口）14-8

〇面）体郭＾ケメ、口縁郎ヨコナデ（凹線文1条）．（内面）体祁ハケメ、口縁祁ヨコナデ．
にふ孔ヽ
紐孔あり。

（高）（S.J) 貧檀

254 25 壺 SD  
（口）19.3

〇面）口縁綿ハケメ後ヨコナデ（端部凹線文3条）、頸祁凹線文3条0（内面）口緯綿ハケメ後ヨコナヂ． 橙
（高）（7.8)

255 1 壺か SD75 
（口）20.6

〇面）口縁繹＾ケメ後ヨ＝ナデ、端郎1こ円形浮文。（内面）口縁郭^ ケメ後ヨコナデ、ヘラミガキ．
浅貨

（高）（3.2) 橙

255 2 壺か SD75 
（口）14.4

〇面）口縁綿ハケメ後ヨコナデ。（内面）口` ＂レヽ ケメ後ヨコナデ． にし‘ 脚郎の可餡性あり。
（高）（2.9) 賞檀

255 3 甕 SD75 
（口）16.8

げ面）体郎ハケメ、 口縁祁ョコナヂ．（内面）体郎ヘラケズリ後ナヂ、口縁綿ヨ＝ナヂ．
明貨
スヌあり。（高）（10.2) 褐
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第4窒競措と遺物

膚図 番号 醤橿 遺構 法 （中 Ill整 色璽 備＊

255 4 甕 SD75 （口）17.0 〇面）体郎ヽケメ、口縁郎ヨコナデ、肩郷1こノヽケメ原体剌突文（内面）体郭ヘラケズ人 口縁郎ヨコナデ。
明貸

（高）（7.0) 褐

255 5 高杯 S075 
（口）20.0 〇面）体郎ハケメ後ヘラミガキ、口縁郎ヨ:,・ナデ（擬凹続文2条）． にぶ
（高）（6.1) （内面）体郎ハケメ後ヘラミガキ、口縁郷ヨコナデ． い橙

255 6 脚郎 S015 
（高）（5.0)

げ面）脚郎ヘラ迂fキ、端祁ョコナデ後ヘラミガキ．（内面）脚郎ハケメ後ナデ、端郎ヨコナヂ．
にぶ

（底)10.0 い褐

255 1 壺 SD鉛
（口）24.0

o iiilロ縁郷^ ケメ後ヨコナデJ饂節に1!!1紺9文2条Jヽ ケメJllji体列点文0（内面）口縁郎ヨコナデ、凹線文3条． 貸橙
（高）（2.4)

255 8 甕 SD&5 （口）19.6（高）23.9 〇面）体紅ヽケメ、口縁郎ヨコナデ（擬凹練文6条）。（内面）体郭ヘラケズ）、口縁郭ヨコナデ． にぶ
スス・コゲあり．

い褐

255 9 高杯か SD  
（口）12.4 〇面）体郭ヘラミガキ、口繹鶉ヨコナデ、総！数不明の突起2点あり。 にぶい

（高）（2.5) （内面）体郎ヘラミガキ、口縁榔ヨ＝ナデ後＾•ラミガキ． 貫檀

255 10 壺 S086 
（口）18.0（高）32.7 〇面）体綿＾ケメ後下半ヘラミガキ、ハケメ1原体列点文、口縁郎ハケメ後端郎ヨ＝ナデ(/!!l線文3条）、刻目をもっ

明褐 搬入品か．
（底）78 棒浮文。頸郭1こ凹縁文3条、底郭ナデ．（内面）体部ナデ、口縁部ハケメ後端郎ヨコナデ。

255 11 甕 SD邸 （口）16.0（高）23.0 り卜面）体郎ハケメ、 口縁郎ヨコナデJ底郎ナデ．（内面）体郎ナデ、口繹祁ヨコナデ． 橙
（底）4.8

255 12 壺 SD如
（口）70 〇面）体紅ヽケメ、 口縁郎ハケメ後蟷祁ョコナデ． にぶ
（高）（183) （内面）体郎下半ヽケメ、上半ナヂ、口縁祁・ナデ後端節ヨコナヂ． い褐

255 13 攘息塁坪董 SDI06 （口）12.2（高）4I 
り卜面）体郎回転ヨコナデ、口縁郎回転ヨコうトデ、天井祁回転ヘラケズリ．

灰
（内面）体部回転ヨコナデ、口縁郎回転ヨ＝9”デ．

255 14 無頸壺 s0110 （口）9.4（高）（. 0) 〇面）体郎ハケメ後ヘラミガキ、口謬郷ヨコナデ後ヘラミガキ．（内面）体部ハケメ、口縁郭ヨコナヂ．
にふ孔ヽ
紐孔あり．

貫1l

255 15 壺 SD124 
（口）11.3（高）21.2

〇面）体郎ハケメ後ヘラミガキ、口縁郎ヨ＝•ナデ．（内面）体郭ヘラケズリ、口縁部ハケメ後ヨ＝ナデ． にぶ
把手欠損。ススわり．

（底）5.2 い橙

255 16 壺 SDI25 
（口）93（高）263 

仇面）体郭＾ケメ後ナデ， 口縁部ヨコナデ、底祁ナデか．（内面）体郭ナデ、 口縁郎ヨコナデ。 橙
（底）,.1

255 17 壺 SDI31 
（口）92（高）124 〇面）体郎ヘラミガキ、頸郷ヘラミガキ、口Ia郭ヨコナデ（擬凹線文2条）．

黄橙
底部焼成後穿孔。把手欠

（底)4.8 （内面）体郭ヘラケズリ後ナデ、口縁椰ヨ＝ナデ後ヘラミガキ． 損．

256 1 水差 SD137 
（口）9.6(ifli)l72 仇面）体郎＾ケメ、櫛摘ば繰文、波状文、に1縁孤ハケメ後ヨコナデ、（凹線文4条）．

橙 剖り込み、把手あり．
（底）4.8 （内iii)体挑^ ケメ後上半ナデ。 口縁郎ヨコプトデ．

256 2 壺 SD137 
（口）II3 

o iii)体郎ヽ ケメ、口縁部ヨコナデ、底郭ナデ．（内面）体郭ナデ、口縁郎ヨコナデ． にし‘
ススあり．

（高）（お．6)(Jlc)5.I 賞嶋

256 3 壺 SDI37 
（口）11.6 り卜面）体郎タクキメ後ハケメ、口縁部ハケメ後端郎ヨコナデ、底郎ナデ． 明貸

剖り込みあり．
（高）29.0（底）50 （内面）体郎ハケメ、口緯郎ハケメ後端祁ヨコナデ． 褐

256 4 鉢 S0165 
（口）10.2(1111)65 げ面）体挑ヽケメ後ヘラミガキ、口縁郎ヨコナデ後ヘラ玖玲、底郎ナデ． にし‘

（底）32 （内面）体郎ヘラケズリ後ヘラミガキ、口縁節：ョコナデ後一郎ヘラケズ）． 賽嶋

256 5 壺 SDJ66 
（口）13.0

~iii)頸郎ハケメ後ナデ、 口縁郎ヨコナデ（纂凹縁文3条）。（内面）頸郎ナデ、口縁郭ヨ＝ナデ後ヘラミガキ． にし‘

（高）（5.8) 賞糧

256 6 鉢 SDI66 
（口）16.0 〇面）体綿ヘラミガキ、口縁郎ヨコナデ（鰻団練文3条）．

橙 紐孔あり。
（高）（4.9) （内面）体錦ヘラケズリ後ヘラミガ屯口縁部ヨコナヂ餐ヘラミガキ．

256 1 高杯 SDI66 
（口）16.0

〇面）体祁＾ケメ、 口縁部ヨコナデ．（内面）体祁ヘラケズ）、 口ほ部ヨコナデ． 橙
（高）（4-9)

256 8 蓋 S0168 （口）13.5(111)72 〇面）体部ハケメ後ナヂ、つまみ郭ヘラケズリ後一郎ナヂ。（内面）体郎ハケメ。 に"‘ スヌあり．
貫嶋

256 9 壺 SD!80 （口）13.7
〇面）口縁繹ハケメ後上半ヨ＝ナデ。（内面）口縁郭＾ケメ後端郎ヨ＝ナデ． 黄橙

（高）（103) 

256 10 壺 SDI81 
（口）11.6 〇面）体郎ハケメ後ヘラミガキ、口縁郎ヨコナデ後ヘラミガキ、底郎ナデ． にし‘

（高）13.3（底）50 （内面）体郎ヘラケズリ後ハケメ、 口縁郎ョコナヂ後ヘラミガキ． 賞檀

256 11 甕 SDI81 （口）17.2（高）（6.2) 仇面）体郎ケメ、口縁郎ヨコナデ（凹線文2条）．（内面）体祁ヘラケズリ、口縁郭ヨコナデ． 橙

256 12 甕 S018J （口）16.8（高）（6.1) 〇面）体郎ハケメ、口緯郎ヨコナデ（凹練文2条）．（内面）体郭ヘラケズ）．口縁郎ヨコナデ． 橙 ススあり．

256 13 甕 S0181 
（口）14.6

り卜面）体郎ハケメ、口縁部ヨコナデ（凹練文4条）．（内面）体祁ヘラケズリ、口縁郭ヨコナデ． にし‘
ススあり．

（高）（8.5) 賞檀

256 14 蓋 SDI83 （高）4.7 仇面）体郎ナデ、つまみ郭上面ヘラケズリ。（内面）体部ハケメ． にし‘

賞褐

256 15 壺 S0186 
（口）14_2

げ面）口縁綿ヨコナヂ後ヘラミガ主（内面）口縁郎ハケメ後ヨ＝ナヂ．
にし‘

（高）（106) 貧檀

256 16 壺 SDJ86 
（口）13.5 〇面）口縁綿^ ケメ後上半ヨコナデ（鰻l!!I紺文3条）、後ヘラミガキ． にし‘

（高）（160) （内面）口縁綿＾ケメ後ナデ、端部ヨコナデ． 貫II

256 17 壺 SDI86 
（口）10.0

〇面）体部ヽケメ、口縁郎ハケメ後嬬祁ヨコナデ．（内面）体部ナデ、 口縁部ヨコナデ． 黄橙
（高）（190) 

256 18 壺 SDI86 
（口）15.9

仇面）口縁綿ハケメ後端綿ヨコナデ。（内面）口縁祁ナデ後端部ヨコナデ． 橙
（高）（105) 

256 19 甕 S0186 
（口）17.8 げ面）体郎ハケメ、口縁郎ヨコナデ後9ヽケメ．肩綿に櫛摘波状文直線文、口縁部に榔措列点文． に"‘ スヌあり．（高）（6.9) （内面）体郎ヘラケズリ、 口繹部＾ケメ後ヨ＝•ナデ． 貫檀

257 1 壺 SD191 
（口）14.8（高）23.7

〇面）体部ヽケメ、口縁郎ヨコナデJ底繹ナデ．（内面）体郭イタナデ、口縁部ヨ＝ナデ．
浅貨

（底58 橙

257 2 鉢 SD!91 
（口）20.2（高）15.J 〇面）体郎下半ヘラケズリ、上半ナデ後へ？9ミガキ、口緯部ヨコナヂ、底郎ヘラケズリ． 浅貨

（底）6.8 （内面）体紅ヽケメ後上半ナヂ、口縁郎ヨコナヂ． 橙

257 3 壺 SD  
（高）（227) 

〇面）体節上半ハケメ、下半ヘラケズ）（後ヘラミガキか）、底部ヘラケズリ。（内面）体綿ハケメ。 灰白
（底）56

251 4 甕 SD  
（口）15.4

〇面）体郎ハケメ、口鯰郎ヨコナデ．（内面）体郭ナデ． 口縁郎ヨコナデ．
にぶ
スヌあり．（高）（138) い橙

257 5 壺 SD205 （口）17.8（高）（3.-0〇面）口縁繹下半ナデ…ヒ半ヨ＝ナデ後＾ケメ。（内面）口縁祁ヨ＝ナデ． にし`＇
賞檀

257 6 燕頸壺 SD213 
（高）（100)

〇面）体郭ヘラ迂fキ、口繰端郎ヨコナデ、1底綿ヘラミガ主（内面）体郎ハケメ後ナデ、 口隷郷ヨコナデ．
浅貸

（底）5.1 橙

257 7 甕 S0213 
（口）17.8 り卜面）体郎ハケメ後下半ヘラミガキ、肩郭ICCハケメ原体列点文~ロ縁郎ヨ＝ナデ、底郭ナデ． 1こぶ

外面スス・内面コゲあり．（高）32.4（底）64 （内面）体郎下半ヘラケズリ．上半ハケメ後ナデ、口縁郭ヨ＝ナデ． い橙
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第2節造物

膚図 番号 醤橿 遺構 法（中 Ill整 色璽 備＊

257 8 壺 SD216 （高）（192)ぽ）7.8
〇面）体郭ヘラミガキ、底郭ナヂ。頸祁に貼付突帯文か、肩郎に段・ヘラ撞沈線文3条、ヘラ需軸羽状文、垂下沈 浅貨
線3条一組(5ヶ所）、ヘラ摘沈繰文2条。（内iii)体綿ハケメ後ナヂ． 橙

257 9 甕 SD220 
（口）89（高）(200) 

仇面）体部ハケメ、底鑢ナデ．（内iii)体祁ヘラケズリ後ナデ。
にい
外面ススあり．

（低57 貫檀

257 10 甕 S0225 
（口）14-1

げ面）体郎ナデか、 口縁郎ヨコナヂUll!l!!I紺文8条）。（内面）体錦ヘラケズリ、口縁郎ヨコナデ． 橙
(ill!) (8.0) 

258 1 需頸壺 SD230 
（口）7.8（高）102 oiiil体郎ハケメ後ヘラミガキ、口縁郎ヨコナデ、底郎ナデ。（内面）体郎ナデ、口縁郎ヨコナデ． 明赤

紐孔あり．
（底）68 褐

258 2 壺 SD230 （高）（6.0）（口）100 〇面）体郎ナデ、底郎ナデ．（内面）体郭ナデ． 褐

258 3 甕 SD234 
（口）14-6

仇面）体部ハケメ、 口縁郎ヨコナデ(l!!J線文2条）、底郎ナデ。（内面）体郎ヘラケズリ、口縁鶉ヨ＝ナデ．
浅貨

（高）28.6（底)62 橙

258 4 深鉢か S0234 （高）(2.9) 〇面）口縁鑢ナデ、剰突文．（内面）口縁卸ナヂ．
浅貨

橙

258 5 壺 SD2S3 （口）9.6 げ正）体郎ヘラケズリ後9ヽ ケメ、 口縁綿ハケA負端郎ヨ＝ナデ．底郎ナヂ． 橙
（高）31.0（底）55 （内面）体綿＾ケメ後下半ナデ、 口縁綿ナデ後端郎ヨコナデ．

258 6 壺 SD253 （高)(J:19)(.11:)6.8 げ面）体挑ヽケメ，榔撞直線文、口縁郎ヽ！が後上半ヨ＝ナデ。（内面）体綿ナデ、口縁謁ヨコナデ、櫛槽扇形文． にし‘
賞檀

258 7 甕 SD253 
（口）14_0

仇面）体部＾ケメ、口縁郎ヨコナデ、祁分押圧あり．（内面）体祁ナデ、 口縁部ヨコナデ． にし‘ スヌあり。
（高）（7.5) 賃檀

258 8 甕 S0253 
（口）20.2

〇面）体郎ハケメ、 口縁郎ハケメ後ヨコナヂ、端節に刻見（内面）体祁ハケメ後下半ヘラケズ）｀ 口縁部^ ケメ．
にふ孔ヽ

（高）32.0（底）60 貫1l

258 9 甕 SD256 
（口）24.0

〇面）体郎ハケメ、口縁節ヨコナデ（擬凹線文3条）。（内面）体郷ヘラケズリ、口縁郎ヨ＝ナデ． 橙 ススあり．
（高）（164) 

258 10 甕 SD280 
（口）19.4

仇面）体郭＾ケメ、 口縁郎ヨコナデ．（内面）体祁＾ケメ後ナデ、口縁祁ヨコナデ．
にぷし‘
ススあり。

（高）（108) 賞鰻

258 11 壺 SD沈0
（高）（22Bl 

げ面）体郎ハケメ、底鑢ナデ．（内面）体祁下半ヘケメ、上半ナデ． 橙
（底）4．4

258 12 蓋か SO認0 （口）142（高）（3.1) 〇面）体郎ハケメ後ナデ、 口縁部ヨコナデ。（内面）体郎ハケメ後ナヂ、口縁鑢ヨ＝ナヂ． 橙

258 13 J11]部 SD2.80 （高）（＆0)(4)8.0 oiii)脚郎ヽ ケメ後ナデ、嬌祁ヨコナデ．（9勺面）体郎ナデ、端郷ヨ＝ナデ． にぶ
い橙

258 14 甕 SD281 
（口）13.8

〇面）体綿＾ケメ、 口縁郎ヨコナデ．（内面）体祁ヘアケズ）後J;郎ナデ、口縁綿ヨコナデ． にし‘ 外面ススあり。
（高）（＆6) 貧檀

259 1 器台 S0282 （口）21.2（高）（4.6)
げ面）体挑ヽケメヘラミガキ、口縁郎ヨコナ・デ、櫛撞波状文． 浅貨

（内面）体郎ヘラミガキ、口繹郭ヨ＝ナデ後＾・ラミガキ． 橙

259 2 鉢 SD2.82 
（口）11.0（高）82

~iii)体紅ヽケメ後ナデ、 口縁郎ナデ、底綿ナデ。（内面）体郎ナデ皇口縁郷ナデか．
浅貨

（底32 橙

259 3 燕頸置： SD2.88 
（口）10.0 〇面）体綿ヘラケズリ後ヘラミガキ、口縁部ヨコナデ後ヘラミガキ． にふ“‘ 外iii・ロ縁内iii朱彩あり．
（高）（104) （内面）体錦ヘラケズリ後ヘラミガ屯口縁部ヨコナヂ餐ヘラミガキ． 賞檀

259 4 鉢 SD288 
（口）13.8

〇面）体郭ナデか、口縁郎ヨコナデ。（内面1体祁ナデ、口縁部ヨ＝ナデ． にぶ

（高）（JO0) い橙

浅貨 搬入品か、断面晴灰色、ス
259 5 甕 S0288 （口）21.8(111)(2.3) 〇面）口縁綿ヨコナヂ、櫛撞列点文．（内面i)口縁綿ハケメ後ヨコナヂ．

橙 スあり．

259 6 甕 SD2.88 （口）14.8 〇面）口縁繹ヨ＝ナデ（擬凹練文2条）．（内面）体祁ヘラケズリ、 口縁部ヨコナデ． 灰白 ススあり．
（高）（3.7) 

259 7 甕 SD311 
（口）1ao

げ面）体郎ハケメ、 口縁部ヨコナデ（擬凹線文2条）。（内面）体郷ヘラケ幻、口縁郎ヨコナデ． にぶ
ススあり。

（高）（1.8) い橙

259 8 高杯 S0321 （口）13.8（高）（3.5) 仇面）体郎ケメ、 口縁郎ヨコナデ。（内面）体祁ヘラミガキ、口緯鑢ヨコナデ後ヘラミガキ． にし‘
貫檀

259 , J1p部 S032J （高）（9.3)(底）10.0 〇面）脚紅ヽ ケメ、端郎ヨコナデ．（内面）J11［郭ナデ、端郎ヨコナデ．
浅貨

橙

259 10 水差 SD321 
（口）86（高）193 げ卜面）体郎下半ヽ ケメ、上半ヘラミガキ、口縁祁ョコナデ(I!!!線文2条）後ヘラミガキ、底綿ナヂ． にし‘ 底郎焼成後穿孔．把手・布l
（底）6.0 （内面）体郎ハケメ、口縁祁ョコナヂ． 賞檀 り込みあり．

259 11 壺 SD321 （口）13.4（高）（9.2)
〇面）体部ヽケメ、 口ほ郎ヽ ケメ後上半ヨコナデ((l!)縛文生条）．頸椰にハケメ圧痕文突書．

橙
（内iii)口縁綿＾ケメ後ヨコナデ．

259 12 壺 S0321 （高）（4.3)ぼE)S.l げ面）体紅ヽケメ、底鑢ナヂ．（内面）体祁・ナヂ． にし‘
貧檀

259 13 蓋 SD32J （口）98（高）29
〇面）体郭ヘラもキ、口ほ狐ヨコナデ後へ•ラミガキ、つまみナヂ．

灰白 紐孔あり．（内面）体郭ヘラケズリ後ナデ、口縁郷ヨコナデ．

259 14 台付戴順量 SD321 
（口）85（高）130 〇面）体錦ヘラ玖fキ、口縁榔ヨコナヂ（凹線文1条）後ヘラミガキ、JIii郭ヘラミガキ、端郷ヨゴナヂ．

橙 紐孔あり。
（底）9.0 （内面）体節上半ヽケメ後ナヂ、下半ヘラミス9キ．口縁部ヨ＝ナヂ、脚祁上半ナデ、下半ヨ＝ナヂ．

259 15 台付水差 SD321 
（高）(226) 〇面）体部ヽケA負上半ナデ． 口縁郎ヨ＝っヴデか、脚郎ハケメ、蟷部ヨコナデ。体郎上半に櫛撞波状文、列点文． 浅貨 体部下半焼成後穿孔eヶ
（底）10.3 （内面）体郎下半ナデ、上半ハケメJコ縁祁ノヽケメ後ヨコナデか．胴郎上半ナデ、下半ヨコナデ． 橙 所）．

259 16 甕 S0321 
（口）17.4

〇面）体郎ハケメ、 口縁部ハケメ後ヨコナヂ．（内面）体郎ハケメ、口縁郎ハケメ後ヨコナデ．
浅貨

（高）（7.8) 橙

259 17 甕 SD32J 
（口）16.0 仇面）体郎ケメ、 口縁郎ヨコナデ、端謁1こ，刻目、肩綿にヘラ列点文． にぷし`＇ ススあり。（高）（166) （内面）体綿上半ナデ、下半ヘラケズリ、口紺郎ハケメ後ヨコナデ． 賞檀

259 18 壺 SD321 
（口）18.6 〇面）体郎タクキメ後ハケメ、下半ヘラミガキ、 口緯郎ョコナヂ．底郎ナデ． 浅貨

（高）33.0（底）74 （内面）体郭上半ヽケメ、下半ヘラケズ）、口縁誂＾ケメ後ヨコナデ． 橙

260 ］壺 SD324 
（口）14-1 〇面）体郭ヽケメ、口縁郎ヨコナデ後9ヽ ケメ． 1こぶ

片口あり。
（高）（174) （内面）体郎ナデ後中位ヘラケカ）、上位繹かいエ具ナデ、口縁繹ナデ、端部ヨコナデ． い橙

260 2 壺 S0324 
（口）12.0 〇面）体綿＾ケメ、 口縁郎ヨコナデ（擬11!1線文4条）。

浅貨 朱彩記号文あり．（高）（116) （内面）体郎ヘラケズリ、口緯郎ヨコナデ．

260 3 燕頸壺 SDl24 
（口）16.0 げ正）口縁綿ヨコナデ後、体郎～口縁郷ヘラミガキ．

橙
（高）（13I) （内面）口縁綿ヨコナデ後、体鑢～口ほ鑢ヘラミガキ．

260 4 燕頸壺 SD324 （口）7.4（高）（6 2) 
〇面）口縁綿ヨ＝ナデ後、体部～口縁郷ヘラミガキ．

橙 把手あり。（内面）体錦ヘラケズリ後ヘラミガ屯口縁郎ョコナデ．

260 5 台付壺 SD324 
（口）41（高）105 り卜面）体郎ハケメ後ナデ、口繹部ヨコナデ、脚祁ナデ後蟷祁ヨコナデ． 1こぶ
（底）65 （内面）体部上半ナデ、下半ハケメ後ヘラミガキ、 口縁部ヨ＝ナデ、脚郎ナデ後下半＾ケメ． い橙
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260 6 壺 SD324 （口）88（高）69 〇面）体郭ヘラミガキ、口縁鑢ヨコナヂ、底鑢ナヂ． にし・ 底郎焼成後穿孔。
（底2.5 （内面）体邸ハケメ後ナヂ、 口縁郎ヨコナヂ骰ヘラミガキか． 賞檀

260 7 壺 SD324 （口）96（高）（9 0) 仇面）体郭ヘラミガキ、口縁輝ヨコナデ後＾・ラミガギ（内面）体祁ナデ、 口縁郎ヨコナデ後ヘラミガキ。
灰貸

褐

260 8 壺 SD324 （口）13.2（高）77 
げ卜面M本部ハケメ、口縁郎ハケメ後ヨコナデ（擬凹線文4条）． にぶ

（内面）体郭ヘラケズリ、 口繹部＾ケメ後ナデ、蟷郎ヨコナデ． い黄

260 9 壺 SD324 
（口）12.2（高）22.9 oiiil体部ヘラミガキ、口縁郭ヨコナデ、底・鑢ナデ。（内面）体郎ヘラケズリ、口縁綿ヨコナデ後ヘラミガキ． にぷし層

底郎焼成前穿孔。
（底）38 貫檀

260 10 壺 SD324 
（口）11.3 り卜面）体部ヘラミガキ、口縁鑢ヨコナデtill[!!}練文3条）． にし・
（高）（9.8) （内面）体綿ヘラ玖fキ、口縁蒻ヨコナデ後＾•ラミガキ． 賞檀

260 11 壺 SD324 
（口）11.6 〇面）体部ハケメ後ヘラミガキ、口緯郎ヨコナデ（攘凹続文3条）後ヘラミガキ、底郎ヘラミガキ． にぶい

スス・コゲあり．
（高）21.1（底）43 （内面）体郎ヘラケズリ、 口縁郎ヨコナデ後＾・ラミガキ． 貫檀

260 12 壺 S0324 
（口）31.6 〇面）口縁郎ハケメ後ナデ、端部ヨコナデ、1!!1線文5条、檸状浮文3条単位4方向、頸祁1こ断面三角形突帯、綸状 にぶ

搬入品か．
（高）（132) 浮文おい糾立総数不明．（内面）口縁綿ハケメ後ナデ、端郭ヨコナデ、ハケメ原体列点文、円形浮文2点半位。 い橙

261 1 甕 SD324 （口）10.0 り卜面）体郎ハケメ、 口縁郎ヨコナデ（攘l!!I線文3条）。（内面）体部ヘラケズリ、口緯郎ヨ＝ナデ． にぷし‘
スス・コゲあり．

（高）（146) 賞檀

261 2 甕 SD324 
（口）10.7（高）174 〇面）体紅ヽケメ、肩節にハケメ原体列点文、口縁祁ヨコナデ（擬凹線文3条）J底部ハケメ． にし‘ ススあり。
（底）31 （内面）体錦ヘラケズリ、 口縁部ヨコナヂ． 賞檀

261 3 甕 SD324 
（口）14_0（高）14-0

仇面）体部ヘラケズリ、 口縁部ヨコナヂ。（内面）体郎・底綿ハケメ、口縁郎ヨ＝ナデ償⑪阻線文3条）． 橙
（底）35 

261 4 甕 S0324 
（口）16.0

〇面）体郎ハケメ、 口縁郎ヨコナデ（擬1!!1線文3条）．（内面）体部ナヂ後ヘラケズ）、口縁綿ヨコナデ。 橙 ススあり．
（高）（9.1)

261 5 甕 SD324 （口）16.7（高）（6.8) 〇面）体郎ハケメ、 口縁部ヨコナデ（擬凹線文4条）。（内面）体部ヘラケズリ、口緯郎ハケメ後ヨ＝ナデ． にし`＇ スス・コゲあり．
賞檀

261 6 甕 SD324 
（口）16.8

仇面）体郭＾ケメ、 口縁釦コナデ（擬凹線文3条）。（内面）体部ヘラケズリ、口縁郎ヨコナデ． 灰貨 スス・コゲあり．
（高）（9.9) 

261 7 甕 SD324 
（口）10.0

げ面）体郎ハケメ、 口縁部ヨコナヂ（擬1!!1線文3条）。（内面）体部ヘラケズリ、口縁郎ヨ＝ナヂ。
にし‘
スス・コゲあり．

（高）（146) 貧檀

261 8 甕 S0324 
（口）13.2（高）11.6 仇面）体郎＾ケ浅列点文篇文、その後9ヽ ケメ、底部潤辺ナデ渭し、 口縁郎ヨコナデCIII凹縁文2条）、底挑＾ケメ にし‘

ススありJ匠郎赤変あり．
（底）31 後ナデ。 （内面）体郎ヘラケズリ、口緯郎ヨ＝ナデ． 貫II

261 9 甕 SD324 
（高）（17O) oiii)体郎ヽ ケメ、底繹ヽケメ。（内面）体郎ヘラケ幻． にし‘ ススあり．
（底）3.9 賞檀

26! 10 甕 SD324 
（口）14-0

〇面）体綿＾ケメ、 口縁郎ヨコナデ（擬凹線文2条）。（内面）体郎ヘラケズ）、口縁郎ヨ＝ナデ． にし‘ スヌあり。
（高）（7.0) 貧檀

261 11 甕 S0324 
（口）12.0

げ面）体郎ハケメ、 口縁祁ヨコナヂ（擬1!!1線文3条）。（内面）体部ヘラケズリ、口縁郎ヨコナヂ。
灰貨
スス・コゲあり．

（高）（5.3) 褐

261 12 甕 SD324 
（口）12.9

~iii)体紅ヽケメ、 口縁部ヨコナデ．（内面）体祁ヘラケズリ、 口縁祁ハケメ後ヨ＝ナデ．
浅貨
ススあり．

（高）（9.4) 橙

261 13 鉢 SD324 
（口）14.4

〇面）体郎ヽケメ、口縁郎ヨコナデ．（内面）体郷ヘラケズ）、口縁郎ヨコナデ． にぶ
（高）（IO4) い橙

26! 14 甕 SD324 （口）7.7（高）（6 4) 〇面）体郭ナヂ（接合痕を残す）、 口縁邸ナデ。（内面）体郭ナデ後上半八ケメ、口縁郎＾ケメ。
にぶ

い橙

261 15 甕 S0324 
（口）16.0（高）25.9 仇面）体郭＾ケメ後櫛措文施文、口縁郎ヨ；コナデ後一郎ハケメ、後榔擢列点文．

橙
（底92 （内面）体部ヽケメ後、中位以上ナデ、 口縁綿ハケA負ヨコナデ．

262 1 甕 SD四 （口）18.3（高）21.6 〇面）体部ヽケメ、 口縁部ヨコナヂ底繹ナデか．（内面）体郭ヘラケズ）、口縁郎ヨコナデ． 橙 スス・コゲあり．
（底）3.4

お2 2 甕 SD324 （口）15.0（高）15.2
〇面）体郎ハケメ、 口縁郎ナヂ、一郭ヨコナデ． にし‘ 郎分的にヨコナデ調整し有

（内面）体郎ハケメ後ヘラケズリ、 口縁郎ヘラケズリ後ハケメ後一郎ヨゴナヂ． 賞檀 段口縁ス・コゲあり．

262 3 甕 SD324 
（口）19.8

仇面）体郎ケメ、 口縁郎ヨコナデ．（内面）体祁ヘラケズ）後ナヂ、口緯鑢ハケメ後ヨ＝ナデ． にし‘ スヌあり。
（高）（11.1) 貫檀

262 4 甕 S0324 
（口）18.4

〇面）体郎ハケメ、 口縁郎ヨコナデ．（内面）体祁ヘラケズリ、 口縁郎ハケメ後ヨコナデ． にし‘
ススあり．

（高）（6.0) 貫檀

262 5 甕 SD324 
（口）11.8

り卜面）体郎ハケメ、口縁郭ヨコナデ．（内面）体祁ヘラケズ）、口縁部ヨコナデ． にぶ
ススあり．

（高）（8.0) い橙

262 6 甕 SD324 
（口）14-8

仇面）体部＾ケメ、 口縁郎ヨコナデ．（内面）体祁ヘラケズ）、口縁部ヨコナデ． 橙
（高）（120) 

262 1 甕 S0324 
（口）1＆2

げ面）体紅ヽケメ、 口縁部ヨコナヂ．（内面）体部ヘラケズリ、 口縁郎ハケメ後ヨコナデ．
にぶ

（高）（115) い橙

262 8 甕 SD324 （口）18.8（高）（5.9) 〇面）体紅ヽケメ、 口縁郎ヨコナデ．（内面）体祁ヘラケズリ、 口縁部ハケメ後ナデ． にし‘ スス・コゲあり．貫II

262 9 鉢 SD324 
（口）10.5(111)11.1

〇面）体部ヽケメ、口縁郎ハケメ後ヨコナデ、底郎ナデ．（内面）体郭ヘラケズリ、口縁訊ハケメ後ヨコナデ． にし‘
（底）2.7 賞檀

262 10 鉢 SD324 
（口）17.6

仇面）体郭工具ナデ、 口黛部ヨコナデ、底栂ナデか．（内面）体祁ヘラケ初、 口縁部ヨコナデ． にし‘
（高）142（底）30 賞檀

262 11 鉢 S0324 
（口）16.2（高）119 

〇面）体郎ハケメ後ナヂ、 口縁部ナヂ、底棉ナヂ。（内iii)体郷ヘラケズリ後ヘラミガキ、 口緯部ナヂ． 明褐
（底）26

262 12 甕 SD324 
（口）18.6

〇面）体部ヽケメ、口縁郎ヨコナデ（擬凹線文4条）。（内面）体部ヘラケズリ、口縁郎ハケメ後ヨ＝ナデ．
（高）（125) 

262 13 甕 SD324 
（口）14.0

げ面）体郎ハケメ後ナデ、口縁部ヨコナデ。（内面）体郎ナデ、口緯郎ヨコナデ． にし‘ ススあり。（高）（130) 賞檀

262 14 鉢 SD324 
（口）12.6（高）90 〇面）口縁綿ヨ＝ナデ後、体繹～口繹郭ヘラミガキ、脚郷ナデ．

灰貨
（底）56 （内面）口縁郷ヨ＝ナデ後、体郎～口縁郷ヘラミガキ、Jlil郷ハケメ後ヨコナデ．

262 15 鉢 S0324 
（口）11.4（高）85

〇面）体郎ナヂ．口縁郎ナヂ、脚部ナヂ．（内面）体部ナデ後ヘラミガキ、JIii綿ナデ．
にぶ

（底）66 い橙

262 16 鉢 SDl24 
（口）10.0（高）7.6

〇面）体郎ハケメ、口縁節ヨコナデJ底繹ナデ．（内面）体郭ヘラケズリ後ナデ、 口縁郎コ＝ナデ． にし`＇
（底）2.6 賞檀

262 17 鉢 SD324 
（口）14.0

〇面）体綿＾ケメ、口縁部ナデ。（内面）体昂ヘラケズ）後J;綿ナデ、口縁狐ハケメ． 浅貨
（高）（5.1) 

262 18 鉢 SD324 
（口）95（高）63 り卜面）口縁繹ヨコナデ後、体郎～口繹郭ヘラミガキ、脚郷ナデ． 1こぶ
（底）4．5 （内面）口縁郎ヨ＝ナデ後、体郎～口繹郎ヘラミガキ、脚郷ナデ． い橙
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第2節造物

膚図 番号 醤橿 遺構 法（中 Ill整 色璽 備＊

262 19 鉢 SD324 （口）7.8（高）6I 〇面）体郎ナデ、 口縁綿蒻いヨコナデJ底i~ナデ。（内面）体郎ナデ、口縁郎八ケメ． にぶ

（底3.1 い橙

262 20 鉢 SD324 
（口）7.9（高）7．4

仇面M本部ハケメ後ナデ、 口ほ郎ヨコナデ、底祁ナデ．（内面）体郭ナデぼ節付近爪痕あり）、口縁郎ヨ＝ナデ． にぶ
（底2.4 い橙

262 21 甕 SD324 （口）7.5（高）（8 6) 
げ卜面M本部ハケメ後下半ヘラミガキか、口畠部ヨコナデ． に"‘
（内面）体部下位ヘラケズ）中上位ナデ、口9最郎ハケメ後ヨコナデ． 貫糧

263 1 有孔鉢 SD324 
（口）20.6（高）18.8 oiiil体郎ハケメ、口縁郎ヨコナデ、底輝ナデ．（内面）体部ヘラケズリ、口ほ郭ナデ後端郎のみヨコナデ． 灰褐
（底）20

263 2 有孔鉢 SD324 
（口）16.8（高）18.0

〇面）体紅ヽケメ、口縁郎ナデ、底郭ナデ．（内面）体祁ヘラケズリ亀 口縁郎ナデ． 橙
（底）2.4

263 3 有孔鉢 SD324 
（口）17.8（高）20.7

仇面）体部（クタキメ後か）ナデ．口縁訊ヨコナデ．（内面）体郭ヘラケズリ、 口縁郎ハケメ後端郎ヨ＝ナデ． 灰貨
（底）3.4

263 4 有孔鉢 S0324 
（口）17.6（高）16.5

〇面）体紅ヽケメ、口緯祁ナヂ、底郭ナ元（内面）体祁ヘラケズリ、 口縁郎ナヂ． 浅貨
（底）I8 

263 5 有孔鉢 SD324 （口）17.3（高）15.0 り卜面）体郎ハケメ、口縁郎ヨコナデJ底郎ナデ．（内面）体郎ヘラケズリ、口縁郭ヨコナデ． にぶ
（底）37 い橙

263 6 有孔鉢 SD324 
（口）14.3（高）174 

げ面）体挑ヽケメ後ナデ、口縁部ハケメ、J11：郎ナデ．（内面）体祁ヘラケズリ、 口縁綿ナデ． にし‘
（底）2.9 賞檀

263 7 鉢 SD324 
（口）19.8（高）15.0 り卜面）体郎ハケメ後下半ナデ．頸郎ヘラミガキ、 口緯部ヨコナデ〇員凹縁文4条）、底郭ナデ． 1こぶ

底部焼成後穿孔。
（底）30 （内面）体部ヘラケズリ後ヘラミガキ、口縁郎ョコナデ後ヘラミガキ． い褐

263 8 有孔鉢 S0324 
（口）14.0（高）12.4

〇面）体郎ハケメ、 口縁部ナデ、底郭ナヂ．（内面）体祁ヘラケズリ｀ 口縁部ナヂ．
にふ孔ヽ

（底）32 貫1l

263 9 鉢 SD324 
（口）13.6（高）8I げ面）体邸ハケメ後ヘラミガキ、口縁郎ヨ＝•ナヂ後ヘラミガキ、底郭ヘラ迂fキ． にし`＇
（底）3.4 （内面）体郭ヘラ刃fキ、口縁郎ヨゴナデ後＾•ラミガキ． 賞檀

263 10 鉢 SD324 
（口）15.0 〇面）体郎ヘラミガキ、口緯郷ヨコナデ（鰻凹練文3条）後ヘラミガキ． にぷし‘ スス・コゲあり．
（高）（6.9) （内面）体紅ヽケメ後ヘラミガキ、口縁郷ヨコナデ後ヘラミガキ． 賞鰻

263 11 鉢 SD324 
（口）22.9(1111)12.6 〇面）体郎ヘラミガキ、口ほ郭ヨコナデ後＾・ラミガキ、底昴ヘラケズ）． にし‘
（底)4.5 （内面）体郭ヘラケズリ後ヘラミガキ、口縁郭：ョコナデ後ヘラミガキ． 貧檀

263 12 鉢 S0324 
（口）21.0 仇面）体郎＾ケメ簑ヘラミガキ、口縁郎ヨ＝•ナデ． 浅貨

（高）（7.7) （内iii)体郵ヘラケズリ後ヘラミガキ、口縁部ヨコナデ後ヘラミガキ。 橙

263 13 J11]部 SD324 （高）（6.0)国）8.8 oiii)脚郎ヘラケズリ後ハケメ、端郭ヨコナ：，，・（内面）脚郭ナデ後^ ケメ、端郭ヨ＝ナデ． にぶ
い橙

263 14 高杯 SD324 
（口）21.1（高）173 り卜面）体紅ヽケメ後ヘラミガキ、口縁部ヨ＝•ナデ（擬凹線文4条）」脚郎ハケメ後ヘラミガキ、端郎ヨ＝ナデ． にし‘
（底）12.8 （内面）体郎ヘラミガキ、口縁榔ヨコナデ後ヘラミガ屯闘郎上半ナデ、下半ハケメ． 貧檀

263 15 高 S0324 
（口）17.0(llll)i6.l げ面）体挑ヽケメ後ナデ、口縁部ヨコナデ（貴凹縁文2条）、脚郎ハケメ後ナデ、燐郎ヨコナデ．

浅貨 円孔あり。
（底）10.8 （内面）体郎ヘラケズリ後ナデ、口縁郭ヨ＝ナデ、脚郭ハケメ後蟷郎ヨコナデ．

263 16 高杯 SD324 
（口）18.2 仇面）体部＾ケメ後ヘラミガキ、口縁郎ヨコナヂ。（撮凹練文4条）．

橙
（高）（5.6) （内面）体郭ヘラミガキ、口緯輝ヨコナデ後＾・ラミガキ．

264 1 高杯 SD324 
（口）21.6 〇面）体綿ヘラミガキ、口縁郎ヨコナデ（擬団練文6条）脚郎ハケメ後ヘラミガキ。（内面）体綿ハケメ後ヘラミガキ、 にぶ

Pl孔位向．
（高）（232) ロ縁部ヨコナデ後ヘラミガキ、J11J祁上位ナヂ、中位ヘラケズリ、下位ハケメ後ナヂ． い橙

264 2 高杯 SD324 （口）25.2（高）10.4
〇面）体郎ハケメ後ヘラミガキ、口縁郎ヨ＝•ナデ（擬凹練文5条）後ヘラミガキ、 脚郎ヘラミガキ。 にし‘

（内面）体郎ヘラミガキ、口縁111iヨコナデ後＾•ラミガキ． 貧檀

264 3 高杯 S0324 
（口）25.6

〇面）体錦ヘラ玖fキ、口縁榔ヨコナヂ（擬[!!1線文6条）．（内面）体鑢ヘラミガキ． 口縁郭ヨコナデ後ヘラさがキ． に"‘
（高）（＆4) 貫糧

264 4 高杯 SD四 （口）22.8 げ面）体郷ヘラ玖fキ、口縁鑢ヨゴナヂ(11111!!1線文3条）後ヘラミガキ． にし‘
（高）（7.9) （内面）体部ヘラケズリ後ヘラミガキ、口縁部ヨコナデ後ヘラミガキ。 賞檀

264 5 高杯 SD324 （高）（5.6) げ面）体郎ヘラミガキ。（内面）体郎ヘラミガキ． にし‘
賞檀

264 6 高杯 SD324 
（口）27.2 oiii)体郎ヽケメ後ヘラミガキ、口縁郎ヨ＝•ナデ後ヘラミガキ． にし‘

（高）（6.4) （内面）体挑ヘラミガキ、口ほ鑢ヨコナデ後^ ．ラミガキ． 貫檀

264 7 高杯 S0324 
（口）21.6

〇面）体郎ヘラミガキ、口縁榔ヨコナデ後ヘラミガキ．（内面）体郭ヘラミガキ，口謙部ヨコナヂ後ヘラミガキ． にし‘
（高）（4_5) 貫檀

264 8 高杯 SD324 
（高）（188) げ卜面）体錦ヘラミガキか、JII)郎ヘラミガキ、埠祁ョコナヂ． にし‘ Pl孔方向．
（底）17.2 （内面）体郎ヘラ玖f初か、JIIJ節上位ナデ、中位ヘラケズリ、下位ハケメ。 賞檀

264 9 脚郎 SD324 （高）（5.8) 仇面）体郭ヘラミガキ、脚郭ヘラミガキ。（内面）体孤ヽケメ後ナデ、脚部ナデ． にし‘ 樹脂状黒色物による接合補
賞檀 修あり．

264 10 Jip郎 S0324 
（高）（111)

げ面）脚紅ヽケメ後ヘラミガキ、端況ハケメ1浚ヨコナデ、ヘラミガキ．（内面）脚祁上半ヘラケズリ、下半＾ケメ．
暗灰

（底）14_5 黄

265 1 醤台 SD324 
（口）21.9（高）19.I 〇面）体祁＾ケ環ヘラミガキ、口縁郎ヨコナヂ（攘凹線分4条）後ヘラミガキ、脚祁＾ケメ後ヘラミガキ． にし‘ 円叩点皐む方向．
（底16.6 （内面）体挑中位ナデ‘..t位ヘラミガキ、 口苔卜部ヨコナデ後ヘラミガキ、脚祁ハケメ． 貫II

265 2 醤台 SD324 
（口）20.1(111)18.1 〇面）体錦ヘラ玖fキ、口縁榔ヨコナヂ後ヘラミガキ、JIii鑢ヘラミガキ．

橙 Pl孔2段3方向．
（底）16.1 （内面）体節上半ヽケメ後ヘラミガキ、下半ヘラケズリ、口縁郎ヨコナヂ簑ヘラ迂坪、脚祁ハケメ後ヨコナヂ。

265 3 蒻台 SD324 
（口）19.4 〇面）体部ヽケA負ヘラミガキ、口縁郎ヨ＝•ナデ（浅い擬凹線文3条）．

橙
（高）（7.0) （内面）体郎中位のみヘラケズ）、後全体をヘラミガキ、 口縁郎ヨコナヂ後ヘラもがキ．

265 4 馨台 S0324 （口）21.0(illl)S1 〇面）体郎ヘラ玖fキ、口縁郎ヨコナデ（擬[!!1線文5条）．（内面）体郭ヘラミガキ、 口縁郎ヨコナデ後ヘラ文けキ． に"‘
貫檀

265 5 翡台 SD324 
（口）20.0 仇面）体郎ヘラ刃fキ、口縁郎ヨゴナヂ後＾•ラミガキ． にぶ

（高）（150) （内面）体綿中位ヘラケズリ、上位ヘラミガキ、 口縁邸ヨコナデ後ヘラミガキ． い橙

265 6 器台 SD324 
（口）33.0

げ面）口縁綿ハケメ後ヘラミがキ、端部ヨコナデ、Pl形浮文3点以上。（内面）口縁綿ヘラミガキ．
灰貨

（高）（2.3) 褐

265 7 蓋 SD324 （口）15.8（高）12 〇面）体郭ククキメ後ナデ、口縁綿ヨコナヂ。（内面）体郭ハケメ後ナデ、つまみ郭ナデ．
にふ孔ヽ
貧檀

265 8 蓋 S0324 （口）15.7(111)79 〇面）体紅ヽケメ後ナヂ、 口縁部ヨコナヂ、つまみ祁ナヂ．（内面）体部ハケメ簑ナヂ．
にぶ

い橙

265 9 蓋 SDl24 （口）14-8（高）68 〇面）全体ナデ（亀裂多く残す）．（内面）体：郎ハケメ．つまみ祁ナデ．
にぶ
ススらしき汚れあり．い橙

265 10 蓋 SD324 
（口）13.2（高）77

〇面）体綿＾ケメ後ナデ， 口縁部ヨコナデ、籍ヨゴナデ。（内面）体部上半ナデ、下半ヘラケズ）、 口縁部ヨコナデ。 橙 スヌあり。
（底）3？

266 ］ 甕 SD336 
（口）11.6（高）12.2

げ面）体郎ハケメ、 口縁部ヨコナヂ、底鑢ハケメ。（内面）体郎ヘラケズ人口縁祁ヨコナデ． 橙 スヌあり。（底）4．5
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第4窒競措と遺物

膚図 番号 醤橿 遺構 法（中 Ill整 色璽 備＊

266 2 甕 SD336 （口）21.2 〇面）体郎ヽケメ後ヘラミガ屯口繹郎ヨコナデ。（内面）体謬9ヽ ケメ後ナデ． にし・

（高）（12.4) 賞檀

266 3 甕 S0336 
（口）16.0

仇面M本部ハケメ、口縁釦コナデ．（内面）体祁ヘラケズリ、 口ほ祁ヨコナデ． 浅貸

（高）（5.8) 橙

266 4 甕 SD348 （口）26.0（高）（8.8) げ面）体邸＾ケメ、口縁郎ヨコナデ後ハケメ、端節に刻g．（内面）体郎ナデ、 口縁部ハケメ、＾ケメ厚体波状文． に"‘
貫糧

邸6 5 壺 SD348 
（高）（12I) oiiil体部ヘラミガキ、底郭ナデ．（内面）体郎ナデ． 灰貨
（底）（3.3)

266 6 甕 SD356 （口）14_9（高）（6_5) 〇面）体紅ヽケメ、口縁郎ヨコナデ（擬凹練文3条）。（内iii)体部ヘラケカ、口縁郎ヨ＝ナデ． にぶ
い橙

266 7 甕 SD356 
（口）12.9

仇面）体部ハケメか、口縁祁ヨコナデ（擬11!1縁文5条）。（内面）体郎ヘラケズ）、口縁鑢ヨコナデ． 褐 スヌあり。
（高）（4_8)

266 8 壺 S0356 （口）21.6（高）43
〇面）体挑ヘラミガキ、口縁鑢下半ヘラミガキ、J;半ヨコナデ、鄭撞波状文、竹管文、刻目をもつ突帯． にぶ

（内面）体郎ナデ、 口縁郎ヨコナデ後ヘラミ埓． い橙

266 9 壺 SD3S6 （口）15.0 り卜面）体郎ヘラミガキ、口繹郭ヨ＝ナデ後＾・ラミガキ．（内iiil体郎ヘラケズリ． 口縁郎ハケメ後ヨコナデ． 橙
（高）（120) 

266 10 甕 SD蕊
（口）12.0

げ面）体挑ヽケメ， 口縁部ヨコナデ内面）体綿ナデ．口緯部ヨコナデ． にし‘ スス・コゲあり．
（高）（6.3) 賞檀

266 11 鉢 SD356 
（口）10.0（高）58

仇面）体部ヘラミガキ、口縁狐ヨコナヂ、底祁ヨコナデ後ヘラミガキ。（内面）体郎ナデ、Jip祁ナデ。
1こぶ

（底）52 い黄

266 12 壺か S0358 （口）21.8（高）（2.4) 〇面）口縁郎ヨコナデ。（内面）口縁祁ヨコ9トデ． 灰褐

266 13 蒻台か SD函 （高）（1.5) 〇面）口縁繹ヨコナデ、竹管円形浮文、ハ！が原体列点文。（内面）口縁節ヨコナデ後ヘラミガキ、竹管文． 橙

266 14 脚郎 SD368 （高）（5.7)(4)20.0 仇面）脚郭ヘラ刃怜、端祁ヨコナデ（擬凹樟文5条）。（内面）脚郎^ ケメ後ナデ． 橙 円孔4方向．

266 15 甕 SD% （口）16.0(ill)(2.3) げ面）口縁綿ヨコナデ（攘l!!I線文2条）．（内面）体郭ヘラケズリ、口縁祁ヨコナヂ．
にぶ
スヌあり。

い橙

お6 16 JIIJ祁 SO函
（高）（7.0) 

〇面）脚錦ヘラミガキ、端郎ヨコナデ後ヘラミガキ内面）脚郎上半ハケメ後ナデ、上半ヨコナデ．
にぶ
円孔l方向．

（底）14.0 い橙

266 17 壺 SD371 
（口）22.0 oiii)体郭ヘラミガキか、口縁郭ヨ＝ナデ。（内面）体郎ヘラミガキか、口縁郎ヨコナデ． にし‘ 把手あり．
（高）（8.5) 賞檀

266 18 器台 SD371 （口）66（高）（39) 〇面）体郭ヘラミガキ、口縁輝ヨコナデ（擬[!!J線文1条）．（内面）体郎ヘラミガキ、 口縁祁ヨ＝ナデ後ヘラ迂fキ． 橙

267 1 深鉢 包含層 G28
（口）15.5(1111)18.6 げ面）体綿織甕条痕、沈線文様、口縁謁繕l密条痕、沈縁文祭、口縁端郭に沈縁．底郎ナデ． にし‘
（底）62 （内面）体郭織密条痕後ナデ、口縁郎ナデ． 貧檀

261 2 深鉢 ST22南漕 （高）60 ~iii)体郎調整不明、沈練文様。（内面）体·郭ケズリ後ナデ． 橙

267 3 深鉢 包含層 四6 （高）6.7 〇面）口縁郎ナデ、口縁端部に沈線、劃突、穿孔．（内面）口縁部ヘラミガキ．
灰貨

褐

267 4 深鉢 SDII （高）5.5 〇面）体郭謁整不明、沈線文様。（内面）体昴ケズ）後ナデ。
灰貨

褐

267 5 深鉢 包含層 （高）35 〇面）口縁郎ナデ、劇突文．（内面）口縁鮒ナヂ． に"‘
貫糧

267 6 深鉢 ST25南溝 （高）34 〇面）口縁繹ナデ、剛突文、口繹蝠祁刻．目（内面）口縁郎ナデ、剰突文． 灰貨
褐

267 7 深鉢 S'127北漕 （高）40 げ面）口縁綿ナデ、劇突文。（内面）口縁部ナデ． にぶ
い褐

267 8 深鉢 ST27北漕 （高）5.5 仇面）口縁綿ナデ．（内面）口縁部ナデ．
明貸

褐

261 9 壺 STJ7北漕 （高）（＆7) 〇面）体郎ヘラミガキ、削出突帯上にヘラ~I沈縁文6条． （内面）体郎ナヂ．
灰貨

褐

267 10 壺 ST50北漕 （口）20.2（高）（8.9)
げ卜面）頸郎ハケメ後ヘラミガキ、口縁郎ハケメ後ヨコナヂ、ヘラミガキ。頸祁1こヘラ播沈線文7条。 にぶ

（内面）口縁綿＾ケメ後ヨサデ、ヘラミガキ． い橙

267 11 壺 S1'21東溝 （高）（6.8) 仇面）体部＾ケメ後ヘラミガキ、頸郭1こヘラ撞沈線文3条．（内面）体郎八ケメ． にぶ
い褐

267 12 壺 ST35北漕 （高）（12.9) げ面）体錦ヘラ玖fキ、刻目をもつ貼付突町（弧状・潰巻状・既縁）、頸郭に貼付け突帯．（内面）体祁ハケメ． にし‘
貧檀

261 13 壺 ST21東漕 （高）（4-5) 〇面）体郎ヘラミガキ、ヘラ灌沈線文、需軸l羽状文。（内面）体榔ナデ． 橙

267 14 壺 S1'.23北溝 （高）（5.0) 〇面）口緯謁ナデ、頸部に刻目をもつ貼付突帯。（内面）口縁郎ヨ＝ナデ＾ケメ、貼付突帯の痕跡あり． 橙

267 15 壺 S135北漕 （高）（II6) 
〇面）体部ヽケメ後ヘラミガキ、口縁郎ハケメ後ヘラミガキ、顆郷に刻目をもつ貼付突帯． にし‘ 突1lf.I:の刻目は布を巻いた

（内面）体紅ヽ ケメ、口縁郎ハケメ． 賞檀 檸状によ＆

267 16 壺 S126西漕 （高）（9.3) 〇面）体郎ヘラ玖fキ、刻llをもつ貼付突訊（内面）体祁ナヂ． 橙

267 17 壺 S1'26西漕 （高）（7.0) 〇面）体部ヽケメ、ヘラ撞沈縁文、刻目をもつ突翫（内面）体郭ナデ． にぷし`＇
賞檀

267 18 壺 S芦東溝 （高）（100) げ面）体郎ハケメ後ナデ、頸郭にヘラ擢沈1慎文、竹誓文。（内面）体郭ナデ．
浅貨

橙

268 ］ 甕 包含層 Y24 （口）22.I（高）15.1
〇面）体郭ヽケメ、肩郎にヘラ撞沈縁文2条、口縁郎ヨ＝ナデ、蟷郎ヘラ刻目．

参褐 スヌあり。
（内面）体紅ヽ ケメ後ナデ、 口縁部ヨコナヂ．

268 2 甕 ST24東漕 （口）18.0(111)(6.7) 〇面）体紅ヽケメ、 口縁部ヨコナデ、端繹に刻日、頸i111にヘラ撞沈縁文1条．（内面）体部ナヂ、口縁郷ヨ＝ナヂ 橙

268 3 甕 STll南漕 （口）16.0（高）（5.5) 〇面）体郎ナデ． 口縁郎ョ＝ナデ．端郭に刻目．頸郭にヘラ撞沈練文3条。（内面）体部ナデ、口縁郭ヨ＝ナデ。 橙

268 4 甕 包含層 C!B
（口）18.4 〇面）体紅ヽケメ、 口縁郎ヨコナデ．口縁蟷t部にヘラ刻目．

灰褐
（高）（8.3) （内面）体邸にハケメ後ナヂ、 口縫郎ハケメ骰ヨコナヂ．

268 5 甕 包含層 AZT （口）21.0（高）（5.5)
り卜面）体郎ナデ、 口繹郎ヨコナデ、燐郭IC,~目、顆郭1こヘラ播沈線文6条、竹管文列廷2. にし‘

スヌあり。（内面）体部ハケメ後ナデ、口縁部ヨコナデ． 貫檀
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第2節造物

膚図 番号 醤橿 遺構 法（中 Ill整 色璽 備＊

268 6 甕 S134北漕 （口）21.0 〇面）体郎ナデ、 口縁郎ヨコナデ、端郎1こ絹9頸部にヘラ攘沈縁文5条。（内面）体郎ナデ、口縁郎ヨコナデ． 灰褐
（高）（5.4)

268 7 鉢 包含IICIB 
（口）21.0 〇面）体郎ハケメ後ヘラミガキ、口縁郎ヨ:,・ナデ、頸郎1こヘラ撞沈練文3条 にぶ スス・コゲあり．
（高）（10.6) （内面）体郎ハケメ後ヘラミガキ、口縁郷ヨコナデ． い橙

268 8 鉢か ST22東溝 （高）（40) げ面）体邸＾ケメ、 口縁部ヨコナデ。（内面）体祁ハケメ、口縁祁ヨコナヂ．
にぶ
ロ縁鑢1こ瘤状突起貼付け．

い橙

268 9 鉢か 包含11124 （高）（6.0)(JIE)6.5 oiiil体郎ナデか、底祁ナデか．（内面）体祁ナデか． 橙 扇郎紐孔あり．

268 10 鉢 ST17北漕 （口）44.0（高）（70) 〇面）体紅ヽケメ、口縁部ヨコナデ．（内面）体祁ナデ、 口縁部ハケメ後ヨコナデ． 橙 把手あり。

268 11 鉢 包含層 爪
（口）41.2

仇面）体部ハケメ、 口縁郎ヨコナデ。（内面）体祁＾ケメ後ヘラミガキ、口縁部ヨコナデ後ヘラ辺fキ． 橙 把手あり．
（高）（235) 

268 12 甕 ST44市漕
（口）43.6

〇面）体紅ヽケメ、 口縁部ヨコナヂ．頸鑢にヘラ摘沈縁文、竹管文．（内面）体孤ハケメ後ナヂ、 口縁部ヨコナヂ．
にぶ
スス・コゲあり．

（高）（137) い橙

269 1 壺 包含II
（口）19.4（高）31.9 〇面）体郎ハケ埠中位以上ナデ、 口縁郎ハケメ後ヨコナデ、底訊八ケメ、肩郎1こ櫛措波状文、直線文、口縁郎 明赤 スス・コゲあり．内面突起2点
（底）7.2 に櫛摘波状文。（内面）体綿＾ケメ後下半ナデ（一綿ヘラケズ））、口縁郎ハケメ後上半ヨコナデ、櫛撞扇形文． 褐 皐位3方向．

お9 2 壺 包含層 鉄塔 （高）（113) 〇面）体挑ヘラミガキか、口縁郎ヘラミガキか、顆綿1こ貼付け突帯3条。（内面）体部ナデ、口縁郎ハケメ後ナデ． にし‘
賞檀

269 3 壺 包含層 JI3 （口）22.3（高）（6.1) 仇面）口縁綿下半ハケメ、上半ヨコナデ、ヘラ斜格子文。（内面）口縁祁ハケメ後上半ヨコナデ．
浅貨

橙

269 4 壺 包含層 112 （口）21.1（高）（2.9)〇面）口縁郎ハケメ後ヨコナデ」櫛撞斜格子・文。（内iii)口縁祁ヨコナデ．
にふ孔ヽ
貫1l

269 5 壺 包含IIY24 （口）21.0（高）（4.2)
げ面）口縁鑢ハケメ後上半ヨコナヂ、櫛播注状文、頸綿に櫛措虞繰文． にし`＇ 断面隋灰色．
（内面）口縁綿ハケメ後上半ヨコナデ、櫛撞列点文． 賞檀

269 6 壺 包含層 鉄塔 （口）12.2（高）（72) 仇面）体郭＾ケメ、 口縁釦コナデ（凹線文3条）、ヘラ列点文．（内面）口縁部ヨコナデ． 灰白

269 7 壺 包含層 鉄塔 （高）（6.1) げ面）口縁綿ナデ、櫛摺減木文。（内面）口縁部ナヂ．
浅貨

橙

269 8 壺 包含層 FJ7 （口）16.4(高）28) 〇面）頸郎ハケメ、 口縁部ヨコナデ．（内面）頸節ナヂ ロ縁郎ヨコナヂ纏措扇形文． 橙 内面に突起あり．

269 9 Iii 包含1119 （口）70（高）（I3) oiii)体郎ナデ、 口縁郎ヨ＝ナデ。（内面）体部ナデ、口繹郷ヨコナデ． にし‘ 紐孔あり．
賞檀

269 10 燕頸壺 包含層 028
（口）12.8

〇面）体綿＾ケメ後下半ヘラミガキ、口緯部ヨコナデ。（内面）体郎ハケメ後下半ヘラケズリ、口縁郷ヨ＝ナデ． 灰白
（高）（141)

270 1 甕
包含層 D21・ （口）18.8

げ面）体郎ハケメ、口縁祁ヨコナヂ．（内面）体訊＾ケメ後ヨコナヂ、口縁訊ハケメ後ヨコナヂ．
にし‘

E21 （高）（4_8) 貧檀

270 2 甕 包含層 AZ1.
（口）17.3

~iii)体紅ヽケメ、口縁郎ヨコナデ．（内面）体祁ナデ． 口縁部ヨコナデ． 橙 搬入品か．
（高）（7.6) 

270 3 甕 包含層 AZl.
（口）16.2

〇面）体郎ヽケメ、口縁郎ヨコナデ．（内面）体郷ナデ、 口縁部ヨコナデ． にぶ
搬入品か、＇

（高）（8.6) い橙

270 4 甕 包含層 E:21
（口）19.0 〇面）体郎下位ヘラケズリ．中・上位ハケメ、口緯郊ヨ＝ナデ。口縁端郭2点一組の押圧(3方向）． 浅貨

スス・コゲあり．
（高）（223) （内面）体郎ハケA負上半ナデ、口縁郎ヨコナデ． 橙

210 5 甕 包含層
（口）16.0（高）30.5

〇面）体錦タクキメ後ハケメ、 口縁祁ヨコナヂ、底郎ナデ．（内面）体邪ナヂ． 口縁郎ハケメ後ヨコナヂ． に"‘
（底50 貫糧

270 6 甕 包含II」8
（口）33.0 〇面）体部ヽ ケメ、口縁郎ヨコナデ(1!!1線文2条）、肩部にハケメ原体刃点文。（内面）体鑢ナデ、口縁郎ヨコナデ． 浅貨 ススあり．
（高）（125) 橙

270 7 甕 包含層 Hl3
（口）2ao 〇面）体郎ハケメ、 口縁郎ヨコナデ（凹線文3条）、郷分的に縦位沈線13条｀頸部に指頭圧痕文突帯． にし‘
（高）（1.8) （内面）体郎ハケメ後ナヂ、 口縁部ヨコナヂ． 賞檀

270 8 高杯 包含層 J9
（口）16.2

仇面）体郎ヘラ刃fキ、口縁郎ヨゴナヂ(ll!I線文5条）。（内面）体綿ヘラ迂埓、口縁祁ヨコナデか． 淡
（高）（6.0) 橙

270 9 鉢 包含層 M7
（口）13.8 仇面）体声ケメ後上半ナデ消し、櫛摘文］竃文、口縁郎ヨコナデ。 にぶ

搬入品か（三母含有）．
（高）（5.4) （内面）体綿＾ケメ後ヘラミガキ、口縁部ヨコナデ後ヘラミガキ． い橙

270 10 高杯 包含IIK8 （口）15.3（高）（4.6)
げ卜面）体錦ヘラミガキ、口縁錫ヨコナヂ後ヘラミガキ、体綿1こ凹線文3条． にぶ

（内面）体郎ヘラ玖fキ、口縁鑢ヨゴナデ後＾•ラミガキ． い橙

270 11 高杯 包含層 131
（口）24-0（高）20.0 〇面）体部ヘラケズリ後ヘラミガキ、口縁郎ョコナデ、関部ヘラミガキ、端部ヨコナデ（凹練文2条）．

灰白
（底）13.2 （内iii)体郎ヘラミガキ、口縁榔ヨコナデ後ヘラミガキ、脚繹ヘラケズ）．

270 12 Jip郎 包含Ill813 （高）（10I) げ面）脚錦ヘラ玖fキか、沈線文帯3段。（内面）胴祁ナヂ． にし‘
貧檀

210 13 脚郎 包含IIK8 （高）l64) 〇面）体郎ヘラミガキかA櫛撞ほ線Jl:.（内面）脚郷ナデ． にし‘
貫II

270 14 脚部 包含層 K8 （高）（5.5)(4)15.6 〇面）脚部ヘラミガキか、端郭ヨコナデ．（内面）脚祁ヘラケズリ．
にぶ
Pl孔2点単位。

い橙

270 15 脚祁 包含層 K8
（高）（105) 

仇面）体部ヘラミガキ、口ほ郷ヨコナデ、底祁ナデ。（内面）体部ヘラケズリ、口縁綿ヨ＝ナデ後ヘラミガキ． にし‘ 円孔2点半位4方向．
（底）11.6 賞檀

271 I 壺 包含層 G29 （口）30.4(illl)(3.0)〇面）口縁綿ヨコナヂ、沈線4条、櫛撞刃点：文、竹管円形浮文．（内面）口縁郎ヨコナデ（後ヘラミがキか）． に"‘ 生駒百麗産。補修孔あり。
貫檀 朱彩あり．

271 2 壺 包含層 H31
（口）25.8

〇面）口縁郎ヨコナデ、沈饒文5条、竹管円l形浮文2点以上。（内面）口縁郭ヨ＝ナデ． にぷし`＇ 生駒百麓産．
（高）（3.1) 賞檀

271 3 壺 包含層 L2
（口）32.2

げ面）口縁綿ヨコナデ、沈線4条．竹管円形清文。（内面）口縁郎ヨコナデ． にし‘ 生駒百麗産。補修孔あり。
（高）（3.2) 賞鶴

271 4 壺 包含層 」28 （口）25.7（高）（2.1)〇面）口縁綿ヨコナデ、1!!l饒文3条．（内面） 口縁部ヨコナヂ後ヘラミガキ．
にふ孔ヽ
生駒百麗蚕。

貧檀

271 5 壺 包含層 J4 （口）21.9(111)(2.4)〇面）口縁綿ヨコナデ、沈線4条｀円形浮文、・（内面）口縁部ヨコナデ。
灰貨
生駒百董産．褐

271 6 壺 包含IID17 （高）（16.2)ぼE)6.3
げ正）体郎ヘラ玖fキ、口縁鑢ヘラミガ屯庄綿ナデか． にし＇` 生駒百麓産．
（内面）体綿^ ケメ、 口縁部ナデ． 賞檀

271 7 器台 包含層 G19
（口）21.0 〇面）体郎ヘラミガキ、口縁榔ヨコナデ、半サイ竹管剥突文、竹管文． にし‘
（高）（6.8) （内面）体錦ヘラミガキ、口縁錫ヨコナヂ後ヘラミガキ． 賞檀

271 8 壺 包含層 （口）24.0（高）（5.2)げ面）口縁綿ヨコナヂ、1!!l続文、半戴竹管：に。（内面）口縁郭ヨコナヂ．
にし‘
貫檀
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271 9 壺 包含11」7 （口）21.5（高）（4.9)〇面）口縁郎ヨコナデ、円形浮文。（内面）Iコ縁郭ヨコナデ． 灰白

271 10 壺 包含IIHl2 
（口）21.4

仇面）口縁綿＾ケメ、端郎ハケメ後ヨコナデ．（内面）口縁部ヨコナデ、端訊9ヽケメ後ヨコナデ． にぶ ロ縁蟷部朱彩あり。
（高）（10.0) い橙

271 11 壺 包含層 FI9
（口）31.2

げ面）口縁鑢ハケメ後上郎ヨコナヂ、櫛撮言友状文◆（内面）口縁郷ヨコナヂ．
躇灰
生駒百薫醒．

(illl)(9.l) 貨

271 12 壺 包含IILI （口）11.9（高）（4．5)oiiilロ縁郷^ ケメ後.l:半ヨコナデ、榔撞列点文．ヘラ刺突文。（内面）口縁鑢ハケメ後ナデ、上半ヨコナデ． にぷし層 搬入品。断面隋灰色、スス
賞嶋 あり．

271 13 壺 包含層J3 （口）10.9（高）（5.8)り卜面）口縁郷ハケメ後ナデ、上半ヨコナヂ、＾ケメ原体列点文、頸節にハケメ豚体列点文． 灰白 搬入品か、＇
（内面）口縁綿ハケメ後ヨコナデ．

271 14 壺 包含層 G29
（口）8.8（高）79 〇面）体郭ヘラミガキ、口繹鶉ヨコナデ後へ．ラミガキ、底郷ヘラミガキ．

橙
（底）9ー。 （内面）体郎ナデ． 口緯郎ヨ＝ナデ後ヘラミえ符．

271 15 壺 包含Ill028 
（口）11.6（高）

〇面）口縁鑢ハケメ後ヨコナデ、Pl形浮文、頸祁1こ榔播直線文．（内面）口縁鑢ハケメ後ヨ＝ナヂ． 灰貨
(3.4) 

271 16 壺 包含IIK7 （口）16.2（高） り卜面）口縁繹＾ケメ後ナデ、後端郭ヨコナデ．口縁端部．下郎に竹管文．（内面）口縁郭ヨ＝ナデ．
浅貨

(6.8) 橙

271 17 壺 包含層 K2、K3 （口）16.4(1111)68 
〇面）頸郎ハケメ、 口縁郎ヨコナデ後竹管文． にぶ
（内面）頸錦～口縁邸ハケメ後口緯郭をヨコナヂ、頸部をヘラミガキ． い橙

211 18 壺 包含層 18 （口）19.0（高）（4.2) 仇面）口縁綿ヨコナデ後ヘラミガ主（内面）口縁郎ヨコナデ後ヘラミガキ．
1こぶ
い橙

271 19 壺 包含層 J7
（口）13.8

〇面）体郎ハケメ後ナヂ、 口縁部ヨコナヂ。（内面）体郎ヘラケズリ、口繹鑢9ヽケメ後ヨコナヂ．
にふ孔ヽ

（高）（ll2) 貫1l

271 20 壺 包含II112 （口）11.0（高）（5.0)〇面）口縁繹ヨコナデ。（内面）口縁郭ヨ＝9”デ． にし`＇
賞檀

271 21 壺 包含層 G28
（口）14-7

仇面）体郭ヘラ刃fキ、口縁郎ヘラミガキ（訳凹線文3条）。（内面）口縁綿ヘラミガキ． にぷし‘
（高）（6.2) 賞鰻

271 22 壺 包含層 J勾
（口）13.8 〇面）体郎ハケメ後ヘラミガキ、口縁郎ヨ＝•ナデ． にし‘
（高）（6.8) （内面）体郭ヘラケズリ、 口ほ部下半ハケメ、上半ヨ＝ナデ後ヘラミガキ． 貧檀

272 I 壺 包含層鉄塔 （口）20.0（高）34.3 〇面）体郎ハケメ、口緯部ハケメ後上半ヨコナデ．（内面）体祁ヘラケズリ、 口縁郎ハケメ後上半ヨコナデ．
にぶ

い橙

272 2 壺 包含II四
（口）13.9 〇面）体紅ヽ ケメ、口緯訊ハケメ後ヨコナヂ（擬1!!1線文4条）． にし‘ 鰻暉文上に径5mmの貫
（高）（125) （内面）体郷ヘラケズリ、口縁部ヘラケズリ後上半ナデ． 賞檀 通しない焼成ぷI穿孔あり。

272 3 壺 包含層Jll （口）20.4（高）（8.9)〇面）口縁狐ハケメ後端謁ヨコナデ、逆U字：形＃文。（内面）口縁綿ハケメ． にし‘
貧檀

272 4 壺 包含層 H29
（口）15.2 げ面）体挑ヘラミガキ、口縁郷ヘラミガキ(1!11!1線文2条）． にし‘
（高）（152) （内面）体郎ナデ、 口縁郎ハケメ後ナデ、端揮ヨコナデ． 貧檀

272 5 壺 包含層 L5 （口）12.9（高）（9.8) ~iii)口縁郷ハケメ後ヘラミガキ、端部ヨ=>·t"デ。（内面）口縁郭ナデ後ヘラミガキ、端郎ヨコナデ． 橙 搬入品(:!;~含む）．

272 6 壺 包含層 H29 （口）10.8（高）（6.4) 〇面）口縁綿ヨコナデ、櫛撞列点文．（内面i)口縁郎ハケメ後ヨコナデ． にふ“‘
賞檀

272 7 壺 包含層 1公）
（口）19.6 〇面）体郎ヘラミガキ、口繹郭ヨ＝ナデ（攘（』練文む条）． にし‘
（高）（JO 3.) （内面）体郎ヘラミガキか~口繹郷ヨコナデ後ヘラミガキか． 貧檀

272 8 壺 包含層 H29
（口）13.6

〇面）体部ハケメ、口縁郎ハケメ後上半ヨコナヂ、底綿ハケメ。内面）体綿ヘラケズリ、口縁鐸9ヽケメ後ヨコナヂ． に"‘
（高l(2SO)lll:)45 貫糧

272 9 壺 包含IIC22 （高）（4-4)(底）2.0 〇面）体部ヘラミガキ、底郭ヘラミガキか。内面）体祁9ヽケA負ナデ． にし‘ 搬入品か．
賞檀

272 10 壺 包含層 H29 （高）（5.3) げ面）体郎ハケメ後ナデか、擬凹線文3条（内面）体祁ナデ． にし‘
賞檀

212 11 壺 包含層JI3 （高）（4.5) 仇面）体郎ケメ後ナデ、ヘラ波状文。（内面）体郎ハケメ、 口緯郎ヨコナデ． にし‘
貫檀

272 12 壺 包含層 11
（口）7.6（高）51 

〇面）体郎ヘラミガキか~口縁郷ヨコナヂJ底郭ナデ。（内面）体郎ヘラケズリ（後ヘラミガキか）． にし‘
（底）26 貫檀

272 13 壺か 包含11129 （高）（4＿3) り卜面）体郎ハケメ後ナデ。（内面）体郎ハケ，メ後ナデ． 灰白 焼成前線Jあり．

273 ］ 甕 包含層 18 （口）18.4（高）（70) 仇面）体部＾ケメ、 口縁郎ヨコナデ（擬凹線文5条）、肩郎1こヘラ列点文。（内面）体祁ヘラケズ）、口縁郷ヨコナデ。橙 スヌあり。

273 2 甕 包含Illk8 （口）17.8（高）（6.9) げ面）体紅ヽケメ、 口縁部ヨコナヂ（擬1!!1線文9条）。（内面）体部ヘラケズリ、口縁郎ヨコナヂ。
にぶ

い褐

213 3 甕 包含11F23 （口）17.2（高）（9.3)〇面）体紅ヽケメ、 口縁郎ヨコナデ．（内面）体祁ヘラケズリ、 口縁郎ヨコナデ．
にぶ
スス・コゲあり．い橙

273 4 甕 包含層」勾
（口）15.2

〇面）体椰ナデ、 口縁部ヨコナデ。（内面）1本部ヘラケズ）後ナデ、口縁祁ヨコナデ． にし‘
（高）（8.5) 賞檀

273 5 甕 包含層 I勾
（口）13.6

仇面）体部＾ケメ、口縁釦コナデ．（内面）体祁ヘラケズ）後ナデ、口緯郎ハケメ後ヨ＝ナデ。 にし‘
（高）（4.5) 賞檀

273 6 甕 包含層 G29 （口）14.9(illl)(5.0)〇面）口縁綿ヨコナヂ（鰻ll!I線文4条）、縦位の沈線．（内面）体郎ヘラケズリ、口緯祁ヨコナデ．
にぶ

い褐

273 1 甕 包含層 Hll （口）10.8（高）（6.6)
仇面）体郎ケメ（後ナデか）、口縁郎ヨコナデ、頸部直下にハケメ原体刃点文。 にぶ

搬入品．（内面）体郭下半ヘラケズリ、上半ナデ、口紺郭ヨコナデ． い橙

273 8 甕 包含層 130 （口）76（高）（96) げ面）体郎ナデ、 口緯部ヨコナデ。（内面）｛本部ヘラケズリ、口縁郎ヨコナデ． 灰白

273 9 甕 包含層 128
（口）72（高）91 

〇面）体郭＾ケメ、口縁郎ヨコナデ（擬凹線文2条）、底郎ナデ．（内面）体郭ヘラケズリ、 口縁部ヨコナデ．
1こぶ

（底）35 い橙

273 10 甕 包含層l-!28
（口）13.0（高）14.7

〇面）体紅ヽ ケメ、口鯰郎ヨコナデ（攘1!!1線文4条）．底郎ナデ．（内面）体郭ヘラケズリ． 口繹郎ヨコナデ． にし‘ 年代測定資料 (FKllBIS).
（底）27 賃檀 ススあり。

273 11 甕 包含IIHl3 
（口）21.4（高）28.9

〇面）体郎ハケメ、口縁節ヨコナデJ底繹ナデ．（内面）体郷ナデ後ヘラケズリ、 口縁郎コ＝ナデ． にし`＇ 底郎焼成後穿孔、スス・＝ゲ
（底）7.7 賞檀 あり。

273 12 甕 包含層 K8 （口）20.0（高）（72) 
〇面）体紅ヽケメ、ヘラ斜格子文、沈線文、口縁部ヨコナデ、櫛撞虞繰文、棒状浮文．

浅貨
（内面）体郎ナヂ、口縁郎下半9ヽケメ、上半 9コナデ．

273 13 甕 包含層 112 （口）18.0（高）（3.8)げ面）口縁綿＾ケメ後ヨ＝ナデ、櫛撞列点文、頸郎1こ櫛撞虞繰文。（内面）口縁祁ハケメ後ヨコナヂ． 賃灰 ス刃りり、断面灰色。
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第2節造物

膚図 番号 醤橿 遺構 法（中 Ill整 色璽 備＊

273 14 甕 包含11L31 （口）14.9（高）（3.0) 〇面）口縁郎ヨコナデ、櫛撞列点文．屈曲綿1こ刻g．（内面）口縁郎＾ケメ後ヨコナデ． 灰共
ス功り[iiii灰色

褐

273 15 甕 包含IIK24 （口）16.0（高)(2.3)仇面M本部ハケメ、 口縁郎ヨコナデ、榔摘夙1点文。（内iii)口縁節ヨコナデ． 橙 スヌあり。

273 16 甕 包含層 Jお
（口）15.2（高）25.6

げ面）体邸＾ケメ後下位ナヂ、 口縁郎ヨコナヂ．底郎ナヂ．（内面）体部＾ケメ後ナデ、 口縁郭ヨコナヂ． に"‘
（釦37 貫糧

273 17 甕 包含IIH30 
（口）14.4 oiiilロ縁郷^ ケメ後ヨコナデ」灰曲郎にヘラ刻目。（内iii)口縁郎ハケメ後ヨコナデ． にぷし層

（高）（2.9) 貫檀

273 18 甕 包含層 H29
（口）14.9 り卜面）体部ナヂ、 一定間隔で静JI:する櫛撞iill:縁文」口縁部ヨコナヂA櫛灌列点文． にし・

ススあり、断面灰色
（高）（4.1) （内面）体郭ナデ、 口縁綿ヨコナヂ． 賞檀

273 19 甕 包含層 18
（口）17.4 〇面）口縁繹9ヽ ケメ後ヨ＝ナデ、垂下沈線、 2条一編の捧状汗文、屈曲郎1こ刻目． にぶい

スヌあり。
（高）（3.2) （内面）口縁郭ハケメ後ヨ＝ナデ． 貧嶋

273 20 甕 包含IllJ9 （口）11.6（高）（3.0) 〇面）口縁鑢ハケメ後ヨコナデ、櫛撞列点文、屈曲祁に刻日。（内面）口縁祁ノゾrメ後ヨコナヂ．
灰貨
断面灰色。

褐

274 1 有孔鉢 包含111B （口）19.5（高）19.0 り卜面）体郎ハケメ後下半ナデ、 口縁部ナデ、底郎ナデ．（内面）体郎ヘラケズリ、口縁部ナデ． にぶ
（底）1.5 い橙

274 2 鉢 包含層 i8
（口）19.4（高）15.8

げ面）体挑ヽケメ， 口縁部ヨコナデ、底輝ナデ．（内面）体部ヘラケズリ、口縁郎ヨコナデ． にぶ

（底）3.2 い橙

274 3 鉢 包含層 」28
（口）14_4

仇面）体部＾ケメ後ナデ、 口縁部ヨコナヂ。（内面）体郭ヘラケズリ後ナデ、口縁郷ヨコナデ．
1こぶ
片口あり。

（高）（7.3) い橙

274 4 鉢 包含層 G28
（口）14.1（高）10.2

〇面）体郎ハケメ、 口縁部ヨコナヂ、1111111ナデ．（内面）体部ヘラケズリ後ナヂ、 口縁部ヨコナデ｀脚郎ナデ．
浅貨

（底）6.0 橙

274 5 台付鉢 包含IIG28 
（口）9.6（高）10l 

〇面）体郎ヘラミガキ、口縁郭ヨ＝ナデ、脚：鑢ナデ。（内面）体郎ヘラミガキ、口緯郎ヨ＝ナデ，脚郎ナデ． 灰貨
（底）6.4

274 6 鉢 包含層 H28
（口）78（高）7.9

仇面）体郭ナデ、 口縁郎ヨコナヂ、脚郎ナヂ．（内面）体郭ナデ、 口縁部ヨコナデ．脚郎ナデ． にぷし‘

（底）50 賞鰻

274 7 台付鉢 包含層 H29
（口）11.3(1111)6I 

げ面）体郷ヘラ玖fキ、口縁鑢ヨゴナヂ後＾•ラミガキ、脚鑢ナデ。（内iii)体郎ヘラミガキ、脚鑢ナデ後ヘラミガキ。 にし‘
（底）57 貧檀

274 8 鉢 包含層 H28 （高）（7.1)(底）2.5 〇面）体郎ナデかJ底祁ナデか．（内面）体祁ナデか． にし‘
貫II

274 9 鉢か 包含111-128 （高）（5.5)国）8.4 oiii)体郭ヘラミガキ、JIil釦コナデ後ヘラミガキ。（内面）体郎ヘラケズ）か、JIil部ヨコナデ後ヘラミガキ． にし‘
賞檀

274 10 鉢 包含層 H30
（口）10.0（高）II3 

〇面）体郷ナデ、 口縁綿ョ＝ナデ、脚郎ナ,,.（内面）体祁ナデ、 口縁郎ヨコナデ、脚郎ナデ． にぶ
（底）3.4 い橙

274 11 鉢 包含層 F28
（口）10.3(1111)85 

げ面）体郎ハケメ後ナヂか、 口縁郎ヨコナヂ、底節ナヂ．（内面）体祁ヘラケズリ後ナヂ、口縁鑢ヨ＝ナヂ．
にし‘

（底）23 貧檀

274 12 鉢 包含層 G29 （口）26（高）（29) ~iii)体郎ナデ． 口縁郎ナデ。（内面）体節ナデ、口縁郎ナデ、底郎ナデ．
浅貨

橙

274 13 脚部 包含層 G28 （高）（4.6)(4)5.8 〇面）脚郎ヽケメ後ナデ、蟷郎ヨコナデ．（9勺面）体郭ヘラミガキか、脚綿ナデ． 灰貨

274 14 鉢か 包含層 G28 （高）（4.3)()11:)5.4 〇面）体郭ナヂ、脚郭ナデ、端輝ヨコナデ。（内面）体郎ナデ、JII祁ハケメ。 橙

274 15 鉢 包含層 E15 （口）66（高）28 〇面）体綿ナヂ． 口縁郎ナヂ。（内面）体鰐：ナデ、口縁郭ナヂ． 橙

274 16 鉢 包含11G28 （口）35.8 げ面）体郎ハケメ後ヘラミガキ、口縁郎ヨコナヂ（擬凹線文3条）． にし‘
（高）（103) （内面）体部ヘラミガキ、口ほ郷ヨコナデ後ヘラミガキ． 賞檀

274 17 鉢か 包含層 12.8 （高）（4_4)CJl!:)3.5 げ面）体郎ハケメ、底綿ナデ．（内面）体祁・rデ． 浅貨 底郭1こ十字状ヘラ記号あ
橙 り．

274 18 鉢 包含層 A24
（口）47（高）54

仇面）体郎ナヂ、 口縁祁ナヂ、底郎ナヂ。（内面）体郎ナデ、口縁鑢ナデ．
にぶ

（底）32 い橙

275 1 高杯 包含層 Jl4
（口）24.2

〇面）体郎ハケメ後ヨコナデ、口縁部ヨコナデ．（内面）体部ヨコナデ、口縁祁ヨコナデ．
浅貨

（高）（6.1) 橙

275 2 高杯 包含IIH7 （高）（9.4)(4)119 り卜面）脚郭ハケメ後ナデ、即捐部ヨコナデ。（内面）J11部ハケメ後下半ナデ、脚褐郎ヨ＝ナデ． にし‘ Pl孔9方向．
賞檀

275 3 高杯 包含層 G28
（口）10.8

仇面）体郭ヘラミガキ、口緯輝ヨコナデ、脚節ナデ。内面）体祁＾ケメ後ナデ、脚鑢ナデ． 橙
（高）（7.7)

275 4 高杯 包含Ill四6 （口）13.8（高）（6.3)
げ面）体挑ハケメ後ヘラミガキ、口縁郎ヨコナデ後ヘラ玖玲、脚郎ヘラミガキ． にし‘
（内面）体郎（ヘラケズリ後か）ヘラミガキ． 貧檀

215 5 高杯 包含IIE22 
（口）21.6

〇面）体郎ヘラミガキ、口縁郷ヨコナデ（鰻閲続文4条）．（内iii)体郷ヘラミガキ．口繹郎ヨコナデ．
浅貨

（高）（7.0) 橙

275 6 高杯 包含層 K8 （口）15.3（高）（4.6) 〇面）体部ヘラミガキ、口縁郭ヨ＝ナデ。（内面）体郎ヘラミガキ、口縁郎ヨコナデ後ヘラミガキ．
にぶ
い褐

275 1 高杯 包含層 Ill （高）（7.5)(Jl)8.4 
〇面）脚柱郎ハケメ後ヘラミガキ、櫛撞這舶文、脚憬郎ヨ＝ナデ後ヘラミガキ． にぶ Pl叫点単位位向(I方向
（内面）脚往郷ナデJ暉郭ハケメ後ヨコナヂ． い橙 のみ3点）．

275 8 高杯 包含層 K2l6
（高）(21I) 

〇面）脚郎ヘラ玖fキ。（内面）脚綿上半ナぅ”、下半ヘラミガキ．
にぶ
円孔4方向．（底）18.7 い橙

275 9 脚郎 包含層J14
（高）（128) 

〇面）脚部上半ヘラもがキ、下半ヨコナデ後ヘラミガキ。（内面）脚郷ナデ、端郎ヨコナデ． にぷし`＇ Pl孔8方向．（底13.7 賞檀

275 10 高杯 包含層 i8
（口）21.0（高）11.2

げ面）体郎ヘラミガキ、脚郷ヘラミガキ。（内面）体綿ヘラミガキ、JII繹ハケメ後ヨ＝ナデ． にし‘ 円孔切向．
（底）13.0 賞檀

275 11 脚祁か 包含層 K8 （高）（3.9)(4)7.2 〇面）脚郷ココナデ後ヘラミガキ。（内面）脚郎ヨ＝ナデ後ヘラミガキ． 褐

275 12 器台 包含層l-!25 （口）21.2(111)(4.2)
〇面）体挑ヘラミガキか、口縁郎ヨゴナデ(9量凹線文1条）、口縁親下蟷1こ刻目。 にし‘
（内面）体郎ヘラミガキか、口縁郭ヨゴナデ（後ヘラミガキか）． 賃檀

275 13 器台 包含11129 （口）28.7（高）40
げ面）体郎ハケメ後ヘラミガキ、口縁郎ヨコナヂ、竹管文、櫛撞波状文． にぶ
（内面）体綿＾ケメ後ヘラミガキ、口縁郎ヨコナヂ後ヘラ玖fキ． い橙

275 14 器台か 包含層1'23 （高）（3.1) 〇面）口縁綿ヨコナデか、後櫛摘波状文。 1内面）口縁祁ヨコナデか． 橙

275 15 装飾器台 包含層 16 （口）17.9（高）（7.6) げ面）体郷ヘラ玖fキか、口縁郭ヨコナデ(9員1!!1線文2条）．（内面）体郎ヘラミガキか、口縁鑢ヨ＝ナデか． 橙 三角形透孔千鳥状1こ廻な
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第4窒競措と遺物

膚図 番号 醤橿 遺構 法 （中 Ill整 色璽 備＊

275 16 装飾器台 包含層 18 （口）22.8（高）（4.9)〇面）体部ヘラ玖fキ、口繹郭ヨコナデ。（内面）体郭ヘラミガキか、口隷郎ヨコナデ（後ヘラミガキか）． にぶ
い褐

275 17 蒻台 包含層 128 (1111)(9.1)(底）17.0仇面）体郭ヘラミガキか、脚郎ヨコナデ（擬［日線文4条）。（内面）体郎ナデ、脚郊ハケメ、端繹ヨ＝ナデ．
にい
円孔方向．

貫檀

275 18 器台 包含層 L7
（高）（IO8) 

げ面）体郎ヘラ迂代か、ll!l線文1条以上、脚鑢ヨコナヂ(ll!l線文2条）。（内面）体錦ナヂ、脚祁ヨコナヂ．
にぶ
円孔2段あり．

（釦20.4 い橙

275 19 器台 包含IIG28 
（高）（155) 仇面）体綿ヘラ刃fキ、脚祁ヘラミガキ． にぶ

（底）17.5 （内面）体郭ナデ、 口縁部ヘラミガキ、J11部ヘラケズ）、祖祁ハケメ後ヨコナデ．． い橙

275 公） 器台 包含層 G28
（口）22.6（高）20.3 り卜面）体部ヘラミガキ、口ほ郷ヨコナデ後＾・ラミガキ、脚鐸ヘラミガキ． 灰貨 円孔2段3方向．
（底）11.4 （内面）体郭ナデ、 口縁郎ヨコナヂ後ヘラミえ店、胴郭.J:半ヘラケズリ、下半ハケメ．

276 I 蓋 包含層 G28 （高）（6.6)(底）6.2 仇面）体郭ヘラもキ、つまみコナデ．つまみ1こヘラ刻目．（内面）体祁ヘラミガキ、つまみヘラミガキ。 橙

276 2 蓋 包含IllL2 
（高）（6.4)

〇面）体郎ヘラミガキ、口縁鑢ヨコナヂ、紐3コナヂ．（内面）体繹ヘラミガキ、紐ヘラミガキ． 橙
（底）11.0

276 3 蓋 包含IIA24 （口）16.6（高）66 り卜面）体郎ヘラケズリ後下半ナデ、口縁郎ョ＝ナデ、つまみナデ．（内面）体郷＾ケメ、口縁部ヨ＝ナデ． 橙

276 4 多孔鉢 包含層 H8 （高）（4_2)(Jll:)4-8 げ面）体挑ヽケメ，底誡ナデ．（内面）体祁・rデ． 黄橙 体部穿孔あり。

216 5 多孔鉢 包含層 K8 （口）5.6（高）（5 7) 仇面）体祁ナヂ、 口縁祁ョ＝ナデ。（内面）体郎ナデ、口黛郎ヨ＝ナヂ． 浅貨 体部穿孔あり．

276 6 手焙 包含層 G29 （高）（3.4) 〇面）覆い部ナデ。（内面）覆い部ヘラケズリ． 浅貨

276 7 手焙 包含II （高）（4.8) 〇面）覆い部＾ケメ、沈縁｀ヘラ格子文、櫛騰列点文。（内面）覆い郎ハケメ後ナデ． 灰貨

276 8 手焙 包含層 H20 （高）（5.3) 仇面）覆い部ハケメ、ヘラ格子文、砥縁状の櫛撞列点文．（内面）覆い郭ナデ． 灰白 搬入品（雲母多く含む）．

276 9 手焙 包含層 G29 （口）17.7（高）（9.0)
〇面）体郎ハケメ、口縁部ヨコナデ、覆い開：ハケメ後一綿ナデ． にし‘

（内面）体郭ヘラケズリ後ナデ、口縁繹ヨ＝ナデ、覆い郭ヘラケズ）後ナデ． 貧檀

276 10 手焙 包含層 四 （口）16.2（高）（？9)
仇面）体郭上半ナデ、下半ヘラケズリ、口紺郎ヨコナデ、覆い綿ヘラケズリ。嗣祁1::P:I目をもつ突帯．

灰白 ススあり．
（内iii)体郵ヘラケズリ、覆い郭ヘラケズ,.

276 11 手焙 包含IIK6 L6 
（口）16.8 〇面）体綿ナヂ、ヘラ播波状文、同斜格子文刻Bをもつ貼付突帯、口縁鑢ヨコナデ、覆郎ハケA負ナヂ、ヘラ撞

浅貸
（高）（6.3) 斜子文、刻目をもつ貼付突帯。（内iii)体i鰭ハケメ後ナデ、口縁況ヨコナデ、覆郎ナヂか．

276 12 手焙 包含層 G28
（口）14-1 り卜面）体紅ヽケメ後上半ナデ、櫛撞哀続文、1iil冽点文、刻目をもつ貼付突帯｀ 口縁郎ヨコナデ、櫛撞刃点文、覆

灰白 スヌあり。
（高）（12.6)ぼE)6.7郎ナデ．（内面）体部下半ハケメ後ナデ、上半ヘラケズリ． 口縁郎ョコナデ．覆郭ハケメ、ヘラケズリ後ナデ．

276 13 手焙 包含層 G28
（口）16.4 げ面）体挑ヽケメ、ハケメ原体列点文、沈絹1と刻目をもつ貼付突帯、口縁郎ヨコナデ（凹縁文2条）、刻目． に；；

（高）（112) （内面）体郎ハケメ、口縁郭ヨコナデ． い褐

276 14 手焙 包含層 G28 （口）20.5（高）（78) 
仇面）口縁綿ヨコナデ、刻目、覆鑢ハケメ、，比線、櫛撞波状文、同Lキ状月点文、檸状浮文． にし‘

（内面）口縁綿ヨコナデ、覆祁ハケメ． 賞糧

277 I 須恵蕊壺 包含層 Fl4 （口）21.8（高）（5.7) 〇面）口縁綿回転ヨコナデ、カキメ．（内面）口繹節回転ヨコナヂ． 灰

277 2 珊息塁高杯 包含IIG19 （高)(2.9)()11:)9.0 仇iii)脚綿回転ヨコナデ．（内面）脚祁回転ヨコナデ． 灰 透孔あり。

277 3 躙患塁高杯 包含層 823 （高）（2.6)はE)9.4 〇面）脚飩回転ヨコナデ．（内面）脚祁回転ヨコナデ． 灰褐 透孔3方向．

277 4 攘恵塁坪董 包含層 823 （口）13.8（高）50 仇面）体郭～口縁祁回転ヨコナデ、後天井郎回転ヘラケズ）．（内面）体郎～口縁部回転ヨコナデ． 灰

277 5 躙恵塁坪董 包含層 鉄塔 （口）13.0（高）45 〇面）体郎回転ヨコナデ、天井祁回転ヘラケズリ．（内面）体郎回転ヨコナデ． 灰

277 6 攘恵塁坪董 包含層 FI9 （口）13.2（高）48 〇面）体郭回転ヨ＝ナデ、天井郎回転ヘラケズリ。（内面）体部回転ヨコナデ． 灰

277 ？ 躙患易坪貪 包含IllC18 （口）14.6（高）41 〇面）体郎回転ヨコナデ、底郎回転ヘラケズリ．（内面）体祁回転ヨコナデ． 灰

277 8 珊息塁雰鼻 包含層 鉄塔 （口）11.6（高）（3.4) 〇面）体挑回転ヨコナデ、底謁回転ヘラヶ；o.（内面）体節回転ヨゴナデ． 灰

211 9 須恵易坪身 包含層 JB （口）11.6（高）（3.4) 〇面）体郭回転ヨコナデ、底昴回転ヘラケズJ`.（内面）体部回転ヨコナデ． 灰

277 10 灰軸椀 包含層 J1 （高）（3.l)(Jll:)5.8 〇面）体郎回転ヨコナデ、底郎回転ヨ＝ナヂ。（内面）体謁回転ヨ＝ナヂ． 灰

277 11 灰籟椀 不明 （高）（3.3)(底）73 〇面）体邸回転ヨコナデ、底綿回転糸切痕、高台ヨコナ元（内面）体郭回転ヨコナデ． 灰白

277 12 緑J1l 包含層 」1 (n)12_2（高）2.？ぼ）fl.I〇面）体郎回転ヨコナデ、底謁回転糸切痕（内面）体綿回転ヨ＝ナデ． 灰白 重ね焼き痕跡あり．

277 13 灰軸椀 包含層 鉄塔 （高）（3.9)(底）77 〇面）体郎回転ヨコナデ、底郎回転糸切痕、高台ヨコナデ．（内面）体節回転ヨコナデ． 灰白 内面蝕あり．

277 14 土師磐椀 包含層 019 （口）15.2（高）5．匹）6．3 仇面）体綿回転ヨコナデ、口縁邪回転ヨコ9トデ、底綿回転糸切痕。（内面）体綿・ロ縁部回転ヨコナデ。 灰白

277 15 白磁椀 包含層 （高）（7.lX底）2.0 〇面）体錦回転ヨコナデ、底綿回転ヘラケズリ．（内面）体部回転ヨコナデ． 灰白

277 16 冑白繊合子 包含層 K3 (A)3.9（寓）1．製底）3疇` 仇面）体綿回転ヨコナデ、篇釉。（内面）体掃回転ヨコナデ、施釉。 灰白

277 17 天目茶碗 SX? （高）（0.9)(底）4.2 ひ面）高台・底郎回転ヘラケズ）．（内面）体部回転ヨ＝ナヂ． 内外面に釉あり．

277 18 染付椀 包含層 Fl7 （口）4.4（高）（48) 〇面）高台・底郎回転ヨコナデ、誨軸。（内ia)体部回転ヨコナデ、施釉。 重ね焼き痕跡あり．

277 19 土暉器厖 包含IllC12 (Cl) 11.2（高）（109) 〇面）体郎ヘラミガキか~ロ縁郷ヨコナデ後ヘラミガキか．（内面）体祁ナデ． 口隷郎ヨコナデ． 明褐灰 外面赤彩あり。穿孔あり．

277 幻 竃 包含層 CIB （口）25.0（高）（4 3) 〇面）体正ヶメ、口縁祁ナデ。（内面）体綿9ヽ ケメ後ナデ、口縁郎ハケメ． 褐 内面ススあり。

277 21 竃 包含層 F21 （口）蕊．6（高）（74)仇面）体郎ハケメ．（内面）体郭ヘラケズリ．一郎ヘケメ後ナデ． 橙 ススつかない．

277 22 竃 包含層 F'21 （口）25.8（高）（II.I) 仇面）体声ケメ後ナデ， 口ほ郎ハケメ後7巳デ。（内面）体郭ハケメ後ナデ、口縁綿ハケメ後ナデ． 黄橙

277 23 竃 包含層 F21 （高）四．2) 〇面）体郎ハケメ後ナデ．（内面）体郎ハケメ後ナデ． 浅賞檀

第11表 土製品観察表
檸図 番号 醤種 遺構 法量(a,) 重量に 冨 色調

278 I 分錆形土製品 包含層 C!3 （長）（3.7)（幅）（5.4)償[)1.2 (21.7) 全体をナデの後、表面・裏面・側面に攣I突． 1こぶい橙

278 2 土鐙 包含層 127 （長）80（径3.4 97.3 全体をナデ． 浅黄

278 3 土鰹 包含層 H30 （長）71 （径）•＾10 137.8 全体をナデ． 灰白

278 4 土鐙 包含層 E21 （長）47（径）4.5 (59.6) 全体をナデ． 灰白

278 5 土鐙 包含層 K7 （長）4.2（径）4.3 11 7 全体をナヂ． 灰白

278 6 土鰹 SKI09 （長）4.2（径）3.3 (19.0) 全体をナデ． 灰白
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第2節造物

2 石器 ・石製品

府中石田遺跡から出土した石器 ・石製品（玉類およびその関係遺物を除く）は、尖頭器・石鏃 ・スク

レイパー・ 石包丁・打製石斧·磨製石斧．楔形石器・石錘 ． 磨石 ・ 敲石·凹石 ・ 石皿 ・ 台石 ・ 砥石 • 石

棒・紡錘車など、量は少ないが多様な器種がある。およそ半数は包含層出土として取り上げたもので、

遺構出土の一部を除き、所属時期は明らかでない。ただし分布をみると、 I区からII区南半にかけてと、

N • VI区西半からVlll区にかけての両建物域に集中しており、出土土器の傾向から、これらの大半は弥生

時代後期の所産と考えて大過ないであろう。出土したほぽすべての器種を網羅しており、特に敲石や砥

石の出土量が多い。また、 W区東半の東部にも分布のまとまりが認められ、こちらは弥生前期の遺構 ・

遺物が集中する範囲に重なる。器種では石鏃や磨石、剥片類が目立つ。そのほか、形態から縄文時代に

帰属すると考えられる個体も存在する。

以下、器種ごとに解説する。なお、記述において正面 ・裏面および上下左右は掲載した実測図を基準

にしている。

尖頭器 （第279図I• 2) 2点検出した。 1は最大幅を基部にもつ尖頭器で、H12グリッドで出土

した。薄手の作りだが、全体に調整は粗く、素材剥片の背面（節理面）および腹面の一部を残している。

未製品の可能性もあろう。石質は頁岩とみられる。 2はSD11から出土した。研磨で仕上げられており、

両側辺に狭い面をもつ。基部を欠損している。石質は頁岩とみられる。

石鏃 （第279図3~8) 未製品を含め6点検出した。 3は有茎鏃で、 SD19から出土した。身部が研

磨されているが、基部の調整剥離は研磨面より新しく、形状から磨製石剣の先端部破片を再加工したも

のと推測される。 4は凹基無茎鏃である。 SPIの上面で検出した。先端を欠損し、器面は著しく摩耗

している。 5~7は弥生前期の土坑墓とみられる遺構から出土した。石質はいずれもサヌカイトとみら

れる。 5・6はSX27で検出したもので、石質・形態・サイズ共に良く似ている。基辺はわずかに窪むが、

調整剥離の様子から平基の範疇で捉えられよう。調整剥離は浅く周縁にとどまる。 5の正面には素材剥

片背面の稜が鏑状に残る。 7はSX29から出土した。平基無茎鏃で、やはり周縁調整のみで仕上げられ、

素材面を広く残している。 8はF25グリッドで出土した。未製品と考えられ、剥片の両面に周縁加工が

施されている。石質は頁岩か。

剥片 （第279図10~15) 29点検出した。石質から主に石鏃製作に関連すると考えられる剥片を図示

した。石質はいずれもサヌカイトである。 10は石鏃（同図5 • 6)と共にSX27から出土した。打面は

剥離面の単打面で、バルプは発達していない。末端はヒンジフラクチャーをなす。 11は自然面打面を

もつ。バルプは発達していない。 12は打面が線状をなし、両極打撃による可能性がある。 13は盤状を

呈す比較的大型の剥片である。打面を含め、ほぽ全周に自然面が残る。打面直下にリップを形成し、バ

ルブは発達していない。 14は石鏃（同図7)と共にSX29から出土した貝殻状剥片である。 15は線状打

面をもつ。バルプは発達していない。

スクレイパー（第280図1~4) 剥片の縁辺に連続的な調整加工を施し、刃縁を作出したものに加

え、剥片の鋭い縁辺をそのまま刃部として用いたと考えられるいわゆる「使用痕のある剥片(U.F.)」

もここに含めて記述する。各2点を確認した。第280図I• 2は剥片の縁辺を調整加工により刃部とし

たものである。いずれも素材に両面がポジテイプな横長剥片を用いている。石質は細粒砂岩である。 1

はH29グリッドで出土した。刃部が直線的で、全体形もおおよそ長方形を呈す。刃部は一応両面調整で

あるが、片面に集中的に施されている。側端には自然面がみられる。 2の刃部は片面調整で、緩やかに
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外湾する。素材剥片の打点側は両面調整が施されており、こちらも刃部として利用された可能性がある。

3・4は縁辺に使用の痕跡が認められる剥片である。 3はC22グリッドで出土した。おそらく両極打撃

による縦長剥片を使用したもので、一側縁に連続する微細な剥離痕が観察される。石質はサヌカイトか。

4は方形周溝墓ST41の北溝から出土した。横長剥片の縁辺が磨耗しており、使用による痕跡と考えた

ものである。石質は頁岩とみられる。

石包丁 （第280図5~7) 全面が研磨され穿孔が施される典型的な例は認められないが、図示した

3点をこの器種として報告する。5はFl2グリッドで出土した。ほぽ全面が研磨され、刃部を画する鏑

状の稜線が端部付近に観察される。半分程度を欠損しているものと推測されるが、欠損面にも研磨がお

よんでいる。石質は細粒砂岩。 6はI15グリッドで出土した。研磨が刃縁から体部中位にとどまるもの

で、背面が自然面の剥片を素材に用いている。石質は細粒砂岩。 7は周溝建物SH8の柱穴SP1022から

出土した。片面のみ研磨されるが、端部から刃部にかけては研磨がおよんでいない。器体が非常に薄い

ことから、研磨途中で破損し、放棄されたものであろうか。石質は頁岩とみられる。

大型石包丁 （第281図1• 2) 2点を検出した。いずれも石質は細粒砂岩。 1は方形周溝墓ST24の

東溝から出土した。全体がおおよそ半月形を呈し、刃縁はやや内湾する。円礫を薄く輪切りにしたよう

な剥片を素材に用いており、片側縁から刃縁にかけて自然面を残している。 2はI12グリッドで出土し

た。長方形を呈する体部の両端上部に突起をもつ。突起は刃部側から袂るように作出され、挟りの縁辺

はつぶれが顕著である。素材には亜円礫の表皮を打ち欠いた剥片を用い、背面は自然面に広く覆われて

いる。刃部両面は研磨されたように滑らかで、刃縁にやや斜交する線状痕が顕著に認められる。

打製石斧 （第281図3~7) 8点を検出した。 3はSD326から出土した。扁平な円礫の片面端部を

集中的に加工し刃部とする。側縁にも加工はおよんでいるが、全形は素材の形状を保っている。石質は

砂岩である。4はI28グリッドで出土した。撥形を呈する打製石斧の基部で、基端部に自然面を残す。

石質はホルンフェルス。5はG30グリッドで出土した。短冊形の打製石斧で、側縁はやや内湾する。基

端部には自然面を残す。刃部は摩耗しており、縦方向の線状痕が認められる。石質は頁岩か。 6はE26

グリッドで出土した。撥形の打製石斧で縦に約1/2を欠失している。片面に自然面を広く残す。刃部は

著しく摩耗しており、縦方向の線状痕も認められる。摩耗は欠損面にもおよんでおり、欠損後も使用さ

れたことがうかがえる。石質は凝灰岩とみられる。 7も撥形の打製石斧である。I29グリッドで出土した。

片面に自然面を残す。刃部は著しく摩耗し、部分的に研磨されたような滑面をなす。縦方向の線状痕も

認められる。

磨製石斧 （第282図l~8) 9点を検出した。 l~5は太型蛤刃石斧である。1は方形周溝墓ST28

の東溝から出土した。断面がやや扁平な楕円形を呈すもので、刃部を欠失する。基端から側縁にかけ

て敲打痕が集中的に認められる。石質は閃緑岩。 2はSK126から出土した。断面が肉厚な楕円形を呈す

もので、やはり刃部を欠失する。主面と側縁に敲打痕の集中箇所が認められる。石質は安山岩。 3は

SK140から弥生前期の土器（第245図5~12)と共に出土した。裏面が基端部付近を除き平坦で、蒲鉾

形に近い断面形状をもっ。刃部のほとんどを欠失するが、右側縁のわずかな範囲に刃縁を残している。

石質は砂岩。4はST29西溝から出土した。断面が厚い凸レンズ状をなす刃部であり、右側縁から刃縁

にかけて敲打痕の集中がみられる。石質は閃緑岩。5も刃部破片で、石質は砂岩。裏面は刃縁沿いを残

し欠失している。 6 はH29 グリッドで出土した扁平片刃石斧である。全体的に灰白色を呈し、白色•黒

色の縞模様がはいる緻密な石材を用いている。基部には広い範囲で成形時の剥離面が完全に研磨されず

-3汲3-
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第281図 大型石包丁 ・打製石斧ほか実測図（縮尺1/3)
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